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「ねえソーイチ、こんな世界、滅ほろんじゃった方が良いって思わない？」

「エリカさん!?　突然何を言い出すんですか!?」

「こんな辛つらいことばっかりの世界、生きていたってロクなことがないに決まっているよ。ね、ソーイチもそう思うよね？」

「ちょちょちょ、ちょっと待って下さい！」

「止めないでよソーイチ！」

「いや止めますよね絶対！　間違いなく止めますよ！」

「そんな、何が気に入らないの!?」

「それ、完全にこっちの台詞せりふなんですけど。一体何があったっていうんですか!?」

「ほら、これを見て！」

「……足？　エリカさんの足がどうしたっていうんですか？」

「何か感想はないのかな」

「とても綺き麗れいな足だとは思いますけど、他には特に……」

「うん。ソーイチが私のくるぶしのラインに対して、並々ならぬ想おもいを寄せている変態だってことは知っているけど、今はそれどころじゃないんだよ」

「急に妙なレッテルを貼はらないで頂けませんか!?」

「あのね？　ついさっき、私はとんでもなく卑ひ劣れつな罠わなに陥おとしいれられたんだよ！」

「えっ!?」

「もう治っちゃったけど、さっきまで、私の足は真っ赤に腫はれ上あがっていたの。あいつらの手によってね！」

「まさか、このアパートの中でそんなことが起こるなんて!?」

「本当だよソーイチ。まさか私の左足が通る空間にタンスの角かどを配置するなんて！　くっ、世界の奴め、何て卑劣なんだろう！　血も涙もないとはこのことだよ！」

「……はい？」

「そのせいで小指に痛恨の一いち撃げき！　指が吹き飛んだかと思ったよ！　もう、こんな酷ひどい世界、絶対に滅びた方がいいよ！　むしろ私が滅ぼす！」

「えーと、エリカさん？　まさかとは思いますけど……左足の小指をタンスにぶつけた腹いせに、世界を滅ぼすなんて言ってるんですか？」

「それだけじゃないよ！　小指をぶつけた拍ひよう子しに、上に置いてあった箱が落ちてきて、思いっきり後頭部に激突したの！　その勢いで転んだら、今度は机と椅い子すにぶつかって、コンボが繫つながっちゃったんだから！」

「それ、世界サイドには何の責任もないと思うんですけど……」

「えっ、でもタンスがその場所にあったのは、この世界に引力が存在するせいだし、机と椅子にぶつかったのは自転運動のせいだよね？　それは、この世界が全面的に悪いってことになるんじゃないの？」

「まさかそんな理屈で恨うらまれるなんて、世界サイドも思ってなかったでしょうね……」

「よし、ソーイチも納なつ得とくしてくれたことだし滅ぼすよ！　レッツデストロイ！」

「納得してません！　納得してませんよ!?　というか、何でいきなり巨大な剣を振りかぶってるんですか！　どこから持って来たんですかその剣!?」

「何で止めるのソーイチ。こんな最悪な世界、滅ぼした方がいいのに!!」

「そんなことありません！　世界は素す晴ばらしい！　それを滅ぼすなんてとんでもない！」

「本当？」

「本当です！」

「命懸かける？」

「命懸けます!!」

「……分かった。ソーイチがそこまで言うのなら、滅ぼすのはひとまず置いておくよ」

「良かった、分かってくれたんですね」

「うん。先に滅ぼさなきゃいけないものがあることが分かったからね」

「……ちなみに、その滅ぼさなきゃいけないものって」

「さよなら、ソーイチ」

「僕だ!?　僕なんですね!?」

「えー、だって、命懸けるって言ったじゃない」

「確かに言いましたけど、そんな直接的な意味で言ったんじゃないですよ!?」

「滅びは誰にでも平等に訪れるものなんだから、早めに諦あきらめちゃった方が楽だよ？　くっ、私の手でソーイチを滅ぼさせようとするなんて、世界の奴め、許せない！」

「滅ぼそうとしているのはエリカさんの意思ですよね!?　妙な小こ芝しば居いを始めないで下さいよ!!」

「とにかく、全部この酷い世界がいけないんだよ！　だからさ、もう滅んじゃった方が良いよね。ね、ソーイチもそう思うよね？　じゃあいくよ！　せーのッ！」

「だから止やめて下さいってぇぇぇぇぇ!!」




　ここは宇宙の果て、『地球』と呼ばれる世界に存在する、一軒のアパート。

　ビル群に囲まれ、ぽつんと佇たたずむ木造二階建てのアパートに住まうのは、かつて幾多の世界を救ってきた英雄達。

　神様に選ばれ、集められた英雄達は、そこで時が来るのを待っている。

　世界を襲おそう災厄に、再び立ち向かう時が来るのを。

　これは、幾多の英雄達が活かつ躍やくする、ありふれたお伽とぎ話ばなし。

　これは、滅びに瀕ひんした世界を救う、お決まりの英えい雄ゆう譚たん。

　これは、大切なものと大切な人を守る為ための、普通の物語。

　でも。

　一つだけ普通の物語と異なるのは。




「ねえ、私と一緒に世界滅ぼさない？　協力してくれたら世界の半分をあげるよ？」

「何で世界を救う英雄が世界を滅ぼそうとしてるんですか!?　このダメ人間!!」




　英雄達は、とびっきりのダメ人間だったのです。










【災厄が訪れるまで　あと　６日　23時間　59分　59秒】




「……ここ、ですよね？」

　僕、鹿かの屋や総そう一いちは、手持ちのデバイスに表示された地図から顔を上げ、目の前にある、古びた日本家屋風のアパートを見上げた。

　周りを囲む高層ビルの、近代的な様相に反した、木造二階建ての建物。敷地内には雑草が生い茂っているせいか、朽くちた廃はい墟きよのようにも見える。『フダラク荘』と書かれた看板も、最初の文字が取れかけているせいで、非常に不ふ名めい誉よな名前に読めそうだ。

「何というか、大分ボロい……じゃなくて、年季の入った建物ですけど。本当にここに、英雄の皆様が住んでいるんでしょうか」

　──英雄。

　それは圧倒的な力と高潔な精神、そして数々の特殊能力を持った超越者。

　いくつもの世界を救ってきた救世主。

　世界を滅ほろびの道から救う最終兵器。

　目の前にある日本家屋風のアパートの正体は、世界を滅ぼす災厄に対抗する為ため、神様によって集められた英雄達の休息の場所である。

　英雄達は、このアパートで災厄が訪れるまでの時を過ごし、ひとたび災厄が発生した時には、その巨大な力をもって撃げき退たいし、世界を救ってみせる。それこそが、古来より続いてきた、神様と英雄達による救世のシステムなのだ。

　そして、神様の使者である僕、鹿屋総一に与えられた使命。

　それは、救世の英雄達を導みちびくこと。

　導くとはいっても、そんな大層なことをする訳ではない。何しろ、ここに集められている英雄達は皆、過去に何度も世界を救ってきた救世主。いくら神様の使者とはいえ、特に超常の力を持たない僕如ごときが導くだなんておこがましい。

　だから、僕のすることといえば、精々がサポートと、災厄が訪れるタイミングを伝えることぐらいだろう。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　23時間　57分　41秒】




　神様から与えられた小型デバイスの画面、鮮血のように真っ赤な色で表示されている数字は、災厄が訪れるまでのカウントダウンだ。

　残された猶ゆう予よは、この世界の時間であと一週間。余裕があるように思えるけれど、その間にしなければいけないことは山積みだ。余計な時間は一秒たりとて存在しない。

「……ふぅ」

　フダラク荘の玄げん関かんの前に立ち、改めてネクタイを締める。

　緊きん張ちようしている。何しろ、これから会おうとしているのは、伝説の英雄達なのだ。

　その活かつ躍やくの記録は歴史上にも沢山残されており、多くの書物として出版されたり、教科書にすら載のったりしている。完全に雲の上の存在、格が違い過ぎる。

「でも、行くしかないですよね」

　このままここで立ち止まっていても、世界の滅びは止まらない。

　だから覚悟を決めて、フダラク荘の敷地に一歩を踏み出す。

　そして、曇くもりガラスがはめられた玄関の引き戸に手を掛け、開けかけて。




「滅びろ！」




　次の瞬間には、内側から強引に閉められた。

「……はい？」

　今、目の前で起こったことが、ちょっと理解出来ない。

「…………はい？」

　僕は、玄関の引き戸を開けて、中へと入ろうとした。なのに、引き戸は先程と変わらず、目の前に存在している。幻覚？　白昼夢？　妙な幻聴まで聞こえた気がする。

「……疲れているのかな」

　この使命を受けて以来、寝不足が続いている。英雄達を導くという、重要で重大で、何より個人的にも念願だったこの使命。緊張と嬉うれしさで眠れない日が続いていた。

　でも、いくら寝不足だからって、幻覚を見ることになるなんて。この世界についての勉強と安眠の為、デバイスから勧められた『気になるアイツを永眠させる一〇の方法』なんて本を読んでいたのがいけなかったのかもしれない。

「よしっ！」

　頰ほおを手で叩たたき、気合いを入れ直す。ひょっとしたら、挨あい拶さつをせずに開けたのがまずかったのかも。今度は忘れないようにしよう。どんな時でも挨拶は大切です。

　そうして、もう一度引き戸に手を掛けて。




「ごめんくださ」

「滅びろ！」




　またもや、引き戸を開けた瞬間、高速で閉じられた。

　どうやら幻覚や幻聴ではなかったらしい。

「……いや、いやいやいや」

　一度落ち着こう。冷静になろう。

　考えてみれば、このフダラク荘は英雄という超ＶＩＰ達が住まうベリーインポータントプレイスだ。侵入者に対して、何かしらの防衛機構が配備されていることは十分に考えられる。流石さすがは救世の英雄達、住んでいる場所も半端ではない。

　恐らくさっきのも、言葉の暴力で侵入者を撃退するタイプの防衛機構なのだろう。そうでなければ、いきなり『滅びろ』なんて言われる筈はずがない。

「よしっ！」

　冷静になって良かった。正体さえ分かれば、もう何も怖くない。

　もう一度深呼吸。そして、僕は三度、フダラク荘の戸に手を掛けて。




「滅び」

「お邪じや魔まします！　僕は神様からの命めいを受けてこのフダラク荘に派は遣けんされた鹿屋総一と申します！　英雄の皆様の力をお借りして、まもなく訪れるという災厄を滅ぼし、この世界を存続させたいと思いますので、ご指導ご鞭べん撻たつの程よろしくお願い致します!!」

「んにゃっ!?」




　一いつ気き呵か成せいにまくし立て、一瞬開かれた引き戸の中に滑り込む。向こうが言葉のナイフで攻めてくるのなら、こっちは言葉のシールドで防げばいいだけだ。

「って、うわっ!?」

　と、勢い良く玄関の中に踏み出した足が、思いっきり何かに躓つまずいた。

　引き戸を摑つかんで倒れるのを堪こらえようとするが、手が届かず、土間部分に思い切り顔から倒れ込む。次の瞬間に訪れるだろう衝撃に耐えようとして。

「うわぷっ!?」

　しかし、衝撃は訪れなかった。何な故ぜなら、僕の顔と地面との間に、何か柔らかい物があって、まるでエアーバッグのように僕の顔を受け止めてくれたから。

「な、なななっ!?」

　その、赤くて柔らかいエアーバッグに顔が埋うずまる。何だか妙に温かくて、妙に良い匂においがして、人をダメにしてしまいそうなエアーバッグだ。

　まさか、これも防衛機構の一種!?　言葉のナイフで拒絶した後は、心地良さで籠ろう絡らくする作戦なのか。でも、効きません！　僕には、神様から与えられた崇すう高こうな使命がある。どんな心地良さにも、良い匂いにも屈する訳にはいきません！

　顔を挟むように置かれている二つの柔らかいエアーバッグを強引に鷲わし摑づかみすると、上半身に力を入れて立ち上がろうとして。

「ひゃうっ!?」

　突然、そんな、可か愛わいらしい声を聴いた。

　その可愛らしい声は、エアーバッグの方から聞こえてきた。

「……え？」

　この世界では、女の子の声で喋しやべるカーナビというものが存在するというのは知っていたけれど、まさか喋るエアーバッグなんてものも存在するのでしょうか。新製品？

　そんなことを考えながら、ふと、声の発生源らしき方に目を向けて。

「……あ」

　見つけた。見つけてしまった。

　目の前に、一人の少女が仰あお向むけで倒れているのを。大きめの赤いジャージを着て、長い金髪を床に広げた少女を、僕が押し倒すような形になってしまっているのを。












　思わず引き込まれてしまいそうになる程に整った容姿の少女は、押し倒された体勢のまま、こちらを見上げている。その潤うるんだ瞳ひとみから感じ取れるのは、驚きよう愕がくと混乱と、幾許いくばくかの怒りが混じったような、そんな感情で。

「……あ」

　その感情の理由は、今の僕と、少女の状況を鑑かんがみれば、考えるまでもない。

　理由その一、僕が少女に馬乗りになっているから。

　理由その二、ついさっきまで僕が顔を埋めていた赤くて柔らかいエアーバッグの正体が、赤いジャージに包まれた少女の豊満な胸の一部だから。

　理由その三、僕の両手が、未いまだに少女の豊満な胸を鷲摑みにしているから。

「あー…………」

　成なる程ほど、状況は完全に理解した。思わず溜ため息いきが出るほど完かん璧ぺきに理解しました。

　しかし、慌あわてることはない。この世界における男女の作法について知る為、デバイスから勧められて読んだ『虎奮とらぶる』という漫画に、こういう時の対処法がしっかりと書かれていたのだ。

　すなわち。

「ビンタして下さい！　お願いします！」

「え？」

　少女から一歩離れて正座をし、深々とお辞じ儀ぎした後、自らの左頰を差し出す。

　これが、正しい作法である。

『虎奮』の主人公は、通学途中の曲がり角ごとに一人ずつ美少女とぶつかり、そのまま勢い余って胸を揉もんでは、思い切りビンタをされていた。にもかかわらず、ぶつかった美少女達全員から憎からず想おもわれているのであった。

　初めて読んだ時は、この世界における倫理観について正直疑問を覚えたけど。神様が下さったデバイスが勧める本なのだから、間違いがある筈がない。

　だから、この対処法さえ実践すれば完璧、読んでて良かった『虎奮』！

「さあ、どうぞ！　一発お願いします！」

「え、え？」

　しかし、赤ジャージの少女は呆あつ気けに取られたような顔で僕を見つめてくる。初対面の相手に戸と惑まどっているのだろうか。ひょっとしたら、『虎奮』を読んだことがなくて、正しい作法を知らないのかもしれない。

　僕は、赤ジャージの少女の手を取ると、自分の左頰の辺りに導いてみせる。

「さあビンタして下さい!!　ここです!!　ここをバシッと!!」

「やだっ！　こ、来ないで!!」

「来て下さい!!　ビシッと!!」

「やだぁっ!!」

　少女は逃げるように立ち上がると、右腕を振りかぶる。これは間違いなくビンタの体勢。よし、これでバッチリだ。読んでて良かった『虎奮』！

「って、あれ？」

　反射的に避よけないように、少女のビンタをしっかり見届けようとして、おかしなことに気が付いた。半泣き状態で振りかぶられた少女の右腕、ついさっきまで何も持っていなかった筈の手に、いつの間にか巨大な黒い剣が握られているのだ。

「……え？」

　それは、黒く武骨で、所々に赤い斑はん点てんの付着した、金属の塊かたまりのような巨大な剣。少女が持つにはあまりにも不釣り合いな、純然たる凶器。

　それが、僕の左頰に向けて、高速で向かって来ようとしている。

「え、ちょっ!?　何ですかそれ!?」

「こ、この変態ッ!!」

「ちょっ、まっ、違う!!　これ、読んだのと違う!?」

「滅びろおおおおおお！！！」

「違ううううううううっ!?」

　少女の手によって振るわれたのは、僕の頭くらい軽く吹き飛ばすであろう、巨大な剣でのビンタ。

　その一いち撃げきが、僕の頰にぶつかる一瞬前、これから訪れるだろう致命的な衝しよう撃げきの予感に、僕の意識は瞬間的に断絶し。

　そのまま、闇やみの中に落ちて行った。





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【初めましてご主人様。わたくし、本デバイスにプリインストールされております、救世ナビゲーション用人工知能アプリ、シーガル・イクサドーラと申します。お気軽にシーちゃんとお呼び下さい】




【本アプリでは、ご主人様が、英雄の皆様と共に世界を救うにあたって、必要となる情報や救世ミッションの内容、神様からのメッセージなどをお伝えさせて頂きます。また、ご主人様の状況を自動的に判断し、必要となる情報もお届けさせて頂きますので、どうぞお任せ下さい】




【さて、現地世界の風習、文化の学習をお求めになっていたご主人様にお勧めさせて頂いた『虎奮』はいかがでしたでしょうか？　勿もち論ろん、あの本の内容は二次元世界だから許されることであり、現実世界で実行した場合、社会的に抹まつ殺さつされることは請うけ合あい。あくまでも反面教師的な意味合いでお勧めさせて頂きました。勿論、聡そう明めいなご主人様であれば、その程度のこと、言わずともお分かりかと思います。気配りも出来る人工知能アプリ、シーちゃんを、これからもどうぞよろしくお願い致しますね】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






「……う、うーん」

　目を開ける。薄ぼやけた視界の中に見えるのは、どこか懐なつかしさすら覚える古びた木製の天てん井じよう。年季の入った木目が、僕を見下ろしている。

　木目を見上げている内に、自分が何故ここにいるのかを思い出す。

　確か僕は、神様の使者として英雄達の住むアパート、フダラク荘を訪れ、中に入ろうとしたら防衛機構に阻はばまれ、それでも無理矢理入ろうとしたら、赤くて柔らかいエアーバッグに倒れ込んで、それから……？

「って、そうだ!?」

　思い出した。赤いジャージの少女を押し倒してしまった僕は、その後彼女からビンタを……ただのビンタではない、巨大な剣によるビンタを食らったのだった。『虎奮』の通りに行動した筈なのに、何がいけなかったのでしょうか。

「でも、何とか、生きている……良かった」

　あんな凶器で殴なぐられたのだから、頭の一つや二つ、どうにかなっているのではないかと思ったけれど、どうやら五体満足らしい。

　念の為、動かして確認しようとして……しかし、手が動かなかった。

「……え？」

　いや、手だけではない。足も動かなければ、膝ひざも腰もお腹なかも動かなくなってしまっている。動くのは、せいぜい首くらいで。

「あ、あれぇ!?」

　それもその筈、僕の全身はロープのようなものでガチガチに縛られていたのだ。その様は、夏と冬に神様に贈られてくる燻くん製せい豚ぶたのよう。いわゆる簀す巻まき状態で、フダラク荘の玄関に転がされているらしい。

「な、何ですかこれは!?　どうしてこんなことに!?」

「あら、ようやく起きたのね」

　混乱する僕の耳に、そんな声が唐突に届く。

　妙な色気を感じさせる、女性の声だ。

　反射的に、声のした方へと顔を向ける。

「……あれ？」

　しかし、そこには誰もいなかった。あるのは、饅まん頭じゆうとお茶の置かれたちゃぶ台と、座ざ布団ぶとんだけ。声の主は見当たらない。

「ちょっと、どこを見ているのかしら？」

「えっと、すいません。どちらにいらっしゃるんでしょうか？」

　全身を縛られているので、辺りを見回すことすら簡単ではない。必死に首を動かしてみるけれど、やっぱり声の主は見当たらない。

「こっちよ、こっち」

「いや、だからこっちって言われましても…………え？」

　もう一度、ちゃぶ台の方を確認しようとして、奇妙なものを発見した。

　ちゃぶ台の上、ピラミッドのように積まれた饅頭の、一番上の一つが飛び跳ねている。まるで、命を持っているかのように。

「……え？」

　思わず二度見したけれど、状況は変わらなかった。

　饅頭が、飛び跳ねている。

　ジャンプ音が聞こえそうなくらい軽快に、饅頭が飛び跳ねているのだ。

「で、君は一体、何者なの？　侵入者？　不審者？　神様の使者とか何とか聞こえた気がしたけど、神ってことはあのヒゲ爺じじいと何か関係がある訳？」

　気のせい、だろう。

　気のせい、だと思います。

　もしくは悪い夢に違いない。

　だって、そうでないのなら。

「信じられないって顔してるとこ悪いけど。今喋っているのは、間違いなく、君の目の前にいる私よ。餡あん子こが中にみっしり詰まった魅み惑わくのボディの、わ・た・し・よ？」

「饅頭が喋ったぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　そう。

　声はすれども姿が見えなかった女性の正体。

　それは、ちゃぶ台の上に積まれた饅頭。

　饅頭が、僕に向けて喋っているのだった。




　自らの存在をアピールするかのように、何度も飛び跳ねてみせる饅頭。

　神様のところで生活している間、色々なタイプの生物を見てきた僕だけど、まさか喋る饅頭なんてものに遭そう遇ぐうする日が来るとは思いもしませんでした。

「ふーん、神の使者、ねぇ」

「は、はい。鹿屋総一と申します」

　侵入者や不審者なんて不名誉なレッテルを貼はられる訳にもいかず、僕は世にも奇妙な喋る饅頭に対して、大おお真ま面じ目めに自己紹介をすることになった。

「それで、その神の使者である鹿屋君は、一体何をしに来たのかしら」

「はい饅頭さん、実は、とても大切なお願いがありまして」

　饅頭に対して自己紹介をしている内に、僕に与えられた使命についても思い出してきた。まずは、このフダラク荘に住む英雄達に会わなくてはならないのだ。

「大切なお願い？」

「はい、大切なお願いです」

「しょうがないわね。教えてあげる、私の中身はこしあんよ」

「あの、別に、饅頭さんの中身を知りたい訳ではないんですけど」

「ちなみに、その日の気分によって粒あんにも変えることが出来るのよ。毎回中身が変わる、私はそう、シュレディンガーのお饅頭」

「一体どういう身体からだの構造なんですかそれは!?」

　思わず反応してしまうが、今は喋る饅頭の謎なぞを解明している場合ではない。興味がないと言えば噓うそになるけれど、しかしそんな場合ではない。

「饅頭さん。ここに住んでいる英雄の皆様を、呼んできて頂けませんか。どうしても相談したいことがあるんです」

　この饅頭、我が物顔で居座っているところから察するに、恐らくこのフダラク荘に住む英雄の使い魔か、もしくはマスコットキャラクター的な何かなのだろう。少なくとも、英雄の関係者、いや関係饅頭であることは間違いない。

「相談ねぇ。具体的には？」

「この世界を救う為の相談です」

　縛られたままで、目の前の饅頭に向けて、言葉を告げる。

「世界を救う為の相談？　何よそれ。まるで、今にもこの世界が滅びかけているみたいじゃない」

「はい。その通り、この世界は今、滅びの危機に立たされています。『魔王』という名の災厄によって」

　──魔王。

　それは、魔を従える王。

　それは、世界を闇で覆おおう存在。

　それは、悪の首しゆ魁かいにして大罪の担い手。

　それこそが、今この世界を滅ぼさんとする災厄の正体である。




　この世界に災厄、『魔王』が訪れるまで、あと一週間。

　デバイスに表示されたカウントダウンは、丁ちよう度ど一週間後の正午にゼロになるように減り続けている。この世界に残された時間は、たった一週間しかない。

　だというのに。

「魔王、ですって？　何だかつまらないわねぇ」

「な、何てことを言うんですか！」

「だって、魔王でしょ？　魔王なんてありきたり、格下も甚はなはだしいじゃない。世界を滅ぼすっていうのなら、竜王とか邪神官、破壊神や暗黒神とか連れて来なさいよ」

「か、格下って……魔王ですよ!?　それはそれは恐ろしいんですよ!?」

　饅頭の言葉に、思わず反論してしまう。

　確かに魔王は、災厄の中では最もポピュラーなものだ。様々な記録や書物の中にも、幾度となく登場している。しかし、だからといって、格下なんてとんでもない。

　最もポピュラーということは、最もその脅きよう威いが認知されているということ。様々な記録や書物が存在しているということは、実際に多数の世界を滅ぼしたことがあるという事実を示している。

　つまり、魔王とは世界を滅ぼすエキスパート。最も恐ろしい災厄といえるのである。

「と、とにかく饅頭さん、今すぐに動き出さなければいけないんです。どうか、ここに住んでいる英雄の皆様を呼んできて下さい！　お願いします！」

「ふーん。まあ、そこまで言うのなら、呼んできてあげてもいいけど」

「あ、ありがとうございます!!」

「で、誰を呼んでくればいいの？」

　饅頭は、つまらなそうな声を発しながら僕を見下ろす。

「一口に英雄と言っても、ここには何人もの英雄が住んでいるのよ。何しろ、あのヒゲ爺によって、沢山の英雄達が集められたアパートなんだから」

「た、確かに」

　てっきり、喋る饅頭の主人か、ゆかりのある英雄の方を連れてきてくれるのだと思っていたけれど、違うらしい。

　しかし、選ばせてくれるというのなら、僕が会うべき英雄は決まっている。

「で、では、勇者エリカ・アシュローズ様を、呼んできて下さいませんか!!」

　それは、聖剣を手に、魔法を操あやつり、勇敢に悪に立ち向かっていく英雄。

　それは、十の世界と百の国、千の町や村を過去に救ってきた、勇者の中の勇者。

　それは、まさに、ザ・英雄ともいえる存在。

　それこそが、勇者エリカ・アシュローズ様である。

「勇者様なら、過去に魔王と戦った経験もありますし、今回の魔王に対しても、きっと活躍して下さる筈です!!」

　思わずテンション上げて叫んでしまうが、決して私情を挟んでいる訳ではない。対魔王において、勇者様の力が最も有効となるのは確かなのだ。憧あこがれ続けていた勇者様に、いよいよ会えるということでテンションが上がっているという訳では決してない。

「あぁ、エリカね。いるいる。いるわよ」

「本当ですか!?」

「というか、エリカならわざわざ呼ばなくても、さっきからそこにいるじゃない」

「……え？」

「ほらそっち。君の後ろよ」

「なっ!?」

　反射的に、簀巻き状態の身体を回転させる。ちゃぶ台の置かれているのとは反対側、玄関の引き戸側に急いで視線を向けて。

　そこに。

　僕と同じように、ロープで全身をぐるぐる巻きにされて。

　天井から吊つるされている少女を、見つけた。

　見つけて、しまった。




「…………………………………………はい？」

　二度見してみても、その光景は変わらない。

　そこにいたのは、ついさっきここで出会い、思いっきり押し倒してしまった挙あげ句く、大剣でのビンタをお見舞いされることになった、赤ジャージの少女だった。

「………………」

　赤ジャージの少女は、何事かをブツブツと呟つぶやきながら、奇妙な笑い顔と暗い視線で僕を睨にらみつけてくる。何を言っているのか、僕の位置からは聞き取れないけれど、少なくとも愉ゆ快かいなことを言っているのではないことくらいは分かる。だって目が怖い。

「うわぁ……」

「あら、どうしたのよ」

　少女の放つ得体の知れないプレッシャーに、思わず目を逸そらす。

　しかし、目を逸らした先にいるのは、世にも奇妙な喋る饅頭である。前門の簀巻きジャージ、後門の喋る饅頭。こんな訳の分からない状況ってないでしょう。

「あの……饅頭さん？　何か、吊るされている人が見えるんですけど」

「ええ、いるわね。君と同じ簀巻き状態で」

　どうやら、僕だけにしか見えない存在とかではないらしい。

「えっと……あの方は、一体」

「言ったでしょう？　君が探している勇者よ」

「勇者？　誰がですか？」

「アレが」

「アレが？」

「そう、アレが」

　もう一度アレを見ようとするが、暗い視線が怖くて、思わず目を逸らしてしまう。

「…………アレが？」

「アレが」

「あの、僕、饅頭界におけるジョークとかギャグって分からないんですけど。それって饅頭さん的には鉄板のギャグだったりするんですか？」

「何を言ってるのよ君は」

　呆あきれたような饅頭の声。どうやら本気のようだ。本気で、あの簀巻き赤ジャージが勇者エリカ・アシュローズ様であると、そう言っているらしい。

「ちょ、ちょっと待って下さい、饅頭さん」

「何よ、ちゃんと勇者を呼んだからもういいでしょ？　私だって忙しいのよ」

「饅頭にどんな用事があるって言うんですか！　いいから、今すぐこのロープを解ほどいて下さい！　あの方が本当に勇者エリカ・アシュローズ様かどうか、手持ちのリストと照合しますから！」

　僕の持つデバイスには、映像データをはじめ、英雄達のあらゆるデータが登録されたリストが保存されている。それと照合すれば、あの簀巻き赤ジャージが本当に勇者様であるかどうかを知ることが出来るのだ。

「へえ、英雄のリストなんてものがあるのね。でもそれ、あんまり意味ないと思うわよ？　だって、そこに載っているようなデータなんて、ほとんどデタラメなんだし」

「デ、デタラメですって？」

　饅頭の、嘲あざけるかのような態度に、思わず対抗心を燃やしてしまう。

「そんなことはありません！　神様が直々に作成されたリストなんですよ？」

「ああ、デタラメはちょっと言い過ぎたわね。正確には、古いのよ。だって、そのリストに記されているのは、世界を救った時点での、英雄達の情報なんだもの」

「古い？　……あの、仰おつしやっていることが良く分からないんですけど」

「君は質問ばかりね。いくら優しくてセクシーな女教師風の私でも、聞けば何でも教えてくれるって訳じゃないのよ？」

「セクシーでもないし女教師風でもないですよね。饅頭ですよね」

　そもそも饅頭に性別なんてあるんですか。

「じゃあ、そのリストに書かれている、魔法少女の情報、言ってみなさいよ」

「魔法少女アクセル☆ダウナー様ですね！　莫ばく大だいな魔力量と天才的な魔力操作で、いくつもの世界の危機を救ってきた、最強の魔法少女。ライバルともいうべき魔女との死し闘とうはまさに伝説！　今までに救った世界の数は、全英雄史上第五位のシングルランカー。好きな食べ物はお饅頭で、嫌いな食べ物はもずく！」

「……まさか即答とは恐れ入るわ。というか、そんな個人情報まで書かれているのね、あのヒゲめ」

「魔法少女アクセル☆ダウナー様が、どうかしたんですか」

「その魔法少女は私よ」

「ああ、そうなんですか。それはそれは……………………………………はい？」

「これで分かったでしょ。そのリストとやらがどれだけ意味がないか。そんなのあてにしても無駄よ。そこで吊るされているのは、間違いなく勇者エリカ・アシュローズよ。じゃあ、務めは果たしたから、私はもう行くわよ」

　そう言って、饅頭は僕の目の前から飛び跳ねながら去って行こうとする。

「ちょっ、ちょちょちょ、ちょっと待って下さい!!」

「何よ。まだ何かあるの？　いい加か減げんしつこいわよ。安物のお砂糖をドバドバ入れ過ぎた素人餡子ぐらいしつこいわね」

「いやいやいや、しつこいとか、そんな問題じゃなくて！　魔法少女!?　魔法少女って何のことですか!?」

「それは勿論、魔法を使う少女。それこそが魔法少女よ」

「定義の問題じゃないです！　だ、誰が魔法少女だっていうんですか!?」

「私よ」

「饅頭じゃないですか!!」

「饅頭が魔法少女だったら悪いかしら」

「悪いというか、おかしいですよね!?」

　改めて、饅頭の全身を見る。

　柔らかそうな白い生地に、こしあんの薄紅色がうっすらと透すけている。思わず頰ずりしたくなる程の魅惑のフォルムは、見つめ続けているとドキドキしてしまいそうで。

「ってやっぱり饅頭じゃないですか!!」

　完全に饅頭です。ノット魔法少女、ディスイズ饅頭。

「ま、魔法少女アクセル☆ダウナー様といえば、ゆるふわ系の衣装に愛くるしいルックスとあざとい髪型が大人気。全世界統一『妹にしたい英雄ランキング』を、第五回から第九回まで五連れん覇ぱした魔法少女なんですよ？　リストにも、その映像データがバッチリ載っていました！　饅頭さんとは似ても似つきませんよ！」

「だから言ったじゃない。そのリストは古くて、英雄として世界を救った時点でのデータしか載っていないって」

「じゃ、じゃあ、世界を救った後に、魔法少女から饅頭になったっていうんですか!?」

「ええそうよ」

「簡単に言われた!?」

　物もの凄すごいあっさりと言われましたよ!?

「別に、魔法少女が饅頭になってはいけない決まりなんてないでしょう？」

「そ、それはそうかもしれませんけど、どうしてそんなことになっているんですか!?」

「どうして、と言われても、ねぇ」

　瞬間、饅頭の声が明らかに落ち込んだような気がした。それはまるで、触れられたくない過去を聞かれた時のような、沈んだ声音で。

「……あっ」

　しまった、あまりの事態に、つい勢いで喋り過ぎてしまった。

　魔法少女アクセル☆ダウナーといえば、英雄史上に残る最強の魔法少女。

　そんな英雄が、今は饅頭の姿になってしまっているのだ。そこにはきっと、僕なんかには想像出来ない程に重大で、壮絶な理由があるのだろう。軽々しく踏み込んでいい筈がない。

「あの……申し訳ありません。僕、何も知らないのに」

「良いのよ。君の言い分も分かるわ。魔法少女として、いくつもの世界と、その世界に住む人達の笑顔を守ることに精一杯だった私が、まさかこんな姿になるなんて、ね」

「饅頭さん……」

「ねえ君、私がこんな姿になった理由を聞きたい？」

「えっ？」

　僕なんかが聞いて良いのか、という一瞬の迷い。しかし、僕だからこそ、聞かなければならないと思い直す。僕に与えられた使命は、英雄達と共に災厄を滅ぼし、世界を救うこと。誰よりも、英雄のことを知らなければならないのだから。

「教えて、頂けますか」

「ええ、良いわよ」

　饅頭にして、魔法少女アクセル☆ダウナー様は。

　悲痛な雰ふん囲い気きを纏まとい。

　そして何かを振り絞るように言った。

「饅頭が好きで、好き過ぎて、毎日饅頭のことばかり考えていたら、気が付いたら饅頭になっちゃっていたのよね」

「正気ですか!?」

　もう一回。

「正気で言ってるんですか!?」

「失礼ね、私はいつだって正気よ」

「とても正気と呼べる外見と言動ではないと思うんですけど」

「あら、何がおかしいというの。饅頭が好きだから饅頭になる。ごくごく自然な流れじゃない」

「自然な流れというか、かなりの急流だと思いますけど。むしろ激流みたいな」

　さも当然というように、饅頭になった自分自身を語っていますけど、どう考えてもおかしいですよね。

「いい？　例えば、サッカーが大好きな男の子がいるとしましょう」

「はあ」

「その子が将来サッカー選手になりたいと思うのは、実に自然な流れよね？」

「そのたとえ、饅頭さんに当てはめると、男の子がサッカーボールになりたいって言い出したようなものですよね。それは確実に、絶対に正気じゃないですよね」

「ボールは友達と言うものね」

「何をちょっと良い話風にまとめようとしているんですか」

　あの、英雄ですよね？

　本当に、英雄なんですか？

　今のところ、英雄要素が皆無なんですけど？

「あら、そろそろ行かなくちゃいけない時間ね」

「え？　ちょっ、ちょっと待って下さい！　まだ話は終わってないんですけど!?」

「君と戯たわむれている時間はないの。今日の一五時から、商店街の和菓子屋さんで新作のお饅頭が発売されるんだから！」

「饅頭なのに饅頭を食べるんですか!?」

　それって、いわゆる共食いじゃないんですか？

「仕方がないわ。饅頭に対する情熱の前では、共食いという禁きん忌きも、甘んじて背負うしかないのよ！」

「そこまでの覚悟が!?」

「という訳で、私とクロさんは出掛けてくるから。他の住人達のことを聞きたいんだったら、そこで吊られているエリカに色々と聞けばいいじゃない」

「そ、そんな勝手に……って、クロさん？」

　誰だろう。ここに来て、新しい名前が出てきた。

「ああ、クロさんってのは、私が付けたニックネーム。本当の名前は……クなんとかルディアとか、確かそんな感じだったような……。とにかく、ここの住人の一人よ」

　饅頭の言葉に、雷に打たれたかのような衝撃を受ける。

「ま、ままままさか！　それは、全英雄史上最強にして最大、神話の時代から生き続け、ある世界では神竜と崇あがめ奉たてまつられている、最強のドラゴン。数多あまたの災厄を退け、過去に救った世界の数はブッチギリ一位の、クド＝ロンバルディア様のことですか!?」

「……君、英雄のことになると若干キャラ変わるわよね」

「そうですか？　自分では分かりませんけど」

「まあ別にいいけど。確かそんな名前だったような気がするわね。クロさーん、そろそろ出掛けるわよー、背中に乗せてー！」

　そんな声が、玄関の先、フダラク荘の奥まで響いて。

「……ッ!?」

　次の瞬間に感じた強大なプレッシャーに、思わず全身が固まる。それは間違いなく、最強のドラゴン、神竜クド＝ロンバルディア様の発するものだ。

　最古の英雄にして、神様とすら並び立つと言われるお方。そんな方が、今にも、そこの廊ろう下かの角を曲がって現れようとしている。身体が過か剰じように反応しても無理はない。

　しかし。

「……え？」

　廊下の陰から現れたその姿を見て、僕は再び固まった。

　のっそりと緩慢な動きで現れたそれは、確かに圧倒的な存在感を纏まとっている。

　ただし、そのサイズは、思っていたものとはまるで違っていた。

　それは、全長数十メートルの巨大なドラゴンではなく。

　全長数十センチほどしかないような、薄黄緑色の爬は虫ちゆう類るい。

「……トカゲ？」

　要するに、トカゲだった。

　そのトカゲは、小さな身体に似合わない威圧感を放ちながら、のっそりとこちらへ向かってくる。

「もう、遅いわよクロさん。早くしないと、限定品のお饅頭が買えないじゃない！」

「…………」

　饅頭が、飛び跳ねながら近付き、トカゲの背に乗る。トカゲは無言の反応を返すと、そのまま玄関に向けて、のっそりと歩を進め始めた。

「じゃあ、私達は出掛けてくるから。後はよろしくね」

「いや、だからちょっと待って下さいって！」

「何よ、まだ何かあるの？」

「というかもう色々と言いたいことが沢山あり過ぎるんですけど！　えーと、すいません。ちょっと一回落ち着いてもいいですか？」

　予想外のことが起こり過ぎて、もう本当に訳が分からない。心しん臓ぞうが喉のどの奥から飛び出して、ブレイクダンスを始めてしまいそう。ダメだ、冷静にならないと。

　そうだ、こういう時は素数を数えて落ち着こう。デバイスに勧められて読んだ『徐じよ々じよに奇妙な食券』というグルメ本にも、料理が美お味いし過ぎて心臓が停止しかけた時は、素数を数えて落ち着くべきと書いてあった。

　よし、２、３、５、７……。

「落ち着くのは良いんだけど。君、そんなにゆっくりしてていいの？　世界、滅びかけてるんでしょう？」

「11、13、17……いえ、別にゆっくりしているつもりはないんですけど」

「そう？　その割には丸々一日寝ていたじゃない」

「19、23、29…………え？」

「丸一日、玄関に転がっていたわよね。本当、邪魔で仕方がなかったわ」

「………………はい？」

　ちょっと待って下さい。

「な、何を言っているんですか？　丸一日寝てたって、確かに剣でビンタされて気絶してましたけど、気絶していたのは、ほんの少しです……よ……ね……？」

「君が英雄のことをどういう存在だと思っているのか、君がどれだけ頑がん丈じようなのかは知らないけれど。君自身の言葉を借りるなら、最強の英雄の一撃を受けて、ほんの少し気絶している程度で済むと思うのかしら」

　それは真剣な声音で、冗談を言っている風には全く聞こえない。

「ず、ずっと寝続けてたなんて、そんなまさか……そうだ、デバイスのカウントダウンを確かめれば……ってロープで縛られているから手が出せない!?」

　そもそも、何で僕は縛られているんですか！　もう大分今更ですけど!?

「饅頭さん。すぐこのロープを外して下さい！　今すぐに、災厄が訪れるまでの正確な時間を確認しないと、大変なことに……あれ？」

　しかし、視線を向けた先には、白い饅頭も、黄緑色のトカゲもおらず。

　代わりに、どうやって書いたのか分からないが、玄関の床に書き置きがあった。

『饅頭を買いに行って来ます。そのロープは私が魔法で出した奴だから、時間が経たてば、勝手に解けるよ。多分』

「うわあああああああああああああああああああああああああ！！！！！！」

　英雄達の住むアパート、フダラク荘の中に響き渡る絶叫。

　しかし、応こたえてくれる英雄は、誰もいない。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　22時間　41分　29秒】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【お早はようございます、調子はいかがですかご主人様。いえ、あれだけ長時間眠っておられたのですから、万全に決まっていますよね。災厄の発生までたった七日間しかないというのに、その内の一日を寝て過ごすとは、ご主人様の剛胆ぶりにはシーちゃん感服致しました。お邪魔してはいけないと思いましたので、神様からのメッセージは全すべて既読状態で無視しております。シーちゃんの見事な空気の読みっぷり、褒ほめて下さっても構いませんよ？】




【神様からメッセージが届いております。『至急、報告を求む』とのことです。お返事すぐに返されるようでしたら、どうぞその旨むねお言いつけ下さいませ】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






　まずい。

　まずいですよ。

　既に、饅頭とトカゲはいなくなっている。あの一つと一匹が、本当に英雄なのかどうかはひとまず置いておくとして、今確実に分かっていることは一つ。

　僕は、未だにまともに英雄と話すことが出来ておらず、ただただ、貴重な時間だけが過ぎてしまっているということだ。

「こ、こうなったら！」

　縛られたまま身体を逆側に向けると、果たして、彼女はそこにいた。

　今、唯一この場に残ってくれている人物。その行動や現状には疑問を抱かないでもないが、あの巨大な剣を振り回す程の怪力を見る限り、決して常人ではない。

　勇者エリカ・アシュローズ様。

　僕が会いたかった、そして憧れ続けた本物の英雄。

　しかし、この場においては、最悪の出会い方をしてしまった英雄。

　何しろ、出会い頭に押し倒してしまったのだ。第一印象が最悪過ぎて、僕の言うことを聞いてくれるとは思えない。

　だけど、悩んでいる時間はない。とにかく、動き出さなくては。

「さ、先程は申し訳ありませんでした！」

　縛られた体勢のまま、地面に頭突きをせんばかりの勢いで謝罪する。

　両手が自由だったら、デバイスから勧められた本『たった一つの冴さえた謝り方』で学んだ、この世界における最大級の謝罪法、五体投地ＤＯ・ＧＥ・ＺＡをするところだったけど、今はこれが精一杯だ。

　しかし。

「…………」

　反応が、ない。

　無視されている訳ではない。その証拠に、背中に痛いほどの視線を感じる。というか実際痛い。英雄ともなると、視線にすらパワーが宿るのでしょうか。

「あ、あの、申し訳ありませんでした！」

「…………」

　またしても無反応。しかし、変わらず感じる視線と、痛み。

　恐る恐る、顔を上げて見れば。

「…………」

「うわぁ」

　そこには、何かを堪えているかのような奇妙な笑みを浮かべながら、暗い視線でこちらを睨んでいる勇者様の姿があった。先程見たのと変わらない、赤いジャージ姿で。

「……ん？」

　よく見れば、その口が僅わずかに動いている。そういえば、さっきも何かをブツブツ呟いていたような。果たして、何と言っているのか。

　どちらにしろ、勇者様を吊るしたままにしておく訳にはいかない。縛られた体勢のままで、玄関を転がり、勇者様の下まで到達する。

「……ろ」

　足下まで来て、ようやく勇者様の呟きが僅かに聞こえてきた。どうやら一つの言葉を連続して呟いているらしい。その言葉を聞き逃さないよう、聴覚に集中して。




「滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ」




「ひいいいいぃっ!?」

　聞いた。

　聞いてしまった。

　怒りの視線と共に、呪のろいの言葉を繰くり返かえし呟き続けている勇者様。

　その姿は、まるで停止ボタンが機能しない再生機器のよう。そんな恐ろしいものが天井から吊るされているなんて、ここはジャパニーズホラーの世界ですか。

「申し訳ありません！　すいません！　ごめんなさい！」

　どうやら僕は、完全に勇者様を怒らせてしまったらしい。こうなってはもう、命をもって償つぐなうしかない。いざという時の所作を学ぶ為にと、デバイスから勧められて読んだ『戦国風雷伝ＳＥＰＰＵＫＵ！』の内容が頭に蘇よみがえる。

「滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ」

「あ、あの……」

　しかし、覚悟を決めた筈の僕の口から出たのは、思っていた以上に小さく、情けない声だった。当然、勇者様に聞こえる筈もない。だからもう一度、気合いを入れて叫ぶ。

「あの、勇者様!!」

「滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅び……ん？」

　ようやく勇者様の呟きが止まった。その瞳が、こちらに向けられる。

「あ、あの、先程は本当に申し訳ありませんでした！　勇者様のお身体に触るなんて、到底許されないことをしてしまったのは分かっています。せめてもの謝罪として、僕はこの身と、この命の全てを、勇者様の為に捧ささげさせて頂きます！」

　精一杯の想いを込めての宣言。今この場で死ねと言われたら、自ら命を絶つ覚悟を込めて言葉を放つ。

「ですから勇者様、どうか、この世界を救って頂けませんか。お願いします!!」

「…………」

　しばしの沈黙。

　たった数秒の沈黙が、僕には永遠のように思える。

　何を考えていたのか、数秒をおいて、勇者様が喋り出した。

　僕の頭上から下ろされた、神託の如き言葉は。

「君、誰？　どうしてロープでグルグル巻きにされてるの？　変なの」

　いや、変なのはお互い様だと思うんですけど。




「あ、あー！　そうか、思い出したよ。昨日の変態さんだね」

「あの、その呼び方は出来ることなら止やめて頂けると嬉しいんですけど。僕には、鹿屋総一という、ちゃんとした名前がありますから」

　フダラク荘に来てから数度目の自己紹介。それと不ふ可か抗こう力りよくではあるが押し倒してしまったことについても、改めて謝罪をする。

「神様の使者？　神様って、あのヒゲのだよね？」

「……はい、ヒゲの」

　ヒゲ呼ばわりしてごめんなさい神様。

　さっきの饅頭といい、何故皆、神様のことをヒゲで覚えるのだろうか。確かに、中でかくれんぼが出来そうなぐらいに立りつ派ぱなヒゲをたくわえてはいらっしゃいますけど。

「ふーん、そっか。あのヒゲの使い、なんだ」

　そう呟き、笑みを浮かべる勇者様。しばらく僕のことを観察するように見回していたが、やがてこちらに視線を合わせてくる。

「それで神様の使者が、そんなところでロープに縛られて、何をしているのかな」

「ですから、それはビックリするくらいにお互い様だと思うんですけど」

　ロープでグルグル巻きに縛られて、地を這はっている僕と、天井から吊るされている勇者様。こんなのが二人揃そろうだけでも奇跡ですよね。

「私のこれは、いつものことだから別に良いんだよ」

「いつも……？」

「うん。昨日ね、勝手にアパートの中に入って来て、勝手に私の身体に狼ろう藉ぜきを働いた変態がいたから、聖剣を召しよう喚かんしてビンタしたんだけど。何だかピクリとも動かなくなっちゃったから、その罰として、こうして吊るされているんだよ」

「ってことは、勇者様が吊るされているのは僕のせいなんですか!?　申し訳ありません、今すぐ解きますから！　って、僕も縛られていることを忘れてた!!」

　必死に立ち上がろうとするが、僕も負けず劣らず縛られているせいで、身動きが取れない。時間が経てば解けると書き置きがあったが、そんな徴ちよう候こうは見られない。ギッチギチだ。

「ねえ、もう一回、名前を教えてくれないかな」

「は、はい、鹿屋総一と申します」

「鹿屋総一。かのやそういち……そういち……うん、じゃあ、君のことはソーイチって呼ぶことにするね」

「え、ですが、それは……」

「それとも、変態さんって呼んだ方が良いのかな」

「いえ、そんなことはないですけど」

「もしくは、縛られ豚野郎と」

「ソーイチでお願いします!!」

　勇者様から名前で呼んで頂くなんて、そんな恐れ多いことは……と思ったけれど、選択肢がないので仕方がない。豚野郎とだけは呼ばれたくないです。

　とにかく、ひとまずの挨拶は済んだので、本来の目的である対話を再開する。

「あ、あの、勇者様。お聞きしたいことがあるんですけど、よろしいですか？」

「いいよ。下着の色以外だったらどんな質問にでも答えてあげる」

「唯一隠したいのがその質問で良いんですか？」

「ちなみに黒だよ。上下お揃いでレースの奴」

「しかも答えちゃってるし!!」

「どうしても聞きたそうな顔をしていたから」

「そんな顔はしていません！　……していませんよね？」

　話が逸れてしまった。元に戻そう。

「ゆ、勇者様は、本当にあの、勇者エリカ・アシュローズ様、なんですよね？」

「そうだよ？　見て分からないのかな」

「分からないです」

「そっか」

　少なくとも、縛られて吊るされている姿は、とても最強の勇者には見えない。リストのデータとも違うし、僕の記憶の中にある勇者様の姿とも、かなり違う気がする。

「でも、確かに私が、勇者エリカ・アシュローズだよ。この世界に来てからは灰はい咲ざきエリカって名乗っているから、その名前は懐かしいね。職業は家事手伝いの一七歳」

「家事手伝いって……勇者じゃないんですか？」

「まあ一応、勇者ってことになっているけど。うちは代々勇者の家系だったから、家業を継つがされたってだけだしね」

「家業……そうだったんですか」

「そもそも勇者なんて、殊こと更さらに名乗るものじゃないもんね。自分の心の側そばに、勇気という名の一振りの刃やいばを宿していれば、勇者の資格は十分なんじゃないのかな？」

「カ、カッコイイ……！」

　間違いない、この人は勇者だ。

　先程、何か危険な言葉をブツブツ呟いていたのは、きっと何かの間違いだ。ひょっとしたら、勇者様なりの修行や精神修養の時間だったのかもしれない。だとしたら、聞くのは野や暮ぼというものだろう。

「あの、勇者様……それでは、お話ししたいことがあります」

「あー、その勇者様っていうのは止めてくれないかな。エリカでいいよ」

「え、ですが……」

「やっぱり豚野郎が良いのかな」

「ソーイチでお願いします……エリカ様」

「よろしくね、縛られ豚野郎」

「ソーイチでお願いします!!　エリカ…………さん」

「うん、ソーイチ、よろしくね」

　良かった、ギリギリで豚野郎を回かい避ひした。なかなかに頑がん固こなエリカさんである。

「それで、話って何？　スリーサイズ以外だったら何でも教えてあげるよ」

「さっきと違う!?」

「このジャージのせいで分かりにくいかもしれないけど、私、脱いだら凄いんだから」

「ですから、そういう話ではなくてですね！」

「で、話って何なの？」

「…………あ、はい」

　いや別に、何かを期待していた訳ではありませんけどね！　決して！

　気を取り直して、話を再開する。

「ここ、フダラク荘は、いずれ訪れる災厄を回避する為に、過去に世界を救った英雄達が集められた休息の場所だと聞いています」

「うん、そうだね」

「今、この世界は滅びの危機に直面しています。それを回避する為には、このフダラク荘に住む、エリカさんを含めた英雄の皆様の力が必要なんです！」

　精一杯の思いを込めて、頭を下げる。

「この世界を守る為、是非皆様のお力をお貸し下さい!!」

　かつて、世界を救った勇者様と共に。

　今、この世界を救う為に。

　しかし。

「うん、無理だね」

　返ってきたのは、そんな無慈悲な言葉で。

「だってさ、今このアパートにいる英雄って、私しかいないんだもん」

「……はい？」

「だからね、皆様、なんて無理なんだよ。今ここにいるのは私だけ。他は、みーんなどっか行っちゃったんだから」

「………………はい？」

　どういうこと、なんでしょうか。




「さ、最強の変身ヒーローである左さ文もん字じ真しん太た郎ろうさんは!?」

　英雄達が集まっている筈のフダラク荘に、英雄達がいない。

　そんな、想定していなかった事態に対し、僕は、フダラク荘に住んでいる筈の英雄達の名前を、片っ端から挙げていく。

「シンタローは今、留りゆう置ち場じようにいるから、留守だよ」

「留置場!?」

　エリカさんから返ってきたのは、意味の分からない言葉。いや、事前にこの世界の基礎知識は勉強しているから、その単語の意味は分かりますけど。分かるからこそ、分からない。どうして今、そんな単語が出てくるのか。

「留置場って……どうして」

「警けい察さつに捕まったから、かな」

「英雄ですよね!?」

「英雄でも、捕まる時は捕まるんだよ？　この国の警察は優秀なんだから」

「それはそうかもしれませんけど！　な、何で捕まっているんですか!?」

「小学校に侵入したから、かな」

「確かにそれは捕まりますね!!」

　予想以上に酷ひどい理由だった。議論の余地もありませんよ。

　デバイスに勧められて読んだ『ネオ源氏物語』という書物の中でも、垣根の間から幼女を見つめていた主人公が検け非び違い使しにしょっ引かれていくというシーンがあった。完全にあれと同じ、いわゆる事案だ。

　変身ヒーロー『仮面戦士プリズナー』の左文字真太郎といえば、その活躍が、沢山の特撮ドラマや映画の題材にもなったという、知名度としては一番の英雄。それなのに、どうしてこんなことに。

「そ、そうか、悪の組織が小学校の地下に存在していて、そこに潜入する為に必要な行動だったんですね!!」

「ううん、シンタローは年端もいかない女の子の生活に興味があり過ぎて、ちょっと色々抑えられなくなっちゃったみたいなんだよね」

「考えられる限り最低の理由じゃないですか!!」

　ダメだ。これ以上聞き続けても、嫌な予感しかしない。

　左文字さんのことはひとまず置いておいて、次の英雄へと移ろう。

「そ、それでは、その芸術的とまで言われる筆ひつ致ちで世界中の読者を魅了し、文章を通して幾多もの世界を救った、作家の円えん乗じよう綴つづり先生はどうされているんですか!?」

「あー、ツヅリは引ひき籠こもっているね」

「英雄ですよね!?」

「英雄でも、引き籠もる時は引き籠もるんだよ」

「いや、ですから、それはそうかもしれませんけど！」

「かれこれ一年以上姿を見ていないから、ちょっと今生きているかどうかは分からないんだよね。ツヅリは引き籠もりのプロだから、こっちからはコンタクトが取りづらいんだよ。多分生きているとは思うんだけど……うーん、どっちかな、半々だね」

「引き籠もりのプロってなんですか!?　生きていてもらわないと困るんですけど!!」

　次。

「異世界間の土地転がしで莫大な財産を築き上げた伝説の守しゆ銭せん奴ど、経済の力で世界を救った金かね上がみさんは!?」

「あー、カネちゃんはね。申告していない財産がバレちゃったらしくて、黒服の人に追われて北に逃げちゃったから、いないんだよね」

　次。

「類たぐい希まれなる頭脳と予知能力めいた先見性で、五百年先の科学技術を先取りしたといわれる、世紀の天才マッドサイエンティスト、科学の発展により世界平和を実現した筑つく波ば教授は!?」

「ツッくんは、五百年先の未来から派遣された殺人ロボットに襲しゆう撃げきされて、全裸で北の方に逃げちゃったから、いないよ」

　次。

「電脳世界のカタストロフを食い止めた超天才ハッカー、ミスター才さい羽ばねは!?」

「バネさんは、ライバルのハッカーとチョコレート菓が子しのことで喧けん嘩かして、物理で殴り合いをしていたら全身の骨がボロボロになっちゃったらしくて、今はもう引退してきのこ栽さい培ばいをしているからいないよ？　北の方にある実家から、毎年年賀状が送られてくるから元気だとは思うけど」

「何で皆さん北に行くんですか!?　英雄と北には何か縁があるんですか!?」

　次。次。次。

　エリカさんに対し、名だたる英雄達の所在を聞いていくが、しかし返ってくるのは、その英雄が今このフダラク荘にはいないという、絶望的な事実だけだった。

　そして、いよいよ最後に残された英雄といえば。

「さ、最強の魔法少女のアクセル☆ダウナー様と、最強のドラゴンであるクド＝ロンバルディア様は!?」

「あれ？　ソーイチ、さっき二人と話してなかったっけ」

「さっきの饅頭とトカゲ、本当に英雄の方だったんですか……」

「うん、もう少ししたら帰ってくると思うけど。でも、新作の饅頭が発売された後は、しばらくはそっちに夢中だから、どっちにしろソーイチの話は聞いてくれないんじゃないかな」

「知りたくありませんでしたよ、そんな現実!!」

　そして、誰もいなくなった。

　ここって、災厄を回避する為の最前線基地じゃなかったんですか？　最前線なのに、どうして誰もいないんですか？

　英雄達は皆、英雄としての責任を果たそうとせず、むしろ個人的な欲望と願望で、世界を救うべき使命をなげうってしまっている。

　これが本当に、英雄と呼ばれる人達なのか。

　このままでは、災厄を回避することも、世界を救うことも出来ない。

　世界は、このまま滅びを迎えるしかないのか。

「ソーイチ？　どうしたの？」

「……エリカさん」

　そう、絶望しかけた僕の頭上から、声が掛けられる。

「何か、落ち込んでいるみたいだけど、あんまり細かいこと気にしない方が良いよ？」

　エリカさんは、ゆらゆらと揺れながら、優しい声色で言う。

「そんな時は頭を空っぽにして、自分の中で何が一番大切かを、考えてみるといいんだよ。それが、自分にとって一番正しい気持ちなんだから」

「エリカさん……」

「たとえ、周りから何を言われようとも、自分の中の、一番大切な願いを支えにして頑がん張ばればいいんだよ。ね、ソーイチ？　ソーイチにとって、一番大切なものは何？」

　顔を上げる。

　そう、僕は一人じゃない。

　頼るべき人が、ここにいる。

　ここに、いてくれた。

「そうです……よね」

　僕の中にあるのは、世界を救いたいという、一つの願い。

　かつて、僕が誰かによって救われたように。

　僕もまた、誰かを救いたいと、そう思ったのだ。

「エリカさん、ありがとうございます」

「別に、お礼を言われる程のことじゃないよ。ほら、私って勇者だし、そういう経験は、結構あるからね」

　エリカさんは、気恥ずかしそうに笑う。

「あの……エリカさん。とても大切なお話があるんですけど、聞いて頂けますか」

「うん、いいよ」

　エリカさんの言葉、屈くつ託たくのない笑顔に勇気付けられて。

　僕が抱えた、ただ一つの願いを、解き放つ。

　自ら望んで抱いた使命を、彼女に向けて、全力で。

「エリカさん、いや、勇者エリカ・アシュローズ様。僕と一緒に、この世界を救って下さいませんか」

「やだ」

　しかし僕の願いは、たった二文字で却下された。




「ど、どどどどど、どうしてですか!?」

　口から飛び出したのは疑問。そう、疑問しかない。

　勇者という、世界を救うべき立場にいながら、どうして世界を救いたいという願いを一言のうちに否定したのか。

「だって私、こんな世界、滅びた方が良いって思っているんだもん」

「……はい？」

　僕の疑問に対し、エリカさんは実にあっさりと言葉を返す。あまりにもあっさりし過ぎて、思わず聞き逃してしまいそうになる。

「ねえ、ソーイチ。ソーイチは勇者について、どれぐらい詳しいのかな？　神様の使者なんてやっているぐらいだから、それなりに詳しい筈だよね。勇者の使命と、勇者が倒す敵の強大さについて」

「は、はい、それは勿論ですけど」

　魔王を倒す勇者の記録は多数存在しているし、それを題材にした書物や物語は、それ以上に存在する。僕も、何度も読んだことがある。

「じゃあさ、そんな強大な敵に対して、銅の剣つるぎと、旅人の服、あとほんの少しの餞せん別べつだけ渡し、それで世界を救ってこいって言う王様って、どう思う？」

「……え？」

「魔王を倒せって言うくせに、仲間は酒場から三人までしか連れて行けない。しかも職業は、戦士とか魔法使いとかしか選べないんだよ。魔王を倒せって言うんなら、軍人とか傭よう兵へいとか外国人部隊とか、もっと必要な職業がある筈だよね？」

「え、えーと……」

「あんまり頭に来たから、貰もらった装備を全部売り払って宿代にして、一人も仲間を連れずに魔王を倒してやったんだよ。それで王様に一言文句を言ってやろうとしたのに、偉えらそうに『よくやった勇者エリカよ』って……もっと他に言うべきことがあるんじゃないかな!?　大人としてさ!!」

「そ、そうですね、それは確かにいけませんね」

「そうだよね！　大体ね！　本気で魔王を何とかしたいって思うんなら、ちゃんと各国が足並みを揃えて戦力も整えて、一丸となって戦うべきじゃないのかな!?　何で勇者に全て任せようとするの!?」

　エリカさんは、どんどんヒートアップしていく。

「今まで、魔王とか竜王とか破壊神暗黒四天王とか倒してきたけどさ、基本丸投げだったんだよ？　そりゃ、中にはきちんと協力してくれたところもあったけど、でも、武器や道具にお金を払わなければいけないことに変わりはなかったよ。何で世界を救おうって勇者が武器や道具や宿代を払わなきゃいけないのかな!?」

「あ、あの、エリカさん、落ち着いて下さい」

「ねえソーイチも酷いと思わない!?　思うよね!?　思わなかったら刺すよ!?」

「超思います!!」

「そうでしょ！　全部私に丸投げして！　偉い人は、ふんぞり返っているだけ！　その権力の基き盤ばんを支えてあげているのは誰かってのが分かってないんだよ!!」

「で、でも、それには色々と理由があるんじゃないでしょうか？　ほら、買物については、お店の人にも生活がある訳ですし、いくら勇者様相手といえど、商品を無料で渡すことは出来なかったんじゃ……」

「そんなの、王様が代金を前払いしておけばいいだけだよ！　それに、お金も一いつ括かつでしか払わせてくれないし。分割払いでもいいじゃん!!」

「そ、それは、分割払いだと、後々に支払いが滞とどこおる危険性もありますし」

「こっちは王様から直々に命令されて世界を救いに行っているんだよ？　私が信用されないって、それはもう王様自身の信用が全くないってことだよね？　そんな世界、魔王なんかいなくても、遅かれ早かれ大変なことになるんじゃないの!?」

「ごめんなさい!!」

　エリカさんは、マシンガンのように、勇者サイドの不満を言い続ける。何とかなだめようとするが、むしろ勢いは増していく一方で。

「百歩譲ゆずって、いや一万歩譲って仕方ないことだったとしてもね。私は全然納得出来ないけど、仕方ないことだとするよ？　でも、一番許せないことは、別にあるんだよ！」

「ま、まだあるんですか」

「勇者せんべいって何なのかな!?」

「……ゆ、勇者、せんべい？」

　何なのって、こちらこそ聞きたいんですけど。

「私は、本気で世界を救ったんだよ。全力で、全開で、全速力で！　それなのに、世界を救った後で、私の名前を冠した商品を勝手に売り始めたんだよ。せんべいだけじゃないよ。勇者クッキーに勇者バーガー、勇者そばとか勇者ヤサイマシマシカラメマシアブラスクナメニンニクなんてのもあったんだから!!」

「一体何の呪じゆ文もんですかそれは」

「キャッチコピーは、『あの勇者様も食べた味』って、私食べたことないよ！　世界を救うのに必死で、そんな余裕なかったんだから！　しかも、私のネームバリューのおかげで儲もうかっているくせに、私には一ゴールドも入ってこないんだよ。半分とは言わないけど、せめて一割ぐらいは貰っても良いと思わない!?　おかしいよね!?」

「いやもう、どこからどこまでがおかしいのか全く分からないですけど……」

　相変わらずヒートアップしたままのエリカさんだが、段々と話がおかしな方向に進んでいるような気がしてならない。

「でもそれも、私は寛大な心で許してあげたよ。勇者せんべい一年分を手て土産みやげに挨拶に来てくれたからね。ぶっちゃけ、お金ならそこら辺のモンスターを倒せばいくらでも手に入るし。何でか知らないけど、あいつら、倒すとお金を落とすんだよね」

「そうですか、それは良かったですね。じゃあ、これで一件落着ということで……」

「何を言ってるのソーイチ。私が絶対に許せないのは、ここからだよ！　勇者せんべいには、とんでもない秘密が隠されていたんだから！」

「は、はぁ……」

　エリカさんによる恨うらみの連呼。最初の方は、確かに酷い扱いを受けていると感じたけれど、しかしよく考えてみると、何だかおかしなことになってきているような気がしないでもない。

　恨みというか、むしろこれは。

「勇者せんべい、その正体はね……」

「はい」

「激げき辛からおせんべいだったんだよ!!」

「はい？」

「辛かった！　辛かったんだよ！　もう、すっごく辛かったんだから!!」

　目を閉じ、舌を伸ばしながら、勇者せんべいの辛さを必死にアピールするエリカさん。

「私、辛いの苦手なのに!!」

「個人の感想ですよね!?」

「激辛おせんべいなんて信じられないよ。だからね、私はそのお店の倉庫に忍び込んで、全部の商品と材料にメープルシロップとマヨネーズをぶちまけてきたの。ついでに製造機械にも角砂糖を放ほうり込こんで動かなくさせたよ！」

「それ犯罪ですよね!?　営業妨害なんてレベルじゃないですよね!?」

「犯罪なんて酷いよ、ソーイチ。私はただ、『勇者』を名乗るからにはそれなりの覚悟があると思っていたから、その覚悟を試してあげただけなんだよ？　まあそのお店、結局潰つぶれちゃったんだけど」

「完全にエリカさんのせいですよね!?」

「あんな激辛おせんべいを作る方がいけないんだよ！　私の名前を使って儲けるだけならまだ許せたのに、あんな辛いだなんて。名めい誉よ毀き損そんで死ぬが良いよね！」

「何を言っているんですか!?」

　本当に、この人が何を言っているのか分からない。しかし、分からないなりに、分かったこともある。それは、エリカさんの言葉の奥底にある、感情の正体についてのこと。

　エリカさんが、先程から言い続けている恨みの感情。

　それは、正確にはただの恨みではない。

　それは、自分に向けられた好意を、曲解して捉とらえたことで発生する恨み。

　それは、世界に存在する、あらゆる常識、事実や現象すら、自分に仇あだなしていると認識することで発生した恨み。

　恨みは恨みでも、逆恨み、なのである。

「ねえソーイチ、こんな理不尽な目にばっか遭あわされる世界なんて、おかしいって思わない？」

　理不尽な世界。

　確かに、エリカさんの逆恨みを通した目から見れば、この世界は、理不尽に映るのだろう。勇者として扱われ続けていた境遇のせいか、この世界は、自分に害をなす存在ばかりに見えるのだろう。

　しかし、だからといって、世界を救うべき立場である勇者様が、逆恨みで、世界自体を恨むことなど、あっていい筈がない。

　それは、英雄としての責務を全うせず、個人的な欲望に溺れている行為。

　他の英雄達と同じダメ……いやいや何を言おうとしているんですか僕は。英雄の皆様を貶おとしめるようなことを考えるなんて、とんでもない。

「昨日のソーイチが来た時だってそうだよ。あの時、この世界の重力が働かなければ、ソーイチは私を押し倒したりしなかったもんね！　だから安心して、あれはソーイチが悪いんじゃないよ。この世界が悪いんだよ！　私が吊るされてるのも同じ！」

「待って下さい！　その理屈はおかしいです……って、あれ？」

　一瞬、エリカさんの語気が荒くなったかと思うと、バラバラになったロープの切れ端が目の前に降ってきた。

「うん、ようやく解けた」

「……え？」

「全く、リョーコってば、きつく縛るから解くのに困るよね！」

「リョーコ？　……いや、解けたっていうか、これ千切れていますけど」

　縛られたままの状態から、エリカさんは、強引にロープを断ち切ったのだ。ロープの欠片かけらが、目の前に落ちてくる。爆発したみたいにバラバラなんですけど、どうやったんですか一体。

　そのまま床に降り立つエリカさん。僕のことを見下ろしてくる瞳は、熱に浮かされたように潤んでいる。何だろう、これまた嫌な予感がする。

「でもねソーイチ、私は気付いたんだよ」

「な、何にですか？」

「こんな理不尽な目に遭わされない方法を！　酷い目にばかり遭わされ続けていた、勇者という立場に対する反逆の方法を！」

　エリカさんは、大きく手を広げ、世界中に宣戦布告するかのように、高らかに叫ぶ。












　こうして。

　天使のような笑顔で、悪魔のような発想を。

　勇者の立場で、魔王の所業を。

　朗ほがらかな顔で、恐ろしい話を。

　勇者エリカ・アシュローズは、世界を守る最前線であるこの場所で。

　世界への呪じゆ詛そを。

　ダメ人間としての宣言を。

　何の躊躇ためらいもなく、言い切ったのだった。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　22時間　21分　18秒】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【お早うございます。まさかご主人様が緊きん縛ばくプレイに目覚められてしまうとは……いえ、皆まで言わずとも分かります。先程からの体温と心拍数の上昇、性的に興こう奮ふんしていると言って差し支えないでしょう。そんなご主人様の為に、お勧めしたい書籍がございます。『週刊ペイン』『月刊縛られ百景』どちらも、その筋御ご用よう達たしの一冊ですので、どうぞお楽しみ下さいませ】




【神様からメッセージが届いております。『勇者には、くれぐれも気を付けるように』とのことです。お返事されるようでしたら、どうぞその旨お言いつけ下さいませ】










「そもそも、勇者だから何でも出来ると思われているのが、勇者にだったら何でも任せてオッケーだと思われているのが、どうかって思うんだよね！　本当にもう!!」

　英雄達を集めたアパート、フダラク荘。

　その玄げん関かん先さきで熱弁を振るっているのは、最強の勇者エリカ・アシュローズ。

　しかし、訪れる災厄を撃げき退たいし、世界を救う為ためにここにいる筈はずの勇者様は、今。自らの受けた理不尽に対して怒りをぶつけながら、自分の手で世界を滅ほろぼすなんていう無茶なことを宣言したのだった。

「全く、どうして勇者に全部やらせようとするんだろうね。私は、魔王を倒して世界を救う為に戦っている筈なんだよ。それなのに、どうして各地のご近所トラブルに巻き込まれなきゃいけないの？」

　エリカさんは、苦々しげに語る。

「魔王の所に向かう為の船が必要だと言えば、やれ洞どう窟くつの魔物を倒してきてくれ、だの。どんな扉でも開けられる鍵かぎが欲しいと言えば、やれ塔とうの試し練れんをくぐり抜けろ、だの。あの人達は世界を救って欲しいの？　救って欲しくないの？　もう、邪じや魔ましないで欲しいんだけど」

「それは………えっと……どうでしょう。皆さんも、決して邪魔をしたかった訳ではないと思いますけど」

「あんまりにもイラッと来たからね、もう王様の城から魔王の城まで、何もかも無視して一直線に突き進んでやったんだよ。船も鍵も要らないよ。砂漠も雪山も何とかなるし、岩山も海もバッチリだよ」

「は、はぁ……」

「でも、海を割った時にちょっと目測を誤っちゃって。王様の住んでいるお城と、前線基地の砦とりでを半壊させちゃったんだよね。まあ、多少の犠ぎ牲せいはつきものだから仕方がないんだけど」

「いやそれ、仕方ないじゃ済みませんよね!?　大問題じゃないですか!!」

「でも、世界が救われなければ半壊どころじゃなかったんだよ？　それなのに超怒られてさ。ひょっとして、世界を救わない方が良かったの？　今までで一番早く魔王を討とう伐ばつしたんだから、褒ほめられこそすれ、怒られる筋合いなんてないんだけど」

　エリカさんは、心外だというように首を振る。

「……それで、そのお城と砦はどうなったんですか？」

「勿もち論ろん、綺き麗れいにしてあげたよ。物理的に」

「まさか全壊ですか!?」

「当たり前だよ。こっちは、きちんと目的を達成したのに、その過程や手段に対して、後出しで文句を付けられたんだもん。こっちだって、物理的に抗こう議ぎする権利はあると思わない？」

「え、えーと、ちょっと待って下さい。少し複雑過ぎる問題な気がするんですけど」

「えー、簡単だよ。つまり、一発は一発。やられたら、一兆倍返しってことだから」

「流石さすがにそんな簡単な問題じゃないですよね!?」

「それだけじゃないよ！　もっと！　もっと酷ひどい目に遭あわされてきたんだから！」

　一時も止まることなく続けられている、逆恨みとしか思えないエリカさんの呪じゆ詛そ。僕は、それらに適当に相づちを返しながら、エリカさんから見えない死角で、必死にデバイスを操作していた。

　僕を縛しばっていたロープは、エリカさんと話をしている内に、いつの間にか解ほどけていた。時間が経たつと解けるという書き置きは本当だったらしい。

　神様から何通かメッセージが届いているようだけど、それよりも先に確認しなければいけないことがある。フダラク荘に住む英雄達のリスト。その中の、勇者エリカ・アシュローズの項目だ。

　何な故ぜなら、勇者様がおかしくなっているから。

　引き戸を閉じられたり、ロープで吊つるされたりしていた時点で大分おかしかったけれど、今はそんなレベルのおかしさではない。何しろ、世界を救うべき立場の筈なのに、世界を滅ぼすなどと言い出してしまっているのである。

「エリカ・アシュローズ……エリカ・アシュローズ……あった、これだ」

　しかし、そんなことを言い出したのには、何か深い理由があるに違いない。その原因を探る為、リストに載のっている勇者様のデータを確認しようとして。

　そこに、妙な項目を見つけた。

「……滅ぼし目録？」

　勇者エリカ・アシュローズのデータ、その一番上に、見慣れないアイコンと共に、血ち塗ぬられたような文字が表示されている。

「こんなもの、前に見た時にあったっけ？」

　いや、記憶にはない。こんなものがあったら、真っ先に気が付く筈だ。

　恐る恐るアイコンを選択してみると、いくつもの単語が表示される。

「……え？」

　壺つぼ、タンス、宝箱、花か瓶びん、椅い子す。

　館、洞窟、塔、砦、要よう塞さい、城じよう郭かく。

　平原、森林、丘きゆう陵りよう、山岳、湖こ沼しよう。

　島、河川、大海、地平線、天空。

　単語の羅ら列れつは、最初は日用品の類たぐいから、やがて概念的なものへと変わっていく。

　そして最後に、一際赤い文字で『上記のもの、勇者エリカ・アシュローズが過去に滅ぼし済み』と、記き載さいされていた。

「…………え？」

　すっと、血の気が引いた。

　あまりにも膨ぼう大だいな数の単語が記載された『滅ぼし目録』。本来ならば、悪い冗談だと笑い飛ばすところだけど、しかし今は事情が異なる。

　だって、やりかねない。

　さっきまでのエリカさんの言葉を聞く限り、本当にやりかねないから。

「うん、色々話したらちょっとスッキリしてきたよ。ありがとね、ソーイチ」

「あ、いえ、それぐらいならお安い御用ですけど……」

　僕の内心を知ってか知らずか、エリカさんは、実に楽しそうに声を掛けてくる。

「よーし、じゃあロープも解けて、ダブルでスッキリしたことだし、いっちょ滅ぼしてこようかな！　世界！」

「だから止やめて下さいよ!?」

　さっきからずっと止めて下さいと言っているんですよ。何で、そんなすぐにボーダーラインを越えようとするんですか。越えちゃいけないライン考えて下さいよ。

「えー、でもさー。勇者である私の身体からだを拘こう束そくしていたんだから、然しかるべき措そ置ちを講じなければいけないよね。滅ぼさなければいけないよね」

「何でそんなに好戦的なんですか。バーサーカーじゃないんですから、少しは落ち着いて下さいよ」

「何でも良いからバラバラにしたいよ！」

「たった今、ロープをバラバラにしたじゃないですか！」

　エリカさんの足下に落ちているのは、バラバラになったロープの残ざん骸がい。饅まん頭じゆうの掛けた封印は、既に力ずくで解かれてしまっている。

「…………って、あれ？」

　ちょっと待って下さい。

　よくよく考えると、今は非常にまずい状態ではないでしょうか。

　目の前にいるのは、世界に対して巨大な逆恨みをしている最強の勇者様。そんな彼女を封印していたロープは、既に無い。つまり、彼女は自由だ。

　ぞわり、と背筋を這はい上あがる感覚。紛まぎれもない、恐怖の感覚だ。

「あーあ、どこから滅ぼそうかなー。あ、そういえばこの前、たこ焼きを沢山食べる夢を見たんだよね。そのたこ焼きが本当美お味いしくって、もう、ほっぺたが落ちそうで。ついつい食べ過ぎちゃったんだよね……よし、たこ焼き屋さんから滅ぼそう！」

「どんな理屈ですかそれは!?」

「食べ物の恨うらみは恐ろしいんだよ？」

「それ夢の話ですよ、現実じゃないですよ!!」

「あ、枕まくらがよだれでベトベトになったから、その分の恨みもあるね」

「思い出したように恨みを増やさないで下さい!!」

「よし、ソーイチからも賛同が得られたことだし、早速滅ぼそう！」

「いつの間にか賛同していることに!?」

　どうしよう。

　このままエリカさんを解放してしまっては、世界が大変なことになってしまう。災厄へのカウントダウンよりも危険な、今そこにある恐怖。

　どうにか止めなくてはならないが、しかし僕に、最強の勇者であるエリカさんを止められる程の力がある筈もない。蟻ありとティラノサウルスくらいの戦力差がある。

　それでも何とかしないといけないと考え、エリカさんに向けて一歩を踏み出そうとして。しかし、エリカさんの行動の方が早い。

「レッツ、デストローイ!!」

　そう叫びながら、エリカさんの手が、玄関の引き戸に掛かったのと同時。

　ガラリ、と。

　アパートの外から、引き戸が開かれた。




「滅びろ!!」

「えぇっ!?」

　いや、開かれなかった。

　玄関の引き戸が開かれた次の瞬間、エリカさんの手によって強引に閉じられたから。僕の時と同じ、滅びの呪のろい付きで。

「ふふんっ」

「え、えーと……」

　引き戸から手を離し、エリカさんは満足げに頷うなずく。ひょっとして趣味なのだろうか。

　しかし勿論、そのままという訳にはいかないようで、再び引き戸が開かれる。それを見たエリカさんは、再び強引に閉じようとするが。

「滅び……あれぇ!?」

　しかし、閉じなかった。

　エリカさんが強引に閉じようとした引き戸が、同じく強引に開かれようとしている。最初は数センチ程しかなかった隙すき間まが、一〇センチ、二〇センチと徐々に開いていく。

「待つんだエリカ君、俺だ」

　そう言って、引き戸の隙間から姿を見せたのは、長身の男性。

　黒い革のジャケットに身を包み、妙に鋭い視線をした男性が、フダラク荘の引き戸の隙間から、こちらを見つめてくる。最強の勇者であるエリカさんの力に対抗出来るなんて、果たして何者なのだろうか。

「誰だか知らないけど、滅びろ!!」

「だから待てと言っているだろう。俺だ！　真しん太た郎ろうだ！」

「……シンタロー？」

「ああ、真太郎だ。久し振りだな」

「え、本当にシンタローなの？　いつ帰って来たの!?」

　エリカさんは、初めて気が付いたというように、引き戸の隙間から男性を見上げる。

「ついさっきだ」

「今回は、いつもより早いんじゃない？」

「そうだな、こちらの誠意が、彼らにも通じたということだろう」

「そうなんだー、良かったね」

　エリカさんと男性の間に、古い知り合いであるかのような、気安い空気が流れる。

「ところでエリカ君、そろそろ中に入れて欲しいのだが」

「それは出来ない相談だよ。何故なら、シンタローがシンタローである証しよう拠こがないからね。私のことを抹まつ殺さつに来た組織の人間かもしれないもん」

「安心したまえ、エリカ君。この世界に、君のことを抹殺出来る人間なんか存在しない。だから中に入れてくれ、というか、いい加か減げん俺の顔を覚えて欲しいものだな。何度目か分からないぞ、このやり取り」

「こんなこと、何度もやっているんですか……？」

　三〇センチ程の隙間越しに交わされる、エリカさんと男性の会話。それが、あまりにも不毛に聞こえて、思わず口を挟んでしまう。

「ん、君は……？」

　男性の視線がこちらに向けられる。一瞬だけ、訝いぶかるような様子を見せるが、すぐに爽さわやかな笑顔を浮かべる。

　その爽やかさといったら、もうたとえようもない程というか、あえてたとえるならレモン三百個分の爽やかさといった具合だろうか。

　その爽やかさに、僕は覚えがある。

「あ、あの、左さ文もん字じ真太郎さん、ですよね？　正義のヒーローの」

「何だ少年、俺のことを知っているのか？」

「はい、勿論です！」

　ビンゴ。やっぱりこの男性は、最強のヒーローにして、このフダラク荘に住む英雄の一人、左文字真太郎さん。またの名前を、仮面戦士プリズナー。

「仮面戦士プリズナーは、全シリーズ見ていますし、劇場版も含めてＢＯＸは全部持っています。メダルとベルトも、種類は多かったですけどコンプリートしています！」

「ははは、燃えているじゃないか少年！　後でサインをしてあげよう！」

「はい！　ありがとうございます！」

　思わず返事に熱が籠こもってしまう。何しろ、いつも画面越しに見ていた、最強のヒーローが目の前にいるのだ。興こう奮ふんするなという方が無理な話だ。

「ふむ、それで少年、一つ聞きたいことがあるんだが」

「はい、何でしょうか？」

「そんな将来有望な君は、一体何者だ？　何故、このフダラク荘にいる？」

　怪け訝げんな顔をする左文字さん。しまった、興奮して使命を忘れるところだった。

「申し遅れました。僕の名前は、鹿かの屋や総そう一いち。ここに住む英雄の皆様の力をお借りしたく、神様の使者として参りました」

「神様？　ああ、あのヒゲの彼だな」

「……はい、ヒゲの彼です」

　ちょっと神様、ヒゲで覚えられ過ぎですよ。

「今、この世界は災厄による滅びの危機に立たされています。滅びを回かい避ひする為、英雄の皆様の力をお借りしたいのです。お願いします左文字さん、最強のヒーローの力を、この世界を救う為に貸して下さい!!」

　腰を九〇度折り曲げ、左文字さんに向けて頭を下げる。

　世界を救う力のない僕には、英雄の皆様に頼ることしか出来ない。そんな自分の力のなさに忸じく怩じたる思いを抱きながら、今はただ頭を下げることしか。

「顔を上げたまえ、少年」

「え？」

　その言葉に顔を上げると、左文字さんはレモン四百個分の爽やかな微笑ほほえみを僕に向けてくれる。

「少年よ。君が抱えているという事態も、この世界に迫っているという危機も、今の俺には分からないことだ。そんな俺には、何かを言う資格はないのかもしれない」

「左文字さん……」

「だから少年、今の俺に言えることは一つしかない」

　左文字さんは、左手でサムズアップを決めながら。

「任せておけ。君の悩みも嘆なげきも、全すべて俺が受け止めてやる」

　そう、今日一番の爽やかさ、レモン五百個分の爽やかさで言い切ったのだった。

「左文字さん!!　ありがとうございます!!」

　再び、頭を下げる。もう、頭を地面に擦すり付つけてしまいそうな角度だ。

「しかし少年、代わりと言っては何だが、一つ頼みたいことがあるんだが」

「は、はい、なんでしょうか」

「いい加減、エリカ君を何とかしてくれないだろうか」

「……あっ」

　見れば、エリカさんが若干涙目になりながらこちらを睨にらんでいる。

　忘れていた訳ではない。しかし結果として、左文字さんを閉め出そうとしているエリカさんの頭越しに会話をしてしまっていた。

「酷いよソーイチ、まさか私を無視するなんて……そうだ、きっとこの世界が色々と刺激的で興味を引くものに満ちているから私は無視されるんだ。いっそ世界に私しかいなくなれば、誰も私を無視なんてしなくなる……よし、世界を滅ぼそう！」

「エリカさん!?」

　また恐ろしいことを言い始めた。どんなことがあっても、結果として世界が逆恨みされる結果になっている。

「さてエリカ君。話もまとまったようだし、いい加か減げん入れてくれないか」

「やだ！」

「おいおい、頼むよ。さもないと大変なことになってしまう。そろそろ、奴らが……」

「奴ら？」

　引き戸の隙間から見える左文字さんの顔が、緊きん張ちように歪ゆがんでいる。彼ほどの英雄をそこまでさせるなんて、一体、奴らとは何者なのだろうか。

「伏せろ！　奴らだ！」

「へ？」

　瞬間、左文字さんは短く叫ぶと、急いで身を伏せる。

　次の瞬間、遠くの方からサイレン音が聞こえ始めた。人の危機感を煽あおる、連続した警けい戒かい音おんが一帯に響き渡る。

「エ、エリカ君、早く開けてくれ……い、いや、もう開けなくていい。このままでは、ここも奴らの手に落ちてしまう。くそっ、こうなったら！」

「さ、左文字さん!?」

　左文字さんは、慌あわてた様子で引き戸から手を離す。

「すまない少年、今奴らに捕まる訳にはいかないんだ！　だが、必ず戻って来ると誓ちかおう！　その時こそ、共にこの世界を、正しい方向に導みちびこうじゃないか！」

「さ、左文字さーん!!」

　去り際にもう一度、レモン百個分の爽やかな笑みを浮かべると、慌ててフダラク荘の敷地から飛び出し、サイレン音の聞こえて来るのとは逆の方向へと駆け出していった。

　その左文字さんを追いかけるように、けたたましい音が響き渡る。

「左文字さん、何に追われて……奴らって、一体」

　引き戸の隙間から、左文字さんを追う奴らの姿を見る。

　サイレン音を響かせながら左文字さんを追いかけていくのは、この世界では最もポピュラーな、四つのタイヤが付いたタイプの自動車。その特徴的な白と黒の二色の車体の上部には、赤いランプが点灯している。

「……あの車って、確か」

　見覚えがある。デバイスからお勧めされた本『ワイルド刑事』に書かれていた。あれは、この国の法治を担う職業の人間だけしか乗ることの出来ない特殊車両。

　いわゆる、パトカーだった。

　つまり、左文字さんは、パトカーから追われていたのである。

「……エリカさん、何で左文字さんはパトカーから逃げているんでしょうか」

「シンタローが留りゆう置ち場じようから逃げ出して来たせいじゃないかな」

「どうしてですか!?」

「また、毒針が仕込まれていたらいけないとか言い出して、近くの小学校の、全女子児童の自転車のサドルを検分しようとしていたんじゃないかな」

「変態じゃないですか!?」

「そうだね、変態だね」

「英雄じゃなかったんですか!?」

「英雄だって変態なことはあるよ。ほら、英雄色を好むって言うし」

「そういう問題じゃないですよね!?」

「サドルだけを調べるからいけないんだよ。カゴも調べないとね」

「だから、そういう問題じゃないですよね!?」

　もうそんなレベルをとっくに超越しているんですよ。

　ようやく頼りになる英雄が現れてくれたと思ったら、紛まがうことなき変態だった。そういえばエリカさんが言っていたような気がするけど、まさか、ここまでだとは思わなかった。あの爽やかな笑みは何だったんですか。爽やかに変態ってことですか。

「まあ、そんな訳で、警けい察さつから逃げていったんだよね」

「本物の逃亡犯じゃないですか」

「良くあることだよ」

「良くあって欲しくないんですけど!?」

「うん、じゃあ、邪魔者もいなくなったことだし！　私はそろそろ、世界を滅ぼしに行ってくるね！」

「あっ、ちょっと、エリカさん!?」

　ようやく芽生えた希望の芽が、そもそも初めから腐くさっていたことに気落ちしている僕の隙を突いて、エリカさんが外へ飛び出そうとする。既に戸は開いている、ロープによる拘束もなく、エリカさんを止めるものは何もない。

　それはつまり、世界がヤバいということで。

「それじゃ、レッツ・デストロイ・オールヒューマン!!」

「何て恐ろしいことを!?」

　笑みを浮かべながら、玄関を通り抜けようとするエリカさん。

　僕は、ただそれを見送ることしか出来なくて。

　しかし。

「うにゃぁ────────ッ!?」

「え？」

　エリカさんの歩みは、悲鳴と共に止まった。

　玄関を通り抜けようとした瞬間、外から物もの凄すごい力で突き飛ばされたかの如ごとく、吹き飛んだからだった。

「え、エリカさんっ!?」

「きゅう」

　吹き飛ばされたエリカさんは、そのまま大の字になって倒れ、ピクリとも動かなくなってしまった。一体何が起こったのか分からない。

「ど、どうするんですか、これ」

　残された僕は、どうしようもない状況に、ただ立ち尽くすしかないのだった。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　20時間　18分　54秒】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






「あら、お出迎えとはご苦労ね」

「ま、饅頭さん！　戻って来てくれましたか!!」

「ねえ、ちょっと聞いてよ。新作のお饅頭。もうすっごい美味しかったんだから！　モチモチとした白はく磁じの皮、下品ではない控ひかえめな甘さのこしあん、その二つが奏でるハーモニー！　うん、あれは九三点ね！」

「……それは良かったですね」

「どうしたの、そんな疲れた顔をして」

「いえ、その、色々とありまして……あれ、お一人ですか？　トカゲ……さんは？」

「あぁ、クロさんならほら、そこにいるわよ」

　饅頭さんが、視線で示した先、一升瓶を引ひき摺ずりながら廊ろう下かを歩いているトカゲを見つけた。こちらに一いち瞥べつも与えることはない。そんなにお酒が大切なんですか。

「邪魔をしない方がいいわよ。お目当てのお酒を手に入れて、全身お酒に浸つかりながら呑のむことで頭がいっぱいみたいだから」

「何ですか、その呑み方は」

「長年の研究の結果、その呑み方が一番、お酒の味を味わえるらしいわね。そのまま眠っちゃうこともあるみたい」

「それ、かなり危ないと思うんですけど」

　全力で皮ひ膚ふからアルコール分を吸収してしまいそうだ。トカゲの出だ汁しとかもたっぷり出ちゃいそうですよね。トカゲ酒みたいな。

「って、そんな落ち着いている場合じゃありません！　大変なんですよ、饅頭さん！」

「ああ、饅頭と呼ばれることは悪くないんだけどね。折せつ角かくだからちゃんと名前で呼んでくれないかしら」

「え、魔法少女アクセル☆ダウナーさん、ですか？」

「それは魔法少女名よ。私の名前は、調しらべ諒りよう子こ」

「しらべ、りょうこ、さん」

「そう。まあこの世界に来た時に適当に付けた名前だけど。一応私達は、この世界でこうして生きている訳だからね。本当の名前とは別に、この世界での名前も取得しているのよ。エリカも言ってなかったかしら？」

「そ、そうだ！　エリカさん！　エリカさんが大変なんですよ！　玄関から飛び出そうとした瞬間、見えない壁にぶつかったみたいに吹き飛んで!?」

「ああ、それは結界の力ね」

「け、結界？」

　僕の必死の訴えに対し、饅頭さんこと諒子さんは、あっさりと返事をする。

「いつものことだから放ほうっておいていいわよ。どうせ結界は破れっこないんだから」

「……結界？　何ですか、それは」

「あら、あのヒゲから聞いていないの？　このアパートには、強力な結界が展開されているのよ。私の前の代の魔法少女数人と他の英雄達、あとヒゲ自身も関かかわった強力な重層型封印結界が」

「聞いていません！　聞いていませんよ!?」

　そんなものがこのフダラク荘に存在しているなんて、初耳だった。少なくとも、事前に教えられた情報には載っていなかった。というか、そもそも。

「結界だなんて、どうしてそんなものがあるんですか」

　このフダラク荘は、世界を救う為に集められた英雄達が集う、希望の場所。

　そんな場所に、どうして『結界』なんていう物ぶつ騒そうなものが張られているのか。

「だって、エリカがいるじゃない」

「え？　エリカさん？」

「そう、結界の目的は、エリカを外に出さない為よ」

「な、何でそんな」

「それは、あの子と少しでも話したのなら、分かるんじゃないかしら？」

「あー……」

　納なつ得とく。もの凄く納得してしまいました。

　ついさっき、エリカさんが発していた逆恨みオーラと、世界に対する呪いの言葉が脳裏に蘇よみがえる。

「勇者エリカ・アシュローズの力は確かに強大よ。だから、あのヒゲとしてもどうにかして手元に置いておきたかったんでしょうね。でも、いざ連れて来てみたら、その中身は、そこらの破壊神が裸足はだしで逃げ出す程、世界に対する逆恨みで満ちていた。結界で抑えでもしなければ、世界がまるごと滅ぼされてしまうぐらいにね」

「世界を滅ぼすほどの逆恨みって……」

「まあ、その結界のせいでエリカはこのアパートから出られなくなって、余計に世界を逆恨みする結果になっちゃってる訳だけど……」

「ダメじゃないですか」

「まあ簡単に言えば、いわゆる引き籠もりって奴ね。あ、ここには本物の引き籠もりもいるから、二人揃そろってＷ引き籠もりよね」

「そんな漫才コンビみたいな呼び方をされても困りますよ!!」

　確かに、世界を滅ぼすなんて危険なことを宣言している以上、結界の中に封印しておくのが正しいのかもしれない。何より、神様自体がそう決定している以上、僕が何かを言うことなんて出来ない。

　でも、いくら危ないからって、こんなアパートの中に閉じ込めて外に出さないというのは、少し寂しいのではないか。そんな風に、思ってしまう。

「そういえば。僕が最初エリカさんに話し掛けた時、『滅びろ滅びろ滅びろ』って言われたんですけど」

「それは君じゃなくて、君を通り越した先の地球の地面に向けて言っていたんじゃないかしら。ほら、今みたいに」

「え？」

　諒子さんの言葉に従い、後方を見ると。

「滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ」

「うわぁ……」

　いつの間にか目を覚まし、虚うつろな瞳ひとみで天てん井じようを見つめながら呪いの言葉を吐き出しているエリカさんの姿が目に入った。

「ふ、ふふふふふ、呑気のんきに広がっているなんて、何て嫌な存在なんだろう、空って奴は。ここからは天井に隠れて見えないけど、きっとバカみたいに青いに違いないよね。そんなの、絶対に許せないよね」

　そんな、良く分からない恨みを吐いていた。

　しかし。

「こんなものじゃないよ!!」

　寝ていた体勢から跳ね起きると、その場で屈かがみ込こみ、クラウチングスタートの体勢を取る。そして次の瞬間には、再び玄関に向かって、ロケットのような速度でスタートを切り、飛び込んで行った。

「今度こそ行ける筈だよ!!」

「エリカさん!?」

「行ける行ける絶対に行ける！　どんな時でも諦あきらめないことが大切！　滅びろ世界、この手の中で！」

　と、不穏なことを叫びながら走り出したエリカさん。そのクラウチングスタートから放たれた、弾丸もかくやと思わせるスピードは凄すさまじく、僕が制止する暇ひまもない程の速さで玄関に向かって行った、けれど。

「…………」

　まあ、結論から言うと、玄関の引き戸に垂直に突き刺さっている最強の勇者という、とんでもないオブジェが出来上がるだけでした。ひどい。ガラスは破れても、結界までは破れなかったらしい。

「ああもう、どうしてこんなことに……」

　ガラスが刺さらないよう気を付けて、刺さったエリカさんの頭を引き抜くと、玄関の引き戸は、まるで時間が巻き戻ったかのように瞬時に修復された。さすがはフダラク荘、神様の造ったアパートである。こんなことで機能を知りたくなかったけれど。

「大丈夫ですか!?　しっかりして下さい。エリカさん！」

　必死で声を掛けると、エリカさんはゆっくり目を開く。良かった、生きている。

　いや、これで死んでいたらある意味で伝説になったと思いますけど、そんな伝説なんて見たくないです。

「あれ、ソーイチ？　何をしているの？」

「それは僕の方が聞きたいんですけど。何をやっているんですか？」

「んん？　何だか、ちょっとだけ記憶が飛んでいるような気がするんだけど、私の身に何かあったのかな」

「頭が玄関の引き戸に突き刺さっていたんですよ、垂直に！　どういうぶつかり方をしたらそうなるんですか!!」

「それにはコツがあるんだよ。聞きたい？」

「実践する機会が絶対に来ないので、遠えん慮りよしておきます」

「そっか。慣れると、結構簡単なんだけどね」

「慣れる程に普段からやっているんですか……」

「それはそうだよ。だって外に出るには、あの結界を滅ぼさないといけないから。頭が刺さるんならもう少しだと思うんだけどなー、ダメなのかなー」

「頭の問題じゃないと思います」

「まず頭を突き刺して隙間を作って、その穴から全身を躍やく動どうさせて回転しながら這い出せば出られると思うんだけど、ダメかな」

「絶対にダメだと思います」

「前に、玄関がダメなら窓はどうかなって思って、一回試してみたこともあるんだけど、そっちも同じような感じだったんだよね。突き刺さるまではしたんだけどなぁ」

「どれだけ突き刺さっているんですか」

「後は、空からいけないかと思って、頑がん張ばって飛んでみたんだけど」

「頑張れば飛べるんですね……」

「でも、空にも封印の結界が張ってあって、それにぶつかって、そのまま屋根に落ちちゃったんだよね。重力には勝てなかったよ。やっぱり嫌いだよアイツ」

「重力をアイツ呼ばわりしないで下さいよ」

「上がダメなら、今度は下から、という訳で、スプーンで中庭の地面を掘り進めてみたんだけど」

「大昔の脱だつ獄ごく犯はんみたいな発想ですね」

「ある程度掘ってみたところで、水道管をぶち抜いちゃって、そのまま溺おぼれそうになったのには参ったよ本当に。穴の中で溺れて、しかもアパート中が水浸しになっちゃって、皆から凄い怒られたんだけど。それもこれも、全部あのヒゲのせいだよね!!」

「それ結界関係ないですよね!?」

　完全にご自分のミスの結果ですよね。

「うん、でもやっぱり諦めないことが大事だよ。初しよ志し貫かん徹てつ、最初の思いを貫き続けることが大事なんだよ」

　エリカさんは、髪かみにかかったガラス片を振り払うと、その場で再び腰を落とす。いつの間にか召しよう喚かんした巨大な剣を手に、大きく引き戸に向けて振りかぶる。

「私は、この玄関から堂々と外に出るよ！　そして世界を滅ぼすんだ！」

「ちょっ、待って下さい！」

「いくよ！　せーのッ!!」

「はいストップ！」

「ふぇっ!?」

　巨大な剣を振り下ろそうとしたエリカさんを止めたもの。それは、先程エリカさん自身がバラバラにしたロープだった。その残骸が集まり、また一本の太いロープとなって、エリカさんの身体を拘束する。

「うるさいわね。アパートの中では静かにしなさいって、いつも言っているじゃない」

「あ、リョーコ、お帰りー」

　ロープを操あやつるのは、喋しやべる饅頭こと調諒子さん。諒子さんは、呆あきれたように喋りながら、空中に浮かんだロープを操っている。まあ、見た目が饅頭なので、迫力とかは特にありませんけど。

「お饅頭の新作はどうだったの？」

「ええ、九三点。最近ではなかなかのヒットだったわよ。あの和菓子屋の開発力には恐れ入るわ」

「そうなんだ、そんなに美味しいなら、今度私も食べてみたいな」

「食べてみたいって、どうせアナタ、何を食べたって、味なんか分からないでしょう」

「えー、そんなことないよ」

「問題。カリフラワーとブロッコリー、緑色なのはどっちでしょう？」

「えーと確か、自転車のサドルに似ている方がブロッコリーだから……」

「どういう判断基準なんですかそれは」

「あ、自転車のサドルといえば、さっきシンタローが戻って来たよ」

「もう最悪な思い出し方ですよね」

「あれはやっぱりアイツだったのね。私達のすぐ目の前で、おまわりさんに捕まっていたわよ。何か、『救いという名の牢ろう獄ごくに沈め！』とか決きめ台詞ぜりふを叫んでいたけど、沈むのはあいつ自身よね」

「じゃあやっぱり留置場から逃げ出してたんだね。ダメだよね、罪はちゃんと償つぐなわないとさ」

「左文字さん……！」

　どうしてだろう、涙が出てしまう。この任務が終わったら、神様のところに残してきた仮面戦士プリズナーの関連グッズは、すぐに処分するとしよう。

「で、エリカ」

「え、うぎゅっ!?」

　諒子さんが声を発したのと同時、エリカさんを拘束していたロープの、首に掛かっていた部分が一気に絞められた。『きゅぅ』と悲鳴を上げると、全身から力が抜けたようにうなだれるエリカさん。どうやら、意識を失ってしまったらしい。

「なななな、何をしているんですか!?」

「何をしているって、そりゃお仕置きよ。アパートの中で暴れたお仕置きと、ロープの拘束を破ったことのお仕置き。たまには、ちゃんと役目を果たさないとね」

「役目、ですか」

「ええ、エリカは、ここに住む英雄達の中でもちょっと特別だからね。実は他の英雄達は、エリカの暴走を監かん視しするという超重要な役目も負おっているのよ」

「……その役目、完全に見失っていませんか？」

　だって基本的に住人が足りていないし。エリカさんが暴れている時に饅頭とお酒を買いに行っていたり、警察に捕まっていたり、何なんですか。完全に職務放ほう棄きのダメ人間達ですよね？

「それとも、君の力で止められたのかしら」

「……いえ、出来なかったと思います。ありがとうございます」

「お礼はお饅頭でいいわよ。むしろお饅頭以外はいらないわね。さあ、瞬まばたきよりも速く、お饅頭を持って来なさい！」

「さっき食べてきたんじゃないんですか!?」

「お饅頭は別腹なのよ！」

　そう言い残し、諒子さんはぴょんぴょんと跳ねながら廊下の奥へと進んでいってしまった。大量のお饅頭が入った、和菓子屋さんの紙袋と共に。




「……はぁ」

　思わず出てしまう、深い溜ため息いき。

「これ、本当にどうすればいいんだろう」

　ロープに縛られたまま、寝息を立て始めたエリカさんの元を離れ、廊下を歩く。

　僕に与えられたのは、神様の使者として、このフダラク荘に住む英雄達を導き、災厄を回避するという使命。

　しかし、肝心の英雄達は。

　一人は、饅頭になって共食いをし。

　一人は、トカゲになって酒に浸り。

　一人は、変態行為の結果警察に拘束され。

　一人は、この世界を率先して破壊しようとしている。

　そして、他にはいない。

　本来ならば、世界を救う為に集められた筈なのに。やる気どころか、そもそもその目的すらもキチンと覚えているのかすら怪しい、かつての英雄達。

　ダメ饅頭に、ダメトカゲに、ダメヒーローに、ダメ勇者。

　皆揃って、ダメ英雄。

　何でこんな、ダメ人間ばかりになってしまったのか。

「……いや、僕がここで諦めたら、本当に全てが終わってしまいます」

　どんなに頼りにならなくても、働いてもらわなくてはならないのだ。

「やろう。世界を、救う為に」

　もう二度と、僕の前で世界が滅ぼされないように。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　19時間　13分　９秒】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【もうかりまっか、ご主人様？　おやおや何ですか、その景気の悪そうな顔は。良いですかご主人様、どんな時も笑顔が大事です。どんなに辛つらい状況下に置かれていても、笑っていれば楽しくなります。さあ、今すぐにシーちゃんに向けて笑ってみて下さい。どうせ今のご主人様には、笑うことぐらいしか出来ないのですから】




【神様からメッセージが届いております。『英雄リスト、勇者エリカ・アシュローズの項目に不備あり。更新情報をアップデートしているので確認されたし』とのことです。お返事すぐに返されるようなら、どうぞその旨むねお言いつけ下さいませ】




【下記の書籍をお勧めさせて頂きます。『部下が働かない時に試すべき五つの方法』『やさしい世界の滅ぼし方』『ＴＨＥ・饅頭』『引き籠もりと私の五千日戦争』等々、ご入り用の際には、どうぞその旨お言いつけ下さいませ】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






「……よし、大体分かりました」

　その日の夕方。

　僕は、フダラク荘の空き部屋と思われる一室にて、ダンボール箱一杯に詰め込まれた本を読みふけっていた。

　決して、現実逃とう避ひをしている訳ではない。全て、この世界を救う為の準備だ。

「さっきは、あまりのことに混乱したけど……」

　昨日……というか体感的には数時間前のことですが、このフダラク荘に着いてからというもの、あまりに個性的過ぎる英雄達の姿や所行に、完全に呑まれてしまっていた。

　英雄の皆様があんなとんでもないことになっていたというのは、若干……いや、とてつもなく予想外な事態だった。

　そもそも肝心の英雄が、アパートに半分ぐらいしかいなかったし。というか、世界を救う為に集められた筈なのに、世界を救う気が全くないって、一体どういうことなんでしょうか。ダメ人間じゃないですか。人間ですらないのが半分はいましたけど。

　しかし、だからといって、諦めてはいられない。僕は英雄の皆様を導き、災厄を回避しなければいけない。それが、神様から与えられた使命だから。

「あんな態度だったけど、本心では皆、世界のことを気に掛けている筈です」

　何故なら、彼らは英雄だから。

　過去、幾度となく世界を救ってきた英雄だから。

　今、救う気がないのであれば、救いたくなるようになってもらえばいい。世界を愛する心を取り戻させ、饅頭だとかお酒だとか、個人的な欲望しか口にしなくなってしまったダメ人間達を、僕のサポートで更生させればいいのだ。

「……よし」

　デバイスから勧められた、『部下が働かない時に試すべき五つの方法』の本を閉じる。この世界にはそんなに働かない部下が多いのか、この手の書物が沢山あるらしい。

　それらの本を何冊か読んでみて分かったこと、それは。

「お互いについて知ることから始めよう、ってことですね」

　考えてみれば、いきなり現れて『世界を救って下さい！』では、少し乱暴が過ぎたかもしれない。世界を救う為に集められた英雄達といえども、彼らには彼らの都つ合ごうもあるだろう。だから。

「まずは会話から始めてみるべき、ですね！」

　僕の方は、英雄達のことを知っているけれど、向こうは僕のことなど知らないに決まっている。だからまずは話し合い、お互いのことを知ることが、これから共に世界を救う為には必要不可欠なのではないでしょうか。

「そうと決まれば、悠長なことはしていられません」

　準備をする為に、住人達の共有スペースになっているという、食堂に向かう。

　食堂の中央に置かれた大きなテーブルに、用意していた資料や、良く冷えた飲み物、甘党も辛党も満足させられると評判のお茶ちや請うけなどを置く。空調も整え、邪魔にならない程度の音量でＢＧＭを流せば、最高の癒いやし空間の完成だ。

「よし、後は皆さんが来てくれれば……」

　準備は万端、あとは英雄の皆様の到着を待つだけ。

　既に、話し合いをする旨は英雄達には伝えてある。未いまだに居場所不明の円えん乗じよう先生には声を掛けることが出来なかったけれど、饅頭の諒子さん、トカゲのクド＝ロンバルディア様、そして勇者のエリカさんは、きちんと参加の返事をしてくれた。

　期待を込めて、気合いを入れて、待つ。

　僕の救世計画は、ここから始まるんだ!!




　二時間後。

　誰も来ませんでした。




「どうして誰も来ないんですか!?」

　フダラク荘の中に、叫び声が響き渡る。

　いえ、本当に、どうして誰も来ないんだろう……。

　話をする相手が来なければ、何も意味がない。

　集合時間から五分経過しても誰も現れず、そのまま三〇分経過しても来なかった辺りで、何かがおかしいことは薄々分かっていた。しかし皆、ちゃんと『行く』と言ってくれたのだ。それを信じた僕がバカだったのか。

「っていうか、時間を守らないって、初歩的なダメさ加減ですね、また」

　世界を救うという大事を前にして、自らの欲望を優先しているというダメさだけでなく、約束を破ったり、時間を守らないという、日々の生活レベルでのダメさも発はつ揮きするんですか。序じよ盤ばん中ちゆう盤ばん終しゆう盤ばんと隙がありませんよね。

　いや、そんなことを考えている場合ではない。

「こうなったら、皆さんの部屋に無理矢理押し入ってでも……って、あれ？」

　とにかく次の行動を起こそうとして、テーブルの上で起きている変化に気が付いた。お茶請けとして用意しておいたお饅頭が、もぞもぞと動いている。

　いや、動いているのではない、その数が段々と減っているのだ。

「うわぁっ!?」

「きゃっ!?」

　僕が驚おどろきの声を上げると同時、積まれたお饅頭もまた声を発した。勿論、ただのお饅頭が叫び声を上げる筈もなく。そこにいたのは。

「な、何よ。急に大声を上げて、驚かさないでよね!!」

　元・最強の魔法少女アクセル☆ダウナーにして現・饅頭の調諒子さん。その場で盛大に跳ねながら、テーブルの上のお饅頭の数を着実に減らしていく。

「り、諒子さん！　来てくれたんですね！」

「えモグ、来てモグくれモグたモグってモグ、何モグが？　はい、ご馳ち走そう様さま。うん、まあまあね。あんまり食べ慣れない味だけど、どこの餡あん子こを使っているのかしら」

「もう食べちゃったんですか!?」

　テーブルの上に山と積まれていた筈のお饅頭が、あっという間に消きえ失うせた。全部、諒子さんの小さな体内に収まってしまったらしい。まるで魔法だ。

「うん、やっぱりたまには違うタイプのお饅頭を食べるのも良いわね。本来ならば、最後に熱いお茶を一杯貰もらって締めたいところだけど、私、お茶を飲んだら大変なことになるのよね。だって饅頭だから、湿気には弱いのよ」

「は、はぁ、そうなんですか」

「あ、その眼めは、私がお茶に浸かって、濡ぬれに濡れまくっているところを想像しているわね!?　エッチ！　スケベ！　変態！」

「どうしてそうなるんですか!?」

　饅頭がお茶に浸かる光景を何度見ても、それは饅頭がお茶に浸かる光景以外の何物でもないですよ。エロスの要素は皆無です。

「……まあ、いいです。ここに、来てくださっただけでも。少なくとも、僕の話を聞いてくれるってことですよね？」

「話？　何それ？」

「えっ」

「私は、ただお饅頭の匂においに誘われてここに来ただけなんだけど」

「……僕の話を聞きに来てくれたんじゃなかったんですか？」

「だから、話って何のこと？」

「さ、さっき誘った時は、『行く』って返事をしてくれましたよね？」

「あー、もしかしたら、『行けたら行く』って言ったかも。お饅頭を食べるのに忙しかったから、良く覚えてないのよね」

「ほら、『行く』って言っているじゃないですか！」

「……君、『行けたら行く』の意味、分かっているの？」

「どんな困難をも乗り越えて目的地に向かうってことですよね」

「悪いことは言わないから、もう少しこの世界のことを勉強した方が良いと思うわ。特にエアーをリードする感じのことを」

「……はぁ」

　何故か、哀れみの視線を向けられたような気がした。良く分かりませんから、後で『行けたら行く』という言葉の意味、デバイスで確認しておこう。

　しかし、折角諒子さんが来てくれたのだ。ここで逃す手はない。

「あの、お話ししたいことがあるのですが。少々お時間を頂けませんでしょうか」

「嫌よ。忙しいから」

「お饅頭を食べながらでもいいですから。ほら、まだいくつか残っていますし」

「しょうがないわね」

　この饅頭、本当に饅頭のことしか考えていないんですね。

　しかし、とにかく、まずは一人……一人？　確保することが出来た。

　考えてみれば、相手にするのは個性豊かな英雄達だ。

　そんな彼らを、まとめて一度に更生させよう、というのが無理な話だったのかもしれない。ここは、英雄達それぞれの話を聞いて、その上でどうやって世界を救ってもらうか、個別に考えるべきではないだろうか。

　更生は一日にして成らず。じっくりと立ち向かっていくべきだ。そうでないと、英雄という規格外の精神性には、きっと踏ふみ込こんでいけない。

「ちなみに、残りの饅頭の中身は何なのかしら」

「こしあんと粒あん、二種類あったかと思います」

「何でも聞きなさい!!」

　この饅頭さんは、本当にアレですよね。

「じゃあ、遠慮なく聞かせてもらいます。諒子さんって、本当の本当に、あの、魔法少女アクセル☆ダウナー様、なんですよね？」

　それは、あまりにも根本的な疑問だった。

　相手は饅頭で、魔法少女らしい所が一つもない。あえて言うなら、頭文字が『Ｍ』で同じってことくらいか。それはもうほとんど無関係ですよね。

　しかし諒子さんは、どこまでも自信ありげに。

「あら、私のこの身体を見ても分からないのかしら？」

「分からないから聞いているんです」

「この艶あでやかな曲線美を見ても分からないの？」

「曲線美って、そもそも曲線しかないですよね。饅頭だから」

「そう、私は魔法少女。この美び貌ぼうや魅力は、あくまでも私を構成する一部分に過ぎないの。私の真価は、そこにはないのよ」

　諒子さんは、演説をする政治家のように、朗ろう々ろうと言葉を紡ぐ。

「私は魔法少女。魔法を友とし、時には武器とし、あるいは敵として戦い続ける、それが魔法少女よ。これまでにも、私は幾多の困難にぶつかってきた。その生しよう涯がいに、楽だったことなんて一度たりともなかったわ。だけど、私は決して諦めなかった。この身に宿った魔法という奇跡が、私から平穏を奪うばったとしても、それでも私は魔法を手に、決して絶えることのない理不尽に立ち向かっていったの!!」

「お、おお……！」

　それは、魔法少女として生きてきた諒子さんの歴史。英雄自身の口から語られる、偉い業ぎようの記録。こうして生で聞くことが出来るなんて、なかなか無いことだ。

「私が戦ってきた敵は、どいつもこいつも厄やつ介かいな連中。それでも私は頑張った！　例えば、世界中の人間にハッピーになる薬を配って、全人類ハッピー化計画を実行しようとしていた悪の組織に対して、私は、全ての魔法力を振り絞って、全人類のやる気を奪うことでその野望を打ち砕いたりしたのよ！」

「おお！」

「まだまだ、アクセル☆ダウナーの活かつ躍やくは止まらないわ！　空を落とそうとする地じ獄ごくの使者と戦った時は、逆にこちらから先手を打って空を落としてしまうことで、その野望を事前に打ち砕いたりしたし！」

「凄いです!!」

「大地震を起こして文明を壊かい滅めつさせようとする極悪同盟との戦いでは、もうそんな計画を思いつかないように念入りにぶちのめした！　泣いて謝っても決して許さない、それが魔法少女の戦い方なんだから!!」

「やりましたね!!」

　若干気になる所がなくはないけれど、これこそが世界の危機に立ち向かってきた英雄の実体験。僕が憧あこがれ続けていた、最高の英雄達の姿だ。

　自分自身もノッてきたのか、諒子さんのテンションも最高潮に達しつつある。

「そして、その果てに！」

「その果てに!?」

「私は力を手に入れたの！　そう、私の願いを叶かなえる為の最高の力を……！」

「願いを叶える力!?」

　果たして彼女は、戦いの果てに、一体どんな力を手に入れたのか。

「だから、私はお饅頭になったのよ!!」

「だから、どうしてそうなるんですか!?」

　結局そこなんですよ。

　何があったら、偉大なる魔法少女が饅頭になるような話が生まれるんですか。それはもう完全にバッドエンドじゃないですか。

「だって私、お饅頭が大好きだから!!」

「やっぱりそれなんですか……」

　こうして、最初に戻ってきてしまうのだ。本当に、全てが饅頭に向いている。

　もしもこの世から饅頭が根絶されてしまったら、諒子さんはどうなってしまうんだろうか。干からびるのか。

「って、あれ、クロさんじゃない。いつの間に来ていたの？」

「えっ……って、うわっ!?」

　諒子さんの呟つぶやきを聞いて見れば、テーブルの上にのそっと乗っているのは、これまたフダラク荘の住人のうちの一匹。元・最強のドラゴンにして、現・トカゲのクド＝ロンバルディア様だった。

「あ、ありがとうございます！　来て頂けたんですね！」

　何はともあれ、まずは来てくれたことに感謝し、頭を下げる。ここに来てから、何度か接触する機会はあったものの、まだ直接的に話が出来ていなかった相手。

　これまた、何故トカゲの姿になってしまったのか分からないが、しかし、最古の英雄の一人とも言われているクド・ロンバルディア様のことだ。何か深い考えがあってのことに違いない。

　クド・ロンバルディア様は、僕の方をぼんやりとした目つきで見上げると、重々しく口を開く。

「Hello」

「なぜ英語!?」

　トカゲの口から放たれる、妙に流りゆう暢ちような英語。フダラク荘のあるこの国は、日本語を公用語として使用している筈なのに、どうしてこのトカゲは、わざわざ陽気で冗談が好きなアメリカンな言葉を。

「別に、そもそもクロさんはこの国の英雄って訳でもないんだし。わざわざ日本語を使わなければいけない理由もないでしょ」

「いやまあ、そうかもしれませんけど」

　でもそれなら、英語を使う必要だってないと思いますけど。そこら辺は趣味嗜し好こうの問題なんでしょうか。

「あの、ちょっとお話をお聞きしたいのですが、よろしいですか」

「…………」

「勿論、お酒なら用意してあります」

「Sake……Oh,Yes!」

「ＯＫなんですか。ＯＫなんですよね？」

　この人達、ひょっとしたら物凄い簡単なんじゃないかと考えながら、用意しておいた日本酒『龍殺し』の一升瓶をテーブルの上に置いた。

「えーと、これ、お酌とかした方が良いんでしょうか」

　そう考え、グラスをテーブルに置き、お酒を注つぐ為に一升瓶を持ち上げるが。

「……あれ？」

　持ち上がらなかった。いや、持てないという訳ではない。しかし、先程までに比べ明らかに重量が増している。何か引っ掛かっているのかと、瓶を見てみたら。

　中に、トカゲが入っていた。

「何で入っているんですか!?」

　みっしりと一升瓶の中に詰まっているクド＝ロンバルディア様。どう考えても、瓶の口からは入らないサイズですけど、どうやって入ったんだろう。ちょっとしたイリュージョンですよね、これって。

　そんなトカゲ酒から、何か低く連続した音が聞こえてくる。

「こ、この音は一体……？」

「流石クロさん。さっきあれだけ呑んだばかりなのに、絶好調ね」

「え、絶好調って……まさか!?」

　諒子さんが向けた視線の先にある、一升瓶。そこでは、本日二度目のイリュージョンが実演されていた。その演目内容は。

「お、お酒が、減っている!?」

　クド＝ロンバルディア様が、一升瓶の中に入ったまま、中の日本酒をゴクゴクと呑んでいるのだ。自分の身体の体積よりも多い量の日本酒を、自分が浸かった状態のままで。

　それはまるで、自分の入っているプールの水を全部呑み干そうというような無茶。流石は英雄だ。こんなことで感心したくなかったけど！

　数秒も経たずに、一升瓶の中が空になる。全ての酒を呑み干したのだ。

「Woops」

　満足そうに大きく息を吐き出すクド＝ロンバルディア様。その表情ははっきりしないけれど、実に満足そうにしているのが分かる。しかし。

「……でもこれ、どうやって出るんですか？」

　入る時ですら軽いイリュージョンだったのに、お酒を呑み干してお腹なかがぷっくりと膨ふくれているトカゲは、とても一升瓶から出られそうにない。このままでは、ボトルシップならぬ、ボトルトカゲの出来上がりである。












「Yeah」

　しかし、掛け声と共にクド＝ロンバルディア様が動き出す。一度、身体を震わせたかと思うと、内部から瓶に嚙かみついた。一升瓶の横っ腹に、大きな穴が空く。

「瓶を、食べてる……!?」

「うん、クロさんはお酒の匂いさえしていれば大体はいけるから」

「でも瓶ですよね!?」

　酒と酒瓶とでは結構、いや大分違いますよね!?

　啞あ然ぜんとする僕の目の前で、空いた穴から這い出して来るトカゲ一匹。残った瓶の欠片かけらを丁てい寧ねいに食べ尽くすと、自じ慢まんげに尾を立て、こちらへとアピールをしてくる。

「Never Give Up」

「僕の精神がギブアップしそうなんですけど!?」

　色々な意味で、信じられないようなことをして見せたクド＝ロンバルディア様。流石は英雄だ。だからこんなことで感心したくなかったですけどね!!




「……そ、それでは、お話を色々とお聞きしたい訳ですけども」

「Yeah」

　気を取り直して、テーブルの上のトカゲと向かい合う。近くで見ると、意外に可か愛わいらしい瞳をしている。

「あの、僕の言葉、分かりますよね？」

「Yeah」

「英語でしか喋れないんですか？　しかも、短い単語だけで」

「Yeah」

「あの、さっきから言葉が通じているのか物凄い不安なんですけど」

「Yeah」

　果たして、このまま会話を続けていいものか、不安でしょうがない。この世界に来る前に、一応日本語以外の言語も習得しているけど。しかし、このトカゲの言っている言葉の意味がいまいち理解出来ない。

「そんな時は、私にお任せよぉ!!」

「諒子さん？」

　そこで横合いから急に話に混ざってきたのは、饅頭こと調諒子さん。

「お酒の匂いを嗅かいだら、酒饅頭が食べたくなったわ。ないの？」

「ないですよそんなもの」

「仕方がないわね。今度からはちゃんと用意しておきなさい。まあ、ここはこの私が一肌、いえ一皮脱いであげるわ。私がクロさんの言葉を通訳してあげる」

「トカゲの言葉、分かるんですか？」

「勿論よぉ。だって私は、魔法少女だもの」

「魔法少女と通訳との間にどんな関係が」

「魔法少女たるもの、あらゆる生物とコミュニケーションを取らなければならない。時には愛情をもって、時には肉体言語でガチって、そうやって鍛きたえたコミュニケーション能力、甘く見ないことね」

「何を言っているのか、さっぱり分かりません」

　とにかく、諒子さんに通訳をお願いして、クド＝ロンバルディア様との話し合いを開始する。どうしてトカゲの姿なんかになっているのかは分からないが、元は強大な力を持つ英雄。協力が取り付けられれば、大きな力になる筈だ。

「それでは改めて、自己紹介をさせて頂きます、クド＝ロンバルディア様。僕の名前は鹿屋総一、神様の使者として、世界の滅亡を回避する為に参りました」

「仝ΓΞ￥λ」

「……ん？」

　遮さえぎるようにして告げられた言葉。しかし、その言葉の意味が僕には分からなかった。ついさっきまでは英語で喋っていたのに、何故突然そんな謎なぞ言語になったんですか。

「え、えーと、諒子さん？」

「ええ、任せなさい。えっとね、今のは『名前の発音が違う。正しい発音は、ΓΠξЖだ』と言っているわ」

「……いえ、その、だから」

「だから、『正しい発音は、￥ΒΛλ』よ！」

「最初と変わりましたよね絶対!!」

「こんなのも発音出来ないの？　これだから素人しろうとは」

「むしろプロがいるんですか、それ」

「No problem」

「あ、『発音についてはもう良い』って言っているわね。そうよね、クロさんの名前は、人類には発音のしづらい竜言語、しかも東北の方のなまりがバリバリ混じっているから、ちょっと発音が難しいものね」

「No thank you」

「あら、なまりのことは言うなって？　愛あい嬌きようがあって可愛いと思うわよ、私」

「……」

「やだもう、照れちゃって」

「……あの、そろそろ続けてもらってもよろしいでしょうか」

「あらごめんなさい。っていうか、発音でわざわざ悩まなくても、君も『クロさん』って呼べば良いんじゃないかしら。人の言葉で発音するなら、その発音が一番近いし」

「そ、そうなんですか？　で、では……クロさん？　よろしくお願い致します」

「Yeah」

　果たしてそんな気安い呼び名で呼んでしまって良いのだろうか、という躊躇ためらいはあるものの、しかし、正直、そんな呼び名なんかよりも気になるのは。

「ドラゴン、なんですよね？」

「ええ、ドラゴンよ」

「でも、トカゲですよね？」

「いえ、ドラゴンよ」

「トカゲにしか見えないんですけど!?」

　だって、僕の知っているドラゴンとは、サイズに大きな差がある。

　この世界のどんな生物よりも大きな体たい軀くを持ち、大空を自由に飛び回るのが、僕の知っているドラゴンという生物。こんな、野良猫よりも小さな身体で、廊下をのっそりと進んでいるような存在とは大違いだ。

「……OK」

「え、クロさん、でも、それは……」

　クロさんが一言何かを呟いた瞬間、諒子さんがうろたえた。確かに今のクロさんの言葉には、隠し切れない哀しみが含まれているような気がしたけれど。

「……Yes」

「ええ、分かったわ」

「諒子さん、クロさんは何て言っているんですか？」

「教えてくれるそうよ。何故、クロさんがこんな姿になったのか、を」

「え？」

「心して聞きなさい。誰もが知っていることではないのだから」

「は、はい」

　諒子さんの、やけに神妙な雰ふん囲い気きに、思わず身を正して椅子に腰掛け直す。

　クロさんは、そんな僕を静かに見つめると、語り始めた。この、トカゲにしか見えないドラゴンに隠された歴史の真実を。

「First……」

「話は遙はるか昔に遡さかのぼるわ。クロさんは、確かに昔、音に聞こえた最強のドラゴンだった。神として世界を統治していたこともあったし、世界を何度も救っている。恐らく、それが君の知っている、最強のドラゴン、クド＝ロンバルディアの姿ね。だけどある時、悪あしき者に呪いを掛けられて、こんな姿へと変えられてしまったの」

「えっ!?」

「Lost……」

「かつての栄華、天に敵なしと伝説に謳うたわれていた過去も今や遠く、ただ当てもなく空を見つめる日々が続いた。もう決して届くことのない大空を、翼を失った身体を引き摺りながら、ぼんやりと見つめるだけ。そんなことを繰くり返かえしているうちに、身体が退化し、本当に、ただのトカゲとなってしまったのよ」

「そんなことが……あったんですか」

「Wife……」

「それまでは、大きな翼で自由に空を飛んでいたのに、地を這うだけの生活に堕だしてしまった。それからは、毎日が地獄のようだった。そんな日々を慰なぐさめてくれるのは酒ばかり。そうして酒に溺れるばかりの毎日に、妻も愛あい想そを尽かして出て行く始末。妻に逃げられてからは、それまで以上に酒に逃げる日々を送ったそうよ」

「そうなんですか……妻？」

「But……」

「されど、かつては最強のドラゴンであったというプライドが、自分自身の心を突き動かしているのよ。天空の覇は者しやであったその記憶が、ただのトカゲになってしまった自らを許さなかった。だから、今でこそトカゲにしか見えないかもしれないけれど、その心の奥底には熱い想いが渦巻いていて、目覚めの時を今か今かと待ち構えているの！　クド＝ロンバルディアの試合はまだ終わっていないのよ！」

「そうなんですか……そうなんですか？」

　あの、ちょっと待って下さい。

　話の内容もさることながら、クロさんの言っている台詞の量と諒子さんの話す内容の量が全く釣り合っていないんですけど、正しく通訳しているんですか？　あと、試合って何なんですか。

「まあ、全部私の創作なんだけど」

「やっぱり適当じゃないですか!?」

「適当じゃないわ!!　真剣に創作しているのよ!!」

「余計性た質ちが悪いですよね!?」

「何となくノリと勢いと魔法で考えてみたけど、結構上手に出来たんじゃないかしら。迫真の演技だったと思うんだけど、どう？」

「いや、どう、って言われましても」

「だってしょうがないじゃない。クロさん、べろんべろんに酔っ払っていて何を言っているのか分からないんだもの」

「え、酔っているんですか？」

　クロさんは、実に気持ちが良いという風に、頭を揺らしている。それは確かに、酔っ払いのようにも見えるけれど。

「そう、クロさんはね、妻を失ったという、悲しい物語に、酔い続けているのよ」

「その妻というのが、また分からないんですけど」

「本当のことよ。昔は綺麗な奥さんと、可愛い娘さんがいたんだけど、クロさんの酒さけ癖ぐせの悪さに愛想を尽かして出て行っちゃったのよ。それ以来ずっと酒びたり」

「む、娘もいるんですか……」

「何でこんなトカゲの姿になっちゃったのかは知らないけど。まあ、そこら辺はお互いに詮せん索さくしないのがマナーだものね。案外、小さい方が全身でお酒を浴びられるし、酔えば辛い現実から逃げられるからとか、そんなところかもしれないわね」

「じゃ、じゃあ、クロさんの言っていることって全部デタラメだってことですか？　諒子さんが創作通訳をするまでもなく、最初から全部」

「まあそうね。言っておくけど、クロさんの言っていることは基本的に信頼しない方がいいわよ。酔っ払いが、脳みそ浮かれたお花畑思考で呟いているだけだから、信じたら痛い目に遭うわよ」

「最悪じゃないですか！」

　元・最強のドラゴンは、まさかのアルコール依存症のトカゲだった。

　もうこれ本当にどうすればいいんでしょうか。流石に頭の上から尻尾しつぽの先まで、完全にアルコール漬けのトカゲに、世界の命運を託す訳にはいきませんよね。




　そんな、ダメな饅頭と、ダメなトカゲから逃げるように、ふと下を見ると。

「滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ」

「うわぁ……って、エリカさん!?」

　テーブルの下に、エリカさんがペタンと体育座りをしていた。すっかりお馴な染じみとなった呪詛の言葉つきで。

「い、いつの間にいらっしゃっていたんですか」

「おかしい、おかしいよね。私、一番早く……それこそソーイチよりも早く来ていたのに、誰にも気付かれないって。やっぱり、私以外の全てを滅ぼさないと、誰も私のことを見てくれないんだ……」

「最初からずっといたんですか!?　しかも、僕よりも早くって!?」

「そうね、エリカはさっきからずっといたわよ」

「Yeah」

「お二人とも気付いてらっしゃったんですか!?」

「ほら、やっぱり気が付かれていなかったよ。ソーイチが音おん痴ちな鼻歌を歌っているのも、テーブルと椅子の配置を凄い気にしていたのも、ずっと見ていたのに……何か紙を見てニヤニヤしていたのも、ずっと見ていたのに！」

「い、いやそれは……っていうか、それなら声を掛けて下さいよ。何でそんな隠れて様子を窺うみたいなことをしているんですか？」

「……紙？　それって、これのこと？」

「Paper?」

「あっ、それは！」

　諒子さんとクロさんが、テーブルの脇に置かれた紙を覗のぞき込こんでいる。

「『部下が働かない時に試すべき五つの方法』……？　成なる程ほど、突然話し合いたいだなんて言い始めたのもその為だったのね」

「Woops」

　紙には、デバイスにお勧めされた書籍から、要点だけを抜き出してまとめた内容が書き込まれている。いわゆるアンチョコという奴だ。これを使って、英雄の皆様と話をしようと思っていたのだけど。

「何々？　部下が言うことを聞いてくれないのは、アナタの伝え方に問題があるか、もしくは部下の方が心を閉ざしている可能性があります。ふむふむ」

　諒子さんは、全身を動かしながら紙に書かれた内容を読み上げる。

「その場合、まずするべきことは、部下との心の繫つながり、信頼関係を築き上げることです。信頼関係を築き上げるのに最も有効な手段は、何だと思いますか？　そう、一緒に筋肉を鍛えることですね。今すぐその窮きゆう屈くつな鎧よろいを脱ぎ捨て、部下と共にジムへ向かいましょう。レッツマッスル！　……って、何よこれ、部下が働かないだけじゃなくて、上司も働かなくなってるじゃない」

「Why?」

「あ、あれ……？」

「ソーイチ？　私と一緒に鍛えたいの？　青白くて軟弱なＢＯＹはもう嫌なの？」

「あ、いえ、別にそれが目的ではなくてですね。次！　次を読んでみて下さい！」

　そう、筋肉を鍛えることは最初のステップでしかない。本番はここからだ。

「えっと、続きね……ええ、『お揃いのプロテインを購入しましょう』とあるわね」

「……え？」

「それから、『お互いの理想の筋肉について語り合いましょう』『高タンパク低脂肪なメニューのレシピについて相談しましょう』『一緒にボディビルの大会にエントリーしましょう』って、何よ。やっぱり全部筋肉じゃないの」

「Muscle」

「大丈夫だよソーイチ。どんなに青白くて軟弱なＢＯＹでも、ちょっとしたコツで力は出せるから」

「だから違いますって!!」

　おかしい。読んだ時は非常に感かん銘めいを受けたのに、改めて聞いてみると内容が酷い。本当に、そんな筋肉ばかりでどうしろというんだ。

「というか、そもそもの話なんだけど」

　諒子さんが話し始める。

「私達を呼び出したのは、無理矢理更生させて、その訪れる災厄とやらから世界を救わせる為、だったのよね？」

「……はい、そのつもりでした」

　盛大に空回っているような気がしないでもないですが。

「それは甘い考えね。口直しの塩昆布の後に食べるお饅頭ぐらいに甘いわ」

「たとえがイマイチ良く分かりませんけど、一体どこが甘いっていうんですか？」

「いい？　私達は、お饅頭やお酒に頭の先まで浸かりきって、もう現実なんてどうでもいいと思いながら生きているのよ」

「何でそんな情けないことを堂々と言えるんですか!?」

「そんな、自らの欲望に浸りきって、本来の職務を完全に放棄している私達を、少し話をした程度で更生させようなんて、そりゃちょっと考えが甘くないかしら？　他人に何かを言われて変わるぐらいなら、最初からこんなになってないわよ！」

「だから何でそんなに堂々と言えるんですか!?　欲望に浸りきるって……もうそれ完全にダメ人間じゃないですか!!」

「ええ、ダメ人間と呼ぶならダメ人間と呼べばいいわ。自らの欲望を信じ、他者からの干かん渉しようを受けない孤高で崇すう高こうなる存在。それこそがダメ人間！　それが世界の真理であり世の中の摂理！　そればっかりは、どんな魔法でもどうにもならないことよ！　ダメ人間をなめるんじゃないわよ!!」

「こっ、このダメ人間!!」

　とにもかくにも、このフダラク荘の住人達に対し、僕のやり方がちっとも通用しないことは良く分かりました。

　理由はダメ人間だから。

　ダメ人間が相手だから、もうどうしようもない。

　そんなことを言われても、どうすればいいんでしょうか。




　諒子さんとクロさんは、それぞれ饅頭とお酒を手に食堂から出て行った。残されたのは、僕とエリカさんの二人だけだ。

　エリカさんはといえば、僕がテーブルの上に用意した様々なものを、興味深げに見ている。

「ねえソーイチ、これ、何？」

「えっと、それは映像ディスクですね」

　エリカさんの手の中にある映像ディスク。ケースに書かれたタイトルは『What's a beautiful world』。

　それは世界の美しさをこれでもかと詰め込んだ映像作品。これを観みた人は皆、感動の涙をどばどばと流し、脱水症状で倒れること請け合いと評判の逸いつ品ぴんである。あまりにも倒れる人間が多いので、成人指定を受けていたりする作品だ。

「これさえ観てもらえれば、きっと分かってくれるのに……」

　かつて世界を救った時のことを思い出し、世界を愛する心を取り戻してくれると思ったのだけど、それを観せるまでもなく、ダメ人間宣言を受けてしまったので、どうしようもないです。

　と、エリカさんがこちらを覗き込んできた。

「ねえねえ、観てみても良い？」

「え、観てくれるんですか」

「だって、ソーイチが私達に観せる為に、用意してくれたんでしょ？　じゃあ観るよ。折角だし」

「あ、ありがとうございます！」

　良かった、神はここにいた。いえ、神様が存在しているのは知っていますけど。一人でも観てくれる人がいるというなら、準備した甲か斐いがあるというものだ。

　食堂の壁に備え付けられている百インチの大画面テレビで、映像を再生する。

　数秒おいて、厳おごそかな音楽と共に映し出されるのは、雄大な海の映像。まさに自然の美しさを感じさせてくれるような映像だ。

　しかし、エリカさんといえば。

「そういえば昔、船を貰って海を渡っていたら、でっかいイカの化け物が現れて、先に進めなくなっちゃったんだよね。先に進むには、イカの興味を引くようなエサを持って来なければいけないって言われたけど、面倒だし、イカを思いっきり叩たたきのめして、丸焼きにして食べてから進んだら、後で凄い怒られたんだよ。何でだろう」




　次に映ったのは、険けわしい山岳の映像。

「あー、こういうところにも行ったことがあるよ！　凄い苦労して山を越えたら、その先で飛ひ空くう艇ていが手に入ったんだけど、どうしてそれを最初っから持って来てくれなかったのかなー、って凄いムカついたの。だからもう山とかを全部吹っ飛ばして、飛空艇なんか必要ないぐらい真っ平らにしちゃったんだよね。それも凄い怒られたっけ。変だよね？　そもそも山なんかあるのがいけないのに」




　次に映ったのは、果てしない大空の映像。

「でも、折角手に入った飛空艇を無駄にしちゃうのも勿もつ体たいないから、爆薬をどっさり積み込んで、自動操そう縦じゆうで魔王の城にぶち込んでやったんだっけ。その魔王城、中が複雑な造りになっていたみたいでね。火が回っても、中のモンスター達が逃げられなくて、みんな城と一緒に燃え尽きちゃったんだよ。だから宝箱も一つも手に入らなかったの。酷いと思わない？　魔王の城なんて、宝箱ぐらいしか楽しみがないのにさ……あれ、ソーイチ、何で映像消すの？　もういいの？」

「あ、いえ。何か、ごめんなさい」

　美しい映像と、それについて語られるエリカさんの凄せい惨さんな体験談。そのコントラストが凄まじくて、涙が出てしまったのだ。

「はあ、観てたらイライラが蘇ってきたよ。ねえソーイチ、ちょっと滅ぼしてきて良い？　っていうか私、何の為に観たんだっけ？」

「何でだったんでしょうね……」

　僕にも良く分からないです。

　ただ分かったのは、この映像ディスクを取り寄せた意味は全くなかったということ。

　そして、僕の救世計画は第一歩目から、これ以上ないというぐらいに躓つまずいてしまったということであった。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　12時間　16分　34秒】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【息そく災さいですかご主人様？　大変申し訳ありません、どうやら、ご主人様にお勧めさせて頂いた『部下が働かない時に試すべき五つの方法』ですが、通常編ではなく、限定販売されていた筋肉編の方をお勧めしてしまったようです。そんな些さ細さいなミスも、シーちゃんのチャームポイントの一つだとお考え頂ければ幸さいわいです】




【神様からメッセージが届いております。『カウントダウンが五日を切った時より、災厄の発生を防ぐ為の救世ミッションが開始される。十分に準備されたし』とのことです。ご主人様が、世界を救う為に行うそのミッション、私は直接お手伝いすることは叶いませんが、しかしデバイスの中から応おう援えんしております。私に出来ることでしたら、何でもお申し付け下さい】




【さしあたっては、こんな時にこそ読むべき本などリストアップしておきました。『八月三一日、夜二三時から始める宿題法』『こんな時こそ大おお掃そう除じ』の二冊となっております。どうぞ、ご覧下さいませ】










【災厄が訪れるまで　あと　５日　00時間　00分　00秒】




「……どうしよう」

　デバイスに表示されているカウントダウンを見て、とりあえず僕がしたことといえば、頭を抱えることだった。

　何でも、災厄が訪れるまでには、前兆となるいくつかの問題が発生するのだという。その前兆を事前に察知し、対処することで、災厄が訪れるのを食い止めることが出来る。それこそが、英雄達と協力して行うべき僕の使命なのだ。

　前兆は、ミッションという形で、デバイスから毎日知らされることになっている。何でも、滅亡に至るまでの流れは常に移り変わるものである為ため、ミッションの内容は当日の正午にならないと分からないらしい。

　災厄が訪れるまで、あと五日。

　発生するミッションは、五つ。

　その五つのミッションを達成することで、災厄の発生は食い止められ、平和な世界が訪れるのである。

　訪れる、筈はずなんだけど。

「…………これ、本当に、どうしよう」

　ミッションの達成は、この世界を救う為に絶対に必要なこと。

　だからこそ、ミッションに対しては万全の態勢で挑いどむ必要がある。デバイスによる調査だけでは心もとないから、実地での調査が必要なのだ。だから、このフダラク荘を訪れてから、その実地調査をきちんと行うと、そう決めていた。

　それなのに。

　一昨日は、このフダラク荘に到着してすぐ、エリカさんの攻撃を食らって気絶。

　昨日は、英雄の皆様のダメ人間っぷりを更生させようとしたが、見事に空回り。

　結局、二日共に時間を無為に過ごしてしまい、僕は、実態調査に使う筈だった時間を、丸々失ってしまった。

　結局、大事なミッションに対し、ぶっつけ本番で挑むことになってしまったのである。

「……はあ」

　しかし、こうして悩んでいても、何も解決しない。滅亡に至るカウントダウンが止まることはない。だから、今すぐにでも、英雄の皆様方と共に駆け出して、ミッションを達成する為に奔ほん走そうしなければならないのだが。

「肝心の英雄達がなぁ……」

　何というか、アレなんですよね。

　こうしてフダラク荘を訪れて、実際に会った伝説の英雄達。そもそも、半分がこのフダラク荘にいなかった。いないってどういうことなんですか。その辺りは事前に教えてくれても良かったんじゃないですか。

　そして、残された英雄にも、また問題がある。

　何というか、ダメな方々なのだ。

　饅まん頭じゆうであったり、酔っ払いであったり。変質者であったり、引ひき籠こもりであったり。そして、逆さか恨うらみに凝こり固かたまった何かであったり。総じて言えば、ダメ人間と呼べるくらいに、ダメな方々だった。

　そんなダメな英雄を頼らなければいけないという事実に、目め眩まいがする。昨日は、そんな英雄達と分かり合おうと努力して、それでもどうにもならなかった。本当に、こちらとの間にある断絶が深過ぎる。

「それでも、やらないといけないんだ」

　腰を上げる。このままでいたら、何も始まらない。

　それに、まだ希望はある。何しろ、事は世界の滅亡に関かかわること。そんな重大な問題となれば、いかに普段がダメ人間であろうとも、協力してくれるに違いない。この世界が滅ほろびれば、このフダラク荘も滅びてしまうのだ。だから必ず動いてくれる筈だ。そう、思いたい。

　そうと決まれば、すぐに英雄達に声を掛け、ミッションを始めよう。

　この世界を救う為の、第一歩を。




「今日はお饅頭のセールがあるから無理」

「Me too」

「あ、ちなみに真しん太た郎ろうはまだ戻って来ていないわよ。もうちょっと掛かりそうだって、さっき電話があったから。饅頭がどう電話したかですって？　そんなの、魔法に決まっているじゃない。想像力が足りないわね」

「Image」

「ああ、引き籠もりを外に出そうだなんて、そんなことは考えない方が良いわよ？　引き籠もりという生物は、日の光に照らされると暴れ出すんだから。部屋から出るなんて、そんな幻想を抱いても無駄よ」

「Yeah」




　無理でした。

　早かった。実に早かったです。

　フダラク荘内を回って頼んでみても、返ってきたのはそんな言葉。

　世界の滅亡がすぐそこにまで迫っているというのに、自分の欲望を最優先させるその姿は、いっそ逆に清すが々すがしく見えてきますね。見えるだけで、もう本当にどうしようもないのだけど。

　そうして打ちひしがれたまま、玄げん関かんに来て見れば。

「滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ」

「うわぁ……」

　昨日と同じように、呪じゆ詛その言葉を存分に吐き出しているエリカさんの姿があった。勇者であるこの人がこんなことになっているのが、一番のショックなんですよね。

「あの、エリカさん？」

「あ、ソーイチだ。おっはよー」

「おはようございます……一応お聞きしますけど、何をしていらっしゃるんですか」

「日課だよ？　世界を呪のろう」

「日課なんですか!?」

　嫌過ぎる日課だと思います。もうちょっと健康的な日課にする訳にはいかないんでしょうか。ラジオ体たい操そうとか、太たい極きよく拳けんとか。

「これをやるのとやらないのとでは、一日の気合いが違うんだよ！」

「聞いているこっちは、違う意味で一日の気合いが変わりそうなんですけど」

　昨日と同じ、赤いジャージを着たエリカさんと並んで、玄関の端に腰を下ろす。

　玄関から射さし込こむ光を受けて、その金きん紗しやのような髪かみがキラキラと輝いている。じっとこちらを見つめてくる瞳ひとみには理性的な光が宿っていて、先程まであらゆるものを呪いまくっていたのと同一人物とはとても思えなかった。

「まあ、こういう形でちょっとずつ、世界に対する呪いを発散しておくようにって、リョーコが言ってたからね」

「諒りよう子こさんが？」

「うん、そうしないと恨みＰポイントが溜まって、大変なことになっちゃうんだって」

「何ですかその物騒なポイント!?　あんまり聞きたくないような気もしますけど、大変なことって、一体何がどうなるんですか？」

「この街が壊かい滅めつする」

「予想の百倍ぐらい大変ですね!?」

「高まりに高まった私の呪詛が、フダラク荘を揺らしまくってね。周りで地震が発生しちゃうんだよ。結界のせいで、本格的な揺れにはならないみたいだけど、積もりに積もったらきっと大変だよね」

「積もらなくても十分大変だと思うんですけど!?」

「でも、そんな地震がよく起きるから、この街の地下には巨大ナマズがダース単位で棲すんでいるとか、某国の地震兵器の実験場にされているとか、そういう都市伝説になっているみたいだよ」

「それ、バッチリ本に載のってましたからね」

　フダラク荘が存在する、元もと紘ひろ町ちよう。

　この街の予習になればと思って読んだ本『アナタの街の都市伝説』には、確かにそんなことが書かれていたけれど、まさかエリカさんが元凶だったなんて。

「ちなみに、その本には他にも都市伝説が書かれていたんですけど、まさかそれもエリカさん関連じゃないでしょうね。例えば『夜ごと響き渡る謎なぞの怪鳥音』とか」

「私の寝言かもしれないね。疲れてると出ちゃうんだよね」

「じゃあ、『どこからか鳴る謎のドンガドンガ太だい鼓こ』は？」

「私の地じ団だん駄だかな？　踏ふんでると段々楽しくなってきちゃうんだよね」

「では、『小学校の下校時刻になると現れる謎の怪人、リコーダーねぶり』は？」

「それは私じゃなくてシンタローだね」

「ああ、はい、そうですか」

　都市伝説に影響を与え過ぎじゃないですかね。というか最後のやつはもうちょっと何とかならなかったんですか。ここの皆さん、色々と迷めい惑わくを掛け過ぎですよ。自分達がダメなのはまだしも、他に迷惑を掛けたらいけないでしょう。

　ほら、英雄なんですから。




「それで、ソーイチこそ、朝から何をやっているのかな」

「朝といっても、もうお昼なんですが……実は、この街を回って、やるべきことがあるんです。世界を救う為に必要なミッションを、行わないといけないんです」

　エリカさんに説明する。自分が行うべき、崇すう高こうな使命について。

　エリカさんは、ぼんやりした様子で話を聞いていた。眠いのか、それともさっきから滅びろ滅びろ滅びろとひたすら言い続けていた結果、疲れてしまったのか。

　こうして話を聞いてくれるのはありがたいけれど、それでもエリカさんの手を借りる訳にはいかない。

　彼女自身、このアパートの結界に囚とらわれていて外には出られないということもあるが、そもそも世界を滅ぼそうとしている人が、世界を救う為のミッションに協力してくれる筈がない。

　だから、口をついて出たのは、何気ない質問。

　最初から期待などしていない、何となく出た言葉だった。

「エリカさん、手伝ってもらえないでしょうか」

「ん、いいよ」

「そうですか、そうですよね。残念です………………………………ん？」

　返事を聞きながら、玄関から外に出ようとしていた足が、止まった。

　止まったまま振り返ると、そこにはきょとんとした顔のエリカさんがいる。

「あの、今、何て言いました？」

「滅びろ？」

「それはちょっと前ですよね!?　そうじゃなくて、たった今、エリカさんが仰おつしやったことです!!」

「いや、だから、手伝ってもいいよ、って」

「本気ですか!?」

「本気、なんて、そんな強い言葉を使われても困るけど。まあ、本気、だよ？」

　エリカさんは、首を傾かしげながら、僕を見つめている。

「えっと、何でそんな、信じられないものを見るような目で私を見てくるのかな、ソーイチは」

「いやその、会ってからここまでの経験が邪じや魔まをするというか……正直今でも、何かしらの聞き違いじゃなかったのかと疑っている感じで」

「信じてくれないのかな……信じてくれないんだ。ああ、そういえば、私のことを信じてくれない奴が昔にもいたっけ。勇者だって言っているのに、まるで一つのメッセージしか喋しやべれないみたいに連呼して、道を通せんぼする村人が。そんな奴、いずれはあっさりと手の平を返してくるのが分かり切っているから、先手打ってちょっとそいつの村を砕いちゃったりしても、仕方がないことだったよね？」

「いや信じます！　僕はエリカさんのことを信じますよ!!」

「ああ、そうやってすぐに信じるとしか言わない奴も、それはそれで信用出来ないんだよ。甘い話には裏があるって決まっているんだから。だから先手打って、裏うら切ぎられる前にこっちから裏切ってやったのも、それはそれで正当防衛っていうか、当然のことに決まっているよね？」

「どうすればいいんですか!!」

　その後、なおも逆恨みを募つのらせようとするエリカさんを、必死に押おし留とどめた。こうしている間にもミッションの時間は過ぎていくんですよ。




「ほ、本当に、手伝ってくれるんですね」

「信じないんだったら、その身体からだに信じ込ませてあげるよ。具体的にはソーイチの柔肌に、私の剣で直接刻み込むとか」

「ありがとうございます!!」

　エリカさんが変な方向に行ってしまう前に、必死で頭を下げて、感謝の心をアピールする。何度も何度も、頭を下げる。だってこのままだと僕の柔肌が危ないから。自分で柔肌って言っちゃうんだ。

「本当にありがとうございます!!」

「うん、まあ、どうせアパートにいても、何かを呪うくらいしかやることないから。ソーイチの手伝いくらい、お安い御用だよ」

　出来れば呪いも止やめて欲しいところですけど。

「といっても、私はあのにっくき結界のせいで、外には出られないからねー。街に行くことは出来ないかな」

「それでも十分、ありがたいです。そのお気持ちだけで、それだけで、僕は凄すごく救われるんですから!!」

　本当に、そうだ。

　使命を受けてフダラク荘に来て。だけど、そこにいた英雄達はダメ人間で。それでも頑がん張ばろうと、そう決めた直後に、このエリカさんの手助けだった。

　エリカさんが見ていなかったら、この場で泣き崩れてしまっていたかもしれない。それくらいに、僕の心は感動で満ちていた。

　やっぱり、英雄なんだ。

　伝説の、いつか憧あこがれた勇者様なんだ。

　目をこすりながら、立ち上がる。いつまでも感動に浸ひたってはいられない。こうしてエリカさんから貰もらった力を胸に秘めて、さあ、今日のミッションをクリアしていこう。大丈夫、今の僕だったら、空も飛べる筈！

「そうだ、よろしければ、ミッションについてアドバイスでも頂けたら」

「うん、良いよー」

　快く応じてくれたエリカさんに、デバイスを見せる。

　そこには、本日クリアしなければいけないミッションの内容が記されている。

　何でも、今日のミッションは、フダラク荘が存在するこの元紘町、そのあちこちに点在しているという要かなめ石いしに関わるもののようだ。

　その要石によって形成されている結界は、古くからこの元紘町を霊的に守しゆ護ごしてきた。結界が、災厄の発生に対しても有効に働くというのだ。

「今日行うべきミッションは、その要石の手入れをすることです！　この元紘町のあちこちに存在している要石を、特殊な洗剤でピカピカに磨みがき上あげることで、結界の力が当社比五パーセントアップするとか!!」

「昔の消費税みたいだね。そんなので大丈夫なのかな」

「まあ確かに、若干効果の程が小さいような気はしますけど。だけど、昔からこの街を守ってきた結界なので、大事なものですよ」

「まあ、そうかもしれないね」

「ですから僕は、これからその要石を巡って、掃そう除じをしてくるつもりです。こういうこともあろうかと、事前に『清掃番長、ガンコな汚れと出会う』という本で学んでいますから、大丈夫です!!」

「うーん」

　エリカさんは、何事か考え込んでいたが。

「ちょっとその、要石ってやつの地図、もう一回見せてくれる？」

「え？　あ、はい、デバイスの小さな画面ですけど、どうぞ」

「ふむふむ……あっ」

　デバイスの画面を覗のぞき込こんだエリカさんは、短く声を上げる。

「……何ですか、あっ、って」

「ナンデモナイヨ」

「それ絶対、何でもないって感じじゃないですよね」

　必死に何かを隠そうとするかのような顔をしているエリカさん。具体的に言うと、点数の悪いテストの答案用紙をどうにかして母親に見つからずに隠そうと考えている時の小学生の顔。どう見ても、何でもないなんてことはない顔ですよ。

「……問題があるんだったら、早めに言って下さいね」

「いや何でもないよ、何でもないったら、何でもないんだよ、何でもないって言っているでしょ!?」

「まだ僕はそこまで深く追及していませんよね!?　何でそんな、いよいよ崖がけっぷちに追い詰められて焦あせっています、みたいな反応になっているんですか。さては、本当に何かやらかしましたね!?」

「やらかしてにゃいよ」

「嚙かんでるし!!」

　物凄く動揺していますよね!?

　もう汗とかどばどばと出ているし、明らかに怪しいエリカさんだった。しかし、それを認めないというように、ぶんぶんと首を振る。

「いやいや、本当だって。そうだよ、だって私は、結界のせいでこのアパートから動けないんだからね。そんな、各地の要石を破壊するだなんて、そんなことが出来る筈ないじゃない」

「まあそうですけど……破壊？」

　破壊って、何だ。

　嫌な予感しかしない。

「何でそんな、物ぶつ騒そうな言葉がここで出てくるんですか」

「いやー、ちょっとね、アパートから出られなくて暇ひまだから、窓から石を投げて遊んだりしてたんだけど」

「原始人でももうちょっと高度な遊びをすると思うんですけど」

「結界があるとはいえ、そのくらいは許されているみたいだね。そうやって毎日、投げていたの。当たったところがクレーターになるのって面白いんだよ」

「ちっとも面白くはないですよ。大惨事ですよ」

「だけど、人に当てるのは流石さすがに私も望んでいないからね。適当に地図を見て、あんまり人がいなそうな場所を狙ねらって投げていたんだよね」

「……まさか」

「で、狙ったのは、まさに今、ソーイチに見せてもらった場所。実際に行ったことはないけど、そこに何かがあるんだったら、間違いなく破壊しているんじゃないかな」

「どういう偶然なんですか、それって！　そんな都つ合ごうの悪い奇跡があってたまるもんですか！」

「でもねソーイチ、誤解をして欲しくないんだけど」

「何ですか、いきなり真剣な顔になって」

「悪いのは、この世界の方なんだよ？」

「……はい？」

「だってね、たとえ私自身が窓から石を投げたとしても、そこに慣性の法則や重力が働かなければ、投げた石は目的の場所まで届かなかった訳だよね。それはつまり、この世界自体が滅びの道を選んでいるということであって、世界は滅びを望んでいる。だから、私は世界を滅ぼして良いってことだよね？」

「その理屈は絶対に間違っています。というか僕、今すぐに要石が無事かどうか確認をしてきます！」

　とにかく、エリカさんと話している場合ではなくなった。急いで靴くつを履はいて、玄関の戸へと向かう。

「お土産みやげは何でもいいよ」

「遊びに行くんじゃないですから!!」

「ポテトサラダって美お味いしいよね」

「絶対に買ってきませんからね！」

「私、ポテトサラダが大好きなんだ」

「絶対に絶対買ってきませんから!!」

　叫び、フダラク荘を飛び出した。

　どうにか、要石が無事であることを祈りながら。




　数十分後。

「……ダメでした」

「やっぱり、それがこの世界の選択ということだよね」

「だから、その理屈はおかし……いえ、もういいです」

「それでソーイチ、お土産は？」

「……はい、ポテトサラダ」

「わーい!!」

　喜んで食堂の方へと駆け出していくエリカさんを見送りながら、絶望的な気持ちで、手にしたデバイスの画面を見る。

　本日挑んだミッション、『要石のお手入れ』と書かれた欄らんに、真っ赤な色で大きく×印が書かれている。こちらに事実のみを突き付けてくるかのような、巨大なバツ。

　そう、必死の思いで向かった先で、要石は、その全すべてが粉砕されていた。

　というか、要石があったと思おぼしき場所自体、消失していた。辺り一帯がすり鉢状にえぐられ、そこに何があったのか分からない程に。

　勿もち論ろん、そんな状況で、要石のお手入れなんて、出来る筈もなく。

　要するに。

　最初のミッションは、失敗に終わったのである。




【ご機き嫌げんいかがご主人様。いやはや、やって下さいましたねご主人様。やらかして下さいましたね。全く、何を悠長にポテトサラダなどを買われているのですか。いかにふわふわのマッシュポテトにほんのり効いた酸味が素晴らしく、細かく刻まれた具がアクセントになっていて嬉うれしいといえど、そんな場合ではないのですよ。幸さいわいなことに、まだ初日のミッションです。要石が破壊されているというのは少し予想外でしたが、明日からまた取り返していけば良いと、シーちゃんは考えます。でもポテトサラダは美味しいですよね。ええ、本当に美味しいです】




【神様からメッセージが届いております。『ミッションの達成に備え、必要となるであろうアイテムを発送した。活用されたし』とのことです。どうやら明朝には何かアイテムが届くようです。ともあれ、私に出来ることでしたら、何でもお申し付け下さい】




【下記の書籍をお勧めさせて頂きます。『ＴＨＥ・ポテトサラダ』『ポテトサラダ記念日』の二冊となっております。どうぞ、ご覧下さいませ】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【災厄が訪れるまで　あと　４日　00時間　00分　00秒】




「……どうしよう」

　昨日も同じことを呟つぶやきながら悩んでいたような気もしますけど、残念ながら現実です。

　結局、昨日のミッションは失敗に終わってしまった。

　世界を救う為の大切なミッションを、一つ目の時点から失敗してしまったのだ。

　もう昨日は、食事も喉のどを通らず、ひたすら自分の至らなさを責め続けていた。その結果、気が付いたら眠ってしまっていたらしく、身体の節々がとんでもなく痛い。

　これはもう、神様からのお叱しかりどころか、天てん罰ばつを食らって存在を抹まつ消しようされるかもしれないという覚悟を決めながら、デバイスに届く定期連絡を見てみると。

　どうやら、ミッションの効果は段階的に及んでいくものらしく、一回の失敗でも、まだ挽ばん回かいの余地があるとのことだった。

「……良かった」

　とはいえ、もうこれ以上の失敗は許されない。

　そもそも、昨日のミッションは、失敗したというよりも。

「最初から、エリカさんの手によってミッションが既に失敗させられていたという感じでしたよね……」

　それは僕にはどうしようも出来ないやつですよ。どんなに凄腕のエージェントだったとしても無理です。さすがに、過去を変えることは出来ないので。

　だけど、今日のミッションは違う。

　恐らくは、昨日の失敗の分を織り込んだ上で、新たに設定されただろうミッション。実際に僕が触れて、そして乗り越えるべきものだ。これは純粋に、僕の行動によって成功か失敗かが決定されるもの。

　カウントダウンの数字が四日を切ったのと同時に、デバイスの画面に表示された本日のミッション、それは『要石の修復』というものだった。

　昨日のミッションで、この街に設置されていた要石は、エリカさんの投石によって破壊されてしまっていることが分かった。しかし、あの後の入念な調査の結果、壊れかけではあるが、奇跡的に、一つだけ反応が残っている要石があったのだ。

　一つだけでも要石が残っていることで、まだギリギリ結界としての効能があるのだという。その壊れかけの要石を修復するのが、本日のミッションである。

　午前中、世界を呪う日課をこなしていたエリカさんにそのことを話したら。

「そっかー、一個外れていたんだ。惜しいなー」

「いや惜しくはないです。九割破壊している時点でもう手遅れなんですよ」

「ふむふむ、じゃあその残りのやつにも、しっかり当てておかないとね」

「絶対に止めて下さい!!」

　もう二度とミッションを失敗する訳にはいかないので、必死に止めました。ついでにアパート内の手頃な石は片付けておいたので、万が一にも投石チャンスはない筈だ。

　さて、二日目のミッションに際しては、また別のアプローチが必要になる。

　以前読んだ『猿でも分かる百のことわざ』という本にも、押してダメなら引いてみろ、それでもダメならまた押せ、なんていうことわざが載っていた。要するに、色々な方法を試してみろ、ということなんでしょう。良く分からないけど。

　だから僕も、違った方法を試してみることにした。

　それが間違いだと思われる方法であっても、試してみるしかない。

　何の力もない僕にとっては、それが唯一の希望。溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ……もっとも、今回の場合、それは藁なんかではなくて。

　だから、勇気を出して。

「エリカさん」

「んー？」

「外の世界に出たくはないですか」

　そんな提案を、出してみる。

　果たして、鬼が出るか蛇じやが出るか。

　少なくとも、勇者が出ることは間違いないと思います。




「これを付ければ良いの？」

「はい、首に当てれば、自動的に付けられるようになっていますので」

　手元のデバイスに表示されている説明書を見ながら、エリカさんに指示をする。

　エリカさんは、うさん臭そうにそれを眺めていたが、やがて一つ頷うなずくと、それを自分の首に当てた。その瞬間、それは小さい音を立てて、エリカさんの首に巻き付いた。そして僕の持っているデバイスに、『封印完了』の文字が躍おどる。

「無事に、完了しました」

「ふーん……特に、何かが変わったって気はしないんだけどね」

　エリカさんの首元に取り付けられた、それ。一見して、銀色の細い首輪にしか見えないそれは、しかし強大な力を秘めた、神様謹きん製せいのアイテムである。

　首輪型封印拘こう束そく具ぐ『デモンズシール』。

　この首輪を付けられたものは、たとえどんな強大な力を持っていようとも、その力を抑え込まれることになる。世界を滅ぼせるほどの力を持っていても、蟻ありも殺せないほどにまで弱体化するのだ。本人の同意なしには効果を発はつ揮きしない、という点はあるものの、一度付ければそれで終わりの、凄すさまじい力を持った首輪。

　それが、エリカさんの首に今、付けられた。エリカさんは鏡に映った自分の姿を見ながら、全身を色々と動かしている。

「何だか軽くて、あんまり付けているって感じがしないね」

「効果は本物だという話です。何でも深夜番組『神ネット　ＫＡＴＡＮＡ』でも数か月連続ベストセラーになる程、大人気の逸いつ品ぴんだとか」

「何に使うのかな、こんなの」

「何に使うんでしょうね……」

「いかがわしいことかな」

「……そうかもしれませんね」

「エロ同人みたいに!?」

「何でそんなに嬉しそうなんですか!!」

　とにかく、その効果は確かなものだという。それこそ、その強大な力故に封印されているものであっても、その封印の結界を容易たやすく越えられるようになる程には。

「これでエリカさんは、アパートの外に出ることが出来ます」

「うんっ！」

　確かにエリカさんのせいで、一つ目のミッションは派手に失敗したし、そもそも彼女自身の性格に重大な問題が見え隠れしている気もするけれど。それでも、エリカさんは手伝ってくれると、そう言ったのだ。

　だから、エリカさんの力を借りることは、可能だ。

　しかしそれには、一つ問題がある。エリカさんをこのフダラク荘に縛り付けている結界のことだ。

　世界を逆恨みするエリカさんを外に出すのは問題があると、神様によって設定された結界。それがある限り、エリカさんは外に出ることが出来ず、従ってミッションの手伝いをしてもらうことも出来ない。

　その、筈だった。

　今朝、神様から送られてきた荷物。そこにはこの首輪『デモンズシール』を始め、いくつかのアイテムが入っていた。何でも、『時空お急ぎ便』とかいうものがあるらしく、注文した二秒後に配達に来るという反則技でお届けしてくれるのだという。

　この首輪は、フダラク荘の結界内では効果を発揮しないが、装着者が一ひと度たび結界から出れば封印が働き、弱体化させる。つまり、これさえあれば、エリカさんは外に出ることが出来るのだ。まあ、エリカさんの言動を考えると、若干不安ではあるけれど。

　ともあれ、こうして神様が送って下さった首輪は無事に届き、エリカさんに付けることも出来た。

　後は、その効果を試してみるだけ。

「こうして首輪を付けていると、ソーイチの奴ど隷れいに成り下がったみたいだね」

「別に奴隷とかじゃないですよ!?」

「だけど、いつまでも大人しく奴隷のままでいるなんて思わないでよね。いつの日か私は、荒ぶる猛犬と化して、飼い主の喉を嚙み千切ってみせるんだから」

「怖い!!」

「その時までは大人しく、奴隷の身に甘んじてあげるよ!!」

「だから違いますって!!」

　奴隷とか、そういうのじゃないんです。本当ですよ。




「じゃ、じゃあ、外に出てみるよ」

「は、はい、そうですね」

　珍めずらしくも緊きん張ちようした様子のエリカさん。

　といっても、緊張しているのはエリカさんだけではなく、僕も同じだ。ここで首輪が上う手まく働かなくて、アパートの結界と嫌な感じに反応して、結果エリカさんの身体が大変なことになったりしたら、僕はどうしたら良いんでしょうか。

「ほ、本当に大丈夫なんだよね？」

「……はい、その筈です」

「これも含めて、あのヒゲが仕掛けた罠わなで、この玄関を抜けた瞬間に上からギロチンの刃が落ちてくるとか、そういうことはないんだよね？」

「どうしてそんな怖いことを考えられるんですか！　ないですよそんなこと!!」

「だって私、やられたことあるもん」

「あるんですか!?」

「うん、家の中に入ったら、タンスとかツボとか沢山あったから、ワクワクして調べたのに、見つかったのは薬草一つきりで。腹いせに、家の人に向けてツボを全て投げつけた後、体力満タンなのに拾ったばかりの薬草を、目の前で使ってみせたんだよ。そしたら、次に寄った時は、入り口にギロチントラップが仕掛けられていたの」

「それは流石にエリカさんの方に問題があるんじゃないんですか」

　家の人もお気の毒に。

「それ以来、私は、どんな玄関をくぐる時にも、先に他人を突き飛ばしてから通るようにしていたんだけど」

「やられる方はたまったものじゃないですね……」

「じゃあ、ソーイチはそこに立ってね」

「突き飛ばすつもりだ!!」

　いや、こんな所にギロチンがある訳ないので、突き飛ばされるのは構わないんですけど……本当にギロチンとかないですよね？

「えいっ」

「うわぁっ!?」

　不意を衝つかれ、背後から押される。

　しかし、何ともない。ギロチンが落ちてくる気配はない。出た場所に落とし穴があるということもない。

「ほ、ほら、別に何ともないですよ」

「……まだ信じられないから、誰か連れてきてよ」

「だったら僕が何度でも試してみますから！　どうか信じて下さい!!」

　その後、玄関を挟んで反復横跳びをする僕だった。何でこんな体力測定みたいなことをやる羽は目めになっているんでしょうか。

　そんな、無意味に疲れることをしていたら。

「あっ」

「どうしたんですか」

「ソーイチの体力測定を出来るだけ近くで見ようとしているうちに、いつの間にか玄関を越えていたよ」

「………………」

　そんな、無意味な結果に終わった訳ですけど。もう本当、高く拳こぶしを振り上げたい気分ですが、エリカさんが無事に玄関を越えたので、良しとします。




　そうして二人で、街に繰くり出だした。

「これが、外の世界なんだ」

「そうですね……どうですか、フダラク荘の外に出てみた感想は」

「んー、まだ分からないかな。でも、凄く開放感があって、良いと思うよ」

「それは、良かったです」

「でも、無駄に高い建物とかは要らないと思わない？　ううん、そもそも建物なんて別になくても良いよね？　私に任せてくれれば、一瞬でやってあげるよ」

　最後の台詞は聞かなかったことにします。

　さて、一応は事前に色々と調べ物をしていたとはいえ、こうして実際に街を歩いて回るのは、僕にとってもほとんど初めての経験だった。だから、デバイスに表示されている地図を頼りに、昨日も歩いた道を辿たどっていく。

　そうして、今日のミッションを達成しようと必死だったから。

　エリカさんの言葉に対する反応が、遅れてしまった。

「ねーねー、ソーイチ」

「痛ッ!?　何ですか」

「……さっきから話し掛けているのに、なかなか反応してくれなかったから、もうその耳は要らないよね」

「要りますよ！　そもそも、今のエリカさんに、そんな力って残っているんですか」

「この首輪のせいで力が抑えられているから、多分無理だと思うよ。やってみてもほら、耳は取れないから」

「いたいいたいいたいいたい」

　僕の耳を両手で摑んで引っ張ってくるエリカさん。確かにちょっと痛いけれど、それだけで済んでいる。本気のエリカさんの力だったら、今頃僕は耳なし総一になっていたことでしょう。何だ耳なし総一って。

「ああもう、放して下さいって」

「はあ、ソーイチ如ごときに振り払われるなんて、もう私もすっかり鈍なまっちゃったのかな」

「それは違います！　あくまでも首輪の力で弱体化しているだけであって、エリカさんの力には一点の曇くもりもありません！　立派な勇者としての経歴に、傷が付くことなんかないんです！　自信を持って下さい!!」

「……本当に？」

「本当です!!」

「じゃあ、私がこうして苦労しているのに、呑気のんきにあくびなんかしていた犬にカチンと来たから、食べていたドッグフードを奪うばい取とってきたけど、良いよね？」

「今すぐに返してきて下さい」

「意外と美味しいよね。マヨネーズがあれば、もっと美味しいかも」

「返してきて下さい!!」

　ちゃんと犬のところにドッグフードは返しました。

　憧れていた勇者様がドッグフードを食べているなんて、もう正直言ってショックです。ダメ人間なのはもう諦あきらめ……いや諦めるのはまだ早い……でもダメ人間ですよね……一応受け入れますけど。

　何というか、不安しかない。

　本当に、世界の滅亡というものに対して、これから向き合っていけるのか。

「あの、エリカさん。ちゃんと手伝ってくれるんですよね？」

「それはもう、私の全力をもって、手伝ってあげるよ。といっても、いまの私はすっかり弱っちゃって、何も出来ないと思うけど」

「そんなことはないですよ！　エリカさんの、勇者としての経験は、ミッションを遂すい行こうする上で大きな助けになってくれます！　ですから、たとえ首輪の効果で弱くなっていても、そんなことは関係ありません!!」

「そ、そうかな」

「そうですとも!!」

「で、今日やるミッションって、何だっけ」

「要石の修復です」

「……はぁ」

　そこで、露ろ骨こつにテンションの下がってしまうエリカさん。

「私が、一時期は伝説の勇者としてバリバリ鳴らしていた私が、要石の修復なんてしょぼいことをするんだ」

「で、でも、大事なことですよ!!」

　確かに、勇者様のやることとして、石の修復というのはいかにも地味過ぎる。だけどそれもミッションの一つなので、疎おろそかには出来ない。だからエリカさんにも、真剣に手伝って欲しいと思います。

「いやいや分かっているんだよ。確かに私は勇者だったけど、今の私は周りに迷惑を掛けるだけの存在になっているんだから、首輪でも付けてちょこちょこと石の修復をして余生を過ごせってことだよね」

「そこまで極端なことは言ってないですよね!?」

「ソーイチも無理しなくていいよ。どうせ私は、そんなちっぽけな存在だよ。だけど、石の修復屋に成り下がった私にも、意地ってものがあるんだから。一つの石を修復する間に、二つの石を破壊してみせる!!」

「そんなこと止めてくだ……二つの石ってどういうことですか!?」

「そうだね、もう河原にある石という石を壊すよ」

「どんな意味があるんですかそれ……」

　あまりにもしょぼ……じゃなくてスケールの小さなエリカさんの言葉に、普段のような強いツッコミを入れる気にもならない。ドッグフードの件もそうだったけど、エリカさんが首輪によって弱体化していると、逆恨みの度合いも弱体化するとか、そういうことなんでしょうか。

「ほら、さっさと、その要石を直しに行こうよ。勇者としての旅の途中で、そういう結界は何度も見ているからね。私ならきっと直せるよ」

「そうだといいんですけど」

「ほら、こうして接着剤も持ったし」

「まさかそれで直すつもりですか!?」

　工作の授業をやりに行くんじゃないんですよ。

　しかしエリカさんは、自慢げに接着剤を手にしている。どう見ても、そこら辺のコンビニで売っているようなものですけど。

「その『エブリクッツーク』って、普通の接着剤じゃないですか」

「えー、私が以前に、シンタローの大切にしているデータの入ったメモリーカードを壊しちゃった時にも、ちゃんと接着剤で直したよ？　何故かシンタローは泣いたままだったけど、他の住人からは褒ほめられたもん」

「……それ、メモリーカードの画像に、写したらいけないものが写っていたからじゃないんでしょうか。何というか、倫理的にいけない感じのやつが。だから、むしろ壊したことを褒められたんじゃないでしょうか」

「他にも、お饅頭を接着剤で直したり」

「饅頭は接着剤で直すものじゃないですよね？」

「あ、ボンドの方が良かったのかな？　白くてマヨネーズにもちょっと似てて、美味しそうだもんね」

「そういうことじゃないです」

「まさか、米粒で接着しろって言うのかな。私、パン派なんだけど」

「何でわざわざそんな家庭的な直し方なんですか。『週刊・俺のおふくろの知恵』に載っていた奴ですよね、それって」

「その雑誌って、肝心のおふくろの知恵のネタが足りなくなって、途中から『月刊・俺の親父おやじの知恵』にタイトルが変わった奴だよね。『家族にリストラがばれないようにする方法』とか、内容が一八〇度転換しちゃって、クレームが殺さつ到とうした奴」

「まあとにかく、饅頭に接着剤は無理です」

「そうかな。接着剤の凄さを、ソーイチは分かっていないだけだと思うよ。ほら、トカゲの尻尾しつぽだって」

「……ちょっと待って下さい。直したんですか？」

「直ったよ」

「それって、フダラク荘に住んでいらっしゃるクロさんの尻尾じゃないですよね!?　まさか同じ英雄の尻尾を、接着剤で直したんですか!?」

「いやー、この世界の技術って凄いよねー」

「こんなことで技術の凄さを知りたくはないんですよ!!　ああもう、エリカさんに頼むのが間違いだって気がしてきました!!」

「ソーイチの腕も、すぐくっつくよ」

「……それ、僕の腕が一度取れないと、分からないことですよね？」

「取るくらいだったら、今すぐにでもやるよ？　首輪はあるけれど、腕くらいもげないと、勇者として失格だもんね」

「絶対に止めて下さい」

「ほら、ちょっと力を込めるだけで、もぎゅっと」

「軽い口調の割に起こっていることが酷ひど過すぎる……やっぱり、エリカさんに結界のことを任せる訳にはいきません！　僕がやります!!」

「やっぱり私の助けは要らないんだ。私の助けなんか、要らないって突き放すんだ。だったら、私の助けが要るって泣いてお願いする時まで、邪魔をしまくってあげるよ。石を直しているソーイチを後ろからくすぐったり、耳元で囁ささやいたり、怪しい踊りをしたりして邪魔してあげるんだから」

「お願いですから、邪魔しないで下さい……」

　と、エリカさんが突然立ち止まった。

「エリカさん？　どうしたんですか？」

「えっと、そこにあるのが、直すっていう要石だよね？」

「はい、確かに。地図の上ではそうなっていますけど」

「……ソーイチ、その要石が、ね」

「はい？」

「さっき私がドッグフードを奪った犬が仲間を引き連れてやって来て、要石をくわえて持って行っちゃったけど、その場合はどうなるのかな」

「えっ？」

「あ、今その要石を、犬が川に捨てた。あー、流れてる流れてるー。あ、途中にある大きな石にぶつかって砕け散った。バラバラになっちゃったね。えっと、この場合はどうなるのかな？」

「……………………えっ」

　見れば、昨晩の雨でかさを増している川が、僕の目の前で轟ごう々ごうと流れている。

　どうなるのか、デバイスの画面を確認してみたら。

　二日目のミッションの欄には、見事な×印が付いていたのであった。

　もう完全に失敗ですね。




【新緑の候、ご主人様はますますご清栄のこととお喜び申し上げます。世の中、形あるものはいずれ壊れる定めを持っており、ただその時が来るのが遅いかどうかです。しかし、世界を滅びから救う使命を与えられているご主人様が、たかが要石の一つすら滅びから守れないというのは正直どうかと、シーちゃん、ちょっとドン引きです、ご主人様と呼ぶことを躊躇ためらいそうになりそう……と、失礼しましたご主人様。思わず落胆がストレートに出てしまいましたが、大丈夫ですよご主人様。まだミッションは残り三つもありますので、お気になさらずに頑張って下さい、ご主人様】
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【災厄が訪れるまで　あと　３日　00時間　00分　00秒】




「……はぁ」

　三つ目のミッションは、『今日中に封印の呪文を唱えよ』というものだった。

　何でも、この元紘町にある霊的に重要なポイントにおいて、封印の呪文を唱えることで、結界の強度が増すのだという。

　その結界はもう完全に壊れちゃってるんじゃないでしょうか、という疑いはあったけれど。改めてミッションという形式で現れたということは、一応の効果は期待出来るということなんでしょうか。

　呪文を唱えるべき場所は、デバイスに表示されている。エリカさんによって壊された、複数の要石に囲まれた位置にある、小高い丘の上。

　そこに行って、ミッションの連絡と共に送られてきた呪文を数行唱えればいい。ただ、それだけだ。

　ただし、問題なのは。

「この呪文、なんて書かれているんでしょう……」

　一応、神様の元にいた時に、呪文についても勉強はしている。魔法を使うことは出来なくても、簡単な呪文を読む程度のことは出来る筈だ。しかし。

「よ、読めない」

　デバイスに表示されている呪文は、ただの記号の集合体にしか見えず、何を意味しているのかどころか、何が書かれているのかすら分からない。

「そういえば、確か……」

　ある難度以上の呪文は、一定以上の魔力資質を持たないと読むことすら出来ないと、以前に読んだ『浮世絵で分かる呪術体系』にも書かれていた。

　つまり、今回もまた、エリカさんの勇者としての力が必要となるということで、頼みに行ったものの。

「筋肉痛で動けないよ」

「あれだけで!?」

　同行を願おうとしたエリカさんは、フダラク荘の共有リビングに置かれたソファから、顔も上げずに断ってきた。

「何だかこの首輪、凄く身体に負担を掛けるんだよね。だから今日の私は、このソファから一歩も動けないよ。仕方ない、妄想の中で世界を焼き尽くすことだけに集中することにするから滅びろ滅びろ滅びろ」

「出来れば妄想の中でも止めて欲しいんですけど……」

　どうやらエリカさんは動くことが出来ないらしい。まさか、『デモンズシール』による封印の反動が、そこまでとは思わなかった。エリカさんがダメならどうすればいいか、そんなことを考えながら、フダラク荘の中を歩いていると。

「魔法なら私にお任せよ!!」

「うわぁ!?」

　突然、饅頭の諒子さんが肩に乗ってきた。

　いかんせん饅頭に乗られる経験がないので、とてもびっくりしました。

「……急にどうしたんですか。諒子さん」

「いや、君がヒゲからのミッションを拝はい領りようしていると聞いてね？　このセクシーギルティな私が、ちょいと手伝ってあげようと思った訳よ」

「それはありがたいんですけど……うーん」

　何だか、不安が拭えない。少なくともこのフダラク荘の住人に対して、疑うということを覚えた辺り、僕も世間ずれしたのではないかと思います。

　諒子さんは、快活そうにぴょんぴょんと跳ねている。

「ほら、偶たまにはこうして魔法少女らしいことをしておかないと、自分が魔法少女だっていうことを忘れちゃうものねぇ」

「今のままでも、十分に忘れていると思いますけど……だって饅頭ですし」

「とにかく、魔法に関係するミッションとあれば、どーんと私にお任せよ！　どんな難解な呪文でも、たちどころに読んで唱えて詠唱してあげるから!!」

「色々と言いたいことはありますけど、でも、手伝ってくれるのは助かります」

「任せなさいっ！」

　こうして、諒子さんを肩に乗せて、目的の場所、元紘町の中心部にある小高い丘の上へと向かうこととなった。

　道中で、街の人々からそれはもう、不審げな視線を浴びせられ続けましたけど、どうやら饅頭を肩に乗せる風習はこの世界にないらしいですね。知っていたけど!!

　まあ、僕の羞しゆう恥ち心しんがどうにかなるのは、別に構わない。

　大事なのは、ミッションを無事に達成することなのだ。




　そうして、目的地である丘の上に到着した。

「では諒子さん。早速ですけど、この呪文を唱えてくれますか」

「はいはーい、私にお任せ！」

「お願いします!!」

「いくわよ!!」

「はい!!」

「…………」

「…………」

「………………」

「………………どうしたんですか」

「いや、ちょっとド忘れを」

「だから言ったじゃないですか!!」

「違うわよ違うわよ!?　君が思っているのと違うのよ!?　き、今日はちょっと調子が悪いっていうか、ほら、今日は白しろ餡あんの日だから無理なのよ！」

「一体どういう理屈なんですかそれは!?」

　まさか、餡によって、使える呪文が異なるとでも？

「あーあー、惜しいなぁー!!　これがもし桜餡だったら、もうたちどころに唱えられたのになー!!　全く惜しいことをしたなー!!」

「……じゃあ、桜餡のお饅頭を買ってくれば、唱えてくれるんですね？」

「あーあーあー！　それが、本場の桜餡じゃないと無理ー!!　伝説の餡職人、人間国宝の佐さ藤とうさんが作ったやつじゃないと無理なのよねー!!　かぁーっ、全く惜しいことをしたものよねー!!」

「あの、諒子さん。念の為に確認しますけど、その佐藤さんが作った桜餡さえあれば、本当に呪文が唱えられるんですよね？」

「当たり前よ。私を誰だと思ってるの？」

「いや、誰だか分かっているから若干の不安感が拭えないんですけど……分かりました。少し待っていて下さい」

　僕は、デバイスを取り出し、この世界における伝説の餡職人、人間国宝の佐藤さんの連絡先を調べる。ほんの一分も掛からずに電話番号を調べ上げた僕は、即座に佐藤さんに電話を試みるが。

【餡の道を追求する為、しばらく海外の山に籠もります。御用の方は諦めて下さい】

　と、留守番電話の応答メッセージが無情にも流れるだけであった。

　電話片手に、チラリと諒子さんの方を見れば。

「佐藤さんの桜餡があればなー！　惜しいなー、佐藤さんの桜餡があれば一発なんだけどなー！」

「ああもうっ！」

　僕は、デバイスを強引に摑むと、人間国宝である佐藤さんの情報を徹底的に調べ上げる。佐藤さんの製餡における趣味嗜し好こう、過去の山ごもりの遍へん歴れきに渡航歴、最近の悩みや人間関係などなど。それらから、現在の佐藤さんが籠もっているであろう、海外の山の候補をはじき出す。

　たとえどんな犠ぎ牲せいを払ってでも、佐藤さんを見つけ出し、諒子さんの為に桜餡を作ってもらわなくてはならないのだ。今、この世界は人間国宝の佐藤さんの両肩に掛かっていると言っても過言ではない。

「たっべたいなー♪　桜餡が食べたいなー♪」

　全身を震わせながら、陽気に歌など歌っている諒子さん。待っていて下さい。必ず、唱えさせますからね！




　結果から言うと。

　デバイスの力もあり、人間国宝の佐藤さんと連絡を取って、無事に桜餡を手に入れることは出来た。お目当ての桜餡に諒子さんもご満まん悦えつで、無事に呪文を唱えてもらうことが出来た。

　そう、何もかもが上手くいったのだ。

　ただ一つ。佐藤さんが納なつ得とくのいく桜餡を作るのに付き合っていたら、日付が変わってしまっていたことを除けば。

　今回のミッションの内容は、『今日中に封印の呪文を唱えよ』。

　つまり、失敗だった。




【ごきげんようご主人様。ご主人様のおかげで、人間国宝の佐藤さんについては、シーちゃん大分詳しくなりました。ご存じですかご主人様、人間国宝の佐藤さんは、元々は餡子が大好きな幼なじみに振り向いてもらいたくて、餡子作りを始めたそうですよ。でも、佐藤さんがいっぱしの餡子を作り上げられる職人になった時には、その女の子はむしろ餡子を憎むようになっていました。それはそれは酷い悲劇が、彼女の身に降りかかったのです。しかし、佐藤さんはそれでもくじけることなく、その方の為に餡子を作り続け……と、流石に余談でしたね。この続きは『餡道一直線』に書かれておりますので、宜よろしければどうぞ】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【災厄が訪れるまで　あと　２日　00時間　00分　00秒】




　四つ目のミッション。

「…………はぁ」

　鏡を見ると、そこに死んだ目をした誰かが映っていた。僕です。全身を、気け怠だるさが支配している。はっきり言って、気力だけで動いているような状態だった。

　ここまで、ミッションが失敗続きだったことが、本当にショックだった。それでも、それでもと自分に繰り返し言い続けて、どうにか身体を動かし、ミッションを遂行しようとする。

　ちなみに、ミッションの失敗に絶賛関与しておられるところの、フダラク荘の英雄達はといえば。

「私はまだ筋肉痛が抜けなくて」

「そうね、私も無理な外出の結果、皮が乾いて力が出ないのよね」

「はぁ……」

　エリカさんも諒子さんも、そんな感じでリタイアです。

　とにかく、今日こそ、失敗は許されない。この決意、昨日もしたような気がするんですけど。

　デバイスに表示された本日のミッションは、『本日中にドラゴンの生き血を入手し、要石の存在した場所に撒まけ』というものだった。そうすることで、結界はその効力を取り戻すという。

　しかし。

「ドラゴンって……」

「Sake……」

　いますね、そこに。

　食堂のテーブルの上に乗って、おちょこに入っている日本酒をぺろぺろと舐なめているトカゲのクロさんが、そこにいます。

「いや、都合の良いことに、ここにドラゴンがいる訳ですけど。これで、ミッション達成なんでしょうか」

　正直、ここまで全て失敗しているので、そんなに簡単に行くとは思えない。しかし、本当にミッションがこの通りだとしたら、今度こそ何とかなるのではないか。三連続失敗という汚名を、返上出来るのでは。

　とりあえずは、元・最強のドラゴンにして、現・アルコール漬けのトカゲである、クド＝ロンバルディア様の方に手を伸ばそうとして。

「それは無理な話ね!!」

「やっぱり入りましたね邪魔。どうしてですか」

　急に、諒子さんがそこに飛び込んできたのだった。

「皮が乾いているんじゃなかったんですか」

「そこはほら、お肌の保水力を増す魔法を使って、何とかしたわよ」

「そんなピンポイントな魔法があるんですか？」

「そうよ、別名、化け粧しよう水すい」

「魔法じゃない!?」

　化粧品会社の企業努力の結晶ですよね。それにしても、目の前にミッションクリアのヒントがあるというのに、どうして邪魔をされたのだろうか。

「無理な話って、どういうことですか」

「確か、そのミッションはドラゴンの生き血が必要とのことだったわね。そして、ここにはトカゲにしか見えないとはいえ、一応ドラゴンらしきものもいる!!」

「らしきもの、って……」

　断言して下さいよ。

　そこは一応断言してくれないと、色々とまずいんじゃないですか。

「ええ、今でこそこんな姿をしているとはいえ、クロさんはドラゴンには変わりないものね。今すぐにこのトカゲを斬きるなり断つなり断裁するなりすれば、生き血くらい、いくらでも手に入ることでしょう!!」

「そんな言い方は止めて下さいよ!!　そこまで強引にやるつもりはないんですから!!」

　ミッションの為とはいえ、そこまで乱暴なことをするつもりはない。本当ですよ？　ちょっとくらいは痛いことをするかもしれませんけど。

「しかし、ダメなのよ！　クロさんの生き血では、無理なの！　なぜならば!!」

「なぜならば？」

「なぜならば!!」

「いや、もったいぶっていないで、早く言って下さい」

「そこなクロさんの血は、血中アルコール濃度が高過ぎて、もうドラゴンの血とは呼べないものになってしまっているからよ!!」

「……はぁ？」

　どういうことですか、それ。

「アルコールを摂取し続けていた結果、クロさんの血液は、最早魔力の欠片かけらもない、単にどろっとしただけの液体になってしまっているの！　よって、とてもミッションに使えるものなんかじゃないわ!!」

「いや、ミッションに使えないということは問題ですけど、どろっとしていることも結構な問題じゃないでしょうか。明らかに不健康の極みですよね。この間読んだ『あるあるないない大辞典』にもそう書いてありました」

「本の内容を鵜う呑のみにしたらいけないわ」

「誰に言っているんですかそれ」

「まあそんな感じで、凄く不健康なのよ。だから多分、クロさんの血液を採取しても、ミッションの為には使えないと思うわよ？　どうしてもというなら、試してみても良いけど……」

「はい、一応試しておきたいです」

「だけどクロさんってば、いつかトカゲドックに行った時の注射がトラウマになっているから、そう簡単に血を手に入れられるとは思わないことね。きっと死ぬ気で抵抗するんじゃないかしら」

「So you god」

「今ちょっと日本語っぽく喋りませんでした？　って、トカゲドックって何ですか」

「それはもう、トカゲドックよ。ちなみに饅頭ドックもあるわ」

「……それって、和菓子屋の新製品の名前とかじゃないんですか？　饅頭の健康なんて気にしたってしょうがないですよね？」

　糖度とか、皮の厚さとかを調べるんですか。

「とにかく、トカゲでは無理なの。ああ、出来ることなら、この私の、饅頭の血でどうにかしてあげたいところなんだけど。この私の芳ほう醇じゆんな血を、いくらでも提供してあげるんだけど！」

「饅頭の血って何ですか!!」

　とにかく、クロさんの血液は、ミッションに使うことが出来ないのだという。

　そして当然ながら、ドラゴンなんて存在が他にいる訳もない。念の為、デバイスで確認をしても、本日中にドラゴンの生き血を手に入れる手段は見つからない。ドラゴンって本来レアなものなんですよ。間違っても、テーブルの上にひっくり返って酒を呑のんでいるようなものではないんですよ。

　要するに。

「まさか、また失敗なんですか……!?」

　僕の絶叫が、フダラク荘に響き渡る。そんな僕を無視するように、好き勝手している英雄の皆様。

　もう、これ、どうしたらいいんですか。教えて下さい、神様。




【ハローご主人様。いやはや、まさかここまで失敗続きだとはシーちゃん思いませんでした。客観的に見て、ご主人様はそこそこ有能な方であり、どんな物事も、そこそこ上手く解決をなさると考えていたのですが、シーちゃんの考え違いだったのでしょうか。それとも、所しよ詮せんはそこそこ止まりだったのでしょうか。あ、これは別に嫌味ではなく、叱しつ咤た激げき励れいと考えて頂ければ幸いです。流石シーちゃん、ご主人様の精神的ケアも忘れないとは、デバイスの鑑かがみですね。ともあれ、明日のミッションが、最後のミッションとなります。どうか、ゆめゆめ失敗なさいませんようお願い致します】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【災厄が訪れるまで　あと　１日　00時間　00分　00秒】




「もうダメだー。おしまいだー」

　まさか、こんなことになってしまうとは。

　デバイスの画面に並んでいるのは、四つの×印。ここまで、全てのミッションが失敗に終わってしまった。残されたミッションは、一つだけしかない。

「ミッションを段階的にこなしていくことで災厄を回かい避ひする筈だったのに、ここまで全部失敗しちゃっているんですよ。普通に考えたら、もうどうにもならないでしょう、これって!!」

「終わりよければ全てよし、って言うじゃない。だからまあ、最後の一つを何とかしたら、それで何もかも上手いこと行くんじゃないかしら」

「随ずい分ぶんと前向きですよね……」

　少なくともミッション失敗の一つは、諒子さんが原因だったような気がするんですけども。しかし諒子さんは、いつもと変わらない様子で跳ねている。

「まあ、君にやれることをやるしかないわよ。どんな魔法にだって、未来を変えることは出来ないんだから。だから人は、今日の自分に出来ることを精一杯やって、明日に繫つなげていくのよ」

「どうして今になってそんな良いことを言うんですか……？」

　今更言われても、素直に感動出来ないです。

　もうちょっと早めに言ってくれると、諒子さんに対する印象も変わったと思いますけど。ついでに、饅頭に人間のことを語られることに、若干の違い和わ感かんがあったりもしますよね。

「ほら、元気出しなさい!!」

「明日世界が滅ぶかもしれないっていうのに、どういう感じで元気を出したらいいんですか」

「明日のことは明日考えるのよ！　そう、明日発売の饅頭を、明日食べるように!!」

「ごめんなさい、意味が分からないです」

　本当に意味が分からないけれど。

　それでも、今日一日を頑張って、最後のミッションに挑もう、というくらいの元気は出たようだ。これが諒子さんの狙いだとしたら、それはもう感服するしかないんですけど、そんなこともないんだろうなぁ……。

「さて」

　とにかく、自分に出来ることを、やるしかない。

　気合いを入れ直してデバイスで確認した、最後のミッションは。

「……これって」

　一瞬、意味が良く分からなかったけれど。

　しかし、デバイスに表示されていることは絶対で。

　だから今日僕がやるべきなのは、確かにその内容。

　大きく表示されているのは、『勇者と共に、元紘町を歩き回れ』というものだった。




「……どうして、こんなミッションになったんでしょうか」

　これまでは一応、何かをして結界を守れ、というような内容のミッションで、滅亡に対応しようという意志が感じられるものだった。

　しかし、最後のミッションの内容は、単に街を歩き回れ、というもの。結界を何とかしろ、という指示は入っていない。しかも、勇者……エリカさんと共に。

　エリカさんと一緒に街に出ることが、どうして世界の滅亡を防ぐことになるのか。

　何しろここ数日で知ったエリカさんの本性とは、とにかく何にでも逆恨みをぶつけて、その恨みを実現するだけの力を秘めているという、相当な危険人物だということ。だからエリカさんと外に出ることが、どう滅亡の回避に繫がるのか、さっぱり見えてこない。

「まあ、考えていても、仕方がないですね」

　とにかく、当の本人に話を聞いてみると。

「うん、いいよ」

　と、あっさりと返事をしてくれた。どうやら筋肉痛も治っているらしく、今日も玄関で元気に呪のろいの言葉を呟いていた。それを見て元気だと表現してしまう僕ですが、すっかり慣れちゃったということなんでしょう。

「いまいち意味は分からないですけど、とにかく、それが本日のミッションの内容になっているんです。エリカさんと共に、街を歩けと」

「へえ、っていうことはつまり、時が来たということだよね？」

「時、ですか」

「この私の恨み辛つらみを、世界にぶつける為のエックスデイが来たっていうことなんだよね？」

「違いますよ？」

　このフダラク荘に来た頃の僕だったら、もっと大仰に『そんな訳ないじゃないですかー!!』くらいの勢いのあるツッコミを入れていたような気がしますけど、現状の僕の気力ではこれが限界だったりします。あんまり強く言っても、どうにもならないことを学習してしまったというか。現実を知ってしまったというか。

「街を歩き回れというミッションは来ていますけど、恨みをどうにかしろ、なんてことは書いていないですからね」

「え、じゃあ、私は何をすればいいの？」

「何をすればいいんでしょうね……」

　何をするべきなのか真剣に分からない、というような顔で首をかしげるエリカさん。正直、僕も同じ気持ちです。

「とにかく、行ってみませんか」

「うん、まあ、ソーイチと出かけるのは嫌いじゃないから、構わないよ」

　エリカさんの了承も得られたので、早速ですけど、出発しましょう。

「あ、首輪はやっぱり、付けて行くんだよね？」

「まあ、そうなりますね」

「といっても、この首輪、取れないんだけど」

「呪いのアイテムみたいですね……」




　そうして二人、僕とエリカさんで、元紘町を歩いて回ることにした。

　ついこの間、二つ目のミッションをクリアしようとした時には、ミッションのことばかり考えていたので、落ち着いて街の様子を見ることはなかった。だけど今回は、明確な目的がなく、エリカさんとただ街を回るということで、妙に緊張してしまう。ついつい、色々な景色に目移りしてしまうのだった。

　そうして、周りを見る余裕が出ることで。

　分かってしまうのは、周囲の人々からこちらへと向けられる視線があるということだった。じっと見られている訳ではないものの、密ひそかに僕達を窺うかがうような視線が、ひしひしと向けられているのを感じる。

　その理由はといえば。

「私が首輪を付けているからだよね」

「言いにくいことをバシッと仰いますね……」

　まあ、他に理由はないと思います。ひょっとしたら、エリカさんが人並み外れた容姿をしているということもあるかもですけど。

　少なくともこの世界において、首輪を付けるということが、ノーマルではないということは僕も良く知っている。デバイスに勧められて読んだ『マッゾマックス』という小説では、日常的に首輪を付けている登場人物がいたけれど、あれって絶対に普通じゃないですよね。

　耳を澄ませば聞こえてくる、声また声。

「あれは、あのアパートの住人……」

「男の方は、最近引っ越してきたらしい……」

「いつも問題ばっかり……」

「子供を監視していて……」

「首輪を付けて連れ回すなんて変態……」

「ちょっと興こう奮ふんしてきたよ……」

　などと、色々な声が聞こえる。というか、最後の方は色々と大丈夫ですか。

「僕の気のせいならいいんですけど。フダラク荘の住人に対する文句が、色々と混じっていないでしょうか」

「あー、そうだね、フダラク荘の皆は、近所で噂うわさの存在だからね」

「それ絶対に、良い噂じゃないですよね」

「主に私とシンタローがやらかすんだけどね。ちょっと地震を起こしたり、ちょっと警けい察さつの介入を招いたりもするけれど、基本的には気の良い連中だよ」

「気の良い連中はそんなことしません……」




　ミッションの指示の通りに、この街、元紘町を歩き回る僕とエリカさん。

　特に目的地がある訳でもないので、ぶらぶらと、気の向くままに歩く。首輪に対する声も、いつの間にかすっかりなくなった。

　さすが現代、こういったものをファッションとして受け入れてくれるらしいです。ファッション雑誌『メンズ怨おん々おん』にそう書いてありましたから、僕知ってます。

　そんな中、エリカさんの言動は、やっぱりおかしなものだった。首輪のおかげで弱まっているとはいえ、その言動は色々と突き抜けていて。




　例えば、たこ焼きを売っている屋台に寄ってみれば。

「タコが一つでも入っていないようなことがあれば、ここら一帯を滅ぼすから」

「たこ焼き屋の方！　たこ焼き屋の方!!　ちゃんと入れましたよね!?　入れないと大変なことになりますよ!?」

「食べ物の恨みは一番強いんだよ。タコの恨みは、タコで晴らさないと。よって、この首輪がなかったら、どっかの世界からでかいタコ型モンスターを連れてきて、けしかけるからね」

「ほらエリカさん、ちゃんと全部にタコが入っていましたよ!!　確かめました!!」

「……ソーイチが全部のたこ焼きをバラバラに割っちゃった。中からタコを探し出すのが楽しいのに……許せない」

「あれぇ!?」

　僕は、良かれと思ってやったんですけど!?




　例えば、色とりどりの花畑を見れば。

「綺き麗れいですね、この花畑」

「これだけカラフルだと、あの時のことを思い出すなぁ」

「前にもこんな綺麗な景色を見たことがあるんですか」

「昔、妙な魔法を食らった時に見た幻覚にそっくりだよ」

「…………そうですか」

「あの時の苦しみが蘇よみがえってきたので、帰ったら、ソーイチのご飯に変なキノコを混ぜてやるんだから」

「勘かん弁べんして下さい!!」

「まあ、こんなこともあろうかと、昨日のソーイチの夕飯に混ぜておいたんだけどね」

「えっ？」

　初めて聞いたんですけど、僕の身体、大丈夫ですよね？




　例えば、駅前でストリートミュージシャンの演奏を聞いてみれば。

「こっちの世界の音楽というものも、なかなか乙なものですね」

「私も、自分のパーティに吟ぎん遊ゆう詩人を入れた時のことを思い出したよ。気分を盛り上げる為に、戦闘中に歌ってもらったりしたもんだよ」

「それはまた、士気が上がりそうですね」

「でも良く考えると、私が必死で戦っているのに、どうしてこいつは呑気に歌っているんだろうって疑問に思ってね」

「……吟遊詩人だからですよね？」

「だからつい、こっちも無意味に騒音を立てて、邪魔をしたりするよね」

「……自分で吟遊詩人を仲間にしたんですよね？」

　吟遊詩人のアイデンティティーがブレイクしちゃいますよ。




　そんな感じで色々な場所を回った結果。

「滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ滅びろ」

「……どうしよう」

　街のど真ん中で、呪詛の言葉を撒き散らすエリカさんが爆誕してしまった。

　周囲からの視線が本気で辛かったので、必死で手を引いて、人通りの少ない、駅から離れた場所にある公園まで、どうにか引っ張って行きました。

　こうなることは分かっていたのに、やっぱりこうなってしまった。

「滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす」

「あの、エリカさん、落ち着いて下さい」

「滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす滅ぼす」

「どうしたらいいんだろう……」

「モロゾフ」

「誰だ!?」

　驚おどろいて横を見れば、そこには随分とすっきりした顔をしたエリカさんがいた。それで誰なんですか。

「うん、一通り吐き出したら、楽になったよ。歩き疲れと、叫び疲れで、結構しんどいけど、気力だけは満タンかな!!」

「それは良かったですね……はぁ」

「で、どうしてそんなに疲れた顔をしているのかな、ソーイチは」

「その、色々と、大変なんだな、と思いまして」

　エリカさんと並んで、ベンチに座り、一息吐く。まあ、落ち着いてくれたのなら、別に文句はないけれど。

「まあ、ちょっと休きゆう憩けいしていこうよ。飲み物買ってくるけど、何が良い？」

「そうですね……冷たいものが」

「えっと、冷たいやつだと『飲むビシソワーズ』、『パプリカ生絞り』、『リバース牛乳』なんかがあるけど」

「……どれでもいいです」

　良く分からないドロリとした飲料で喉を潤うるおすと、ようやく落ち着いた。

　なんてことのないミッションだと思っていたけれど、案外疲れるものだった。というか、エリカさんの言動が一々不安で、心が休まらない。こういう経験がないので、なかなかしんどいものです。

　それでも。

　横を見れば、そこには。












「じゃあ次は、どこに行こっか」

「そうですね……」

「いやー、こうして自分が住んでいる街のことなのに、あんまり知らないものだよね。うん、実に文句のつけ甲が斐いがあると思うよ」

「文句をつけることを前提にしないで欲しいですけど……」

「こうなったら、もうこの街の全てのお店を制せい覇はする勢いで行きたいよね。目指せ、クレームマスター！　みたいな感じで」

「そんなものを目指さないで下さいよ。エリカさんはとっくに、勇者っていう立りつ派ぱな職業……職業かな？　に就ついているんですから」

「まあこの世知辛いご時世、勇者だけではやっていけないよね」

「そんな話は聞きたくなかったな……」

「とにかく、クレームをつけるには、まずそのお店について良く知らないといけないよ。クレーマーにも最低限の誇ほこりがあるんだよ!!」

「誇りがあるならクレーマーにならないと思いますけど」

「じゃあ、どこにクレームを入れに行こうかなー」

「行かないで下さい。というか、聞いて下さい！」

　次々と、行きたい場所の希望を述べていくエリカさん。その顔は、眩まぶしいまでの喜びに満みち溢あふれている。

　良く考えれば。

　これまでエリカさんは、ずっとフダラク荘に封印されて、閉じ込められていた。その力と思想を危険視されて、結界の中にいることを余よ儀ぎなくされていたのだ。

　それが今、首輪による弱体化という制限こそあるものの、自由にフダラク荘の外を出歩いている。普通の人にとって何でもないようなこの外出は、きっと昨日までのエリカさんが満足に得ることの出来なかったもの。

　だから、こんなにも、嬉しそうなんだろう。

「……エリカさん」

「ん？　なーに？」

「いえ。次は、どこに行きましょうか」

「ん、そうだね、この街が見下ろせる場所が良いかな」

「というと、展望台とか、でしょうか。確か、街を見下ろす丘の上とかに、そんなような施設があったような」

「じゃあ、次はそこだね。そう、私の滅ぼすべき世界を、ちゃんと目に焼き付けておかないとね!!　絶対に忘れないように!!」

「出来れば忘れて欲しいですけど……」

　立ち上がり、くるくると回りながら、こちらに笑いかけてくるエリカさんを見て。

「……あ」

　不意に、胸の中で、動く感情があった。

　それは、憧れから来るものか。あるいは気の迷いか。

　それとも、もっと別の、自分でも気付いていないようなところから来たものか。良く分からない。

　分からないけれど、きっと、大切なものだって、そう思う。

　とにかく、自分が経験したことのないその感情に突き動かされるように、僕も立ち上がって。

「あの、エリカさん？」

　そう、声を掛けようと、彼女の方を向けば。

「…………え？」

　そこに、何かがいた。




　エリカさんの背後に、何か、良くないものが、いた。

　それは、黒い人影だった。

　上から下まで、影のように黒い服装で固めた、黒ずくめの人影。ご丁てい寧ねいなことに、被かぶっている頭ず巾きんから、靴までもが、全て黒色で統一されている。顔にも黒いマフラーのようなものを巻いていて、その容よう貌ぼうはほとんど見えない。

　ただ、その手に持っている鋭いナイフだけが、怪しく光を放っている。

　……何だ、あれは。

　分からない。それの不吉さを、言語化出来ない。

　だけど、はっきりと分かることがある。それは、きっと良くないもの。間違いなく、良くない結果を引き寄せる、そんな厄介なものだ。

　頭の中で警けい鐘しようが鳴っている。ガンガンと、必死に訴えるように。

　エリカさんは、それに気付かない。まるで、僕だけが、その影の存在を認識しているかのよう。

　その間に、それは、段々と近づいて来る。

　ひたひたと。

　逃れられない運命のように、着実に。滑るような動きで、接近して来る。

「エリカさん!!」

　だから、叫び、駆け出した。地面を蹴けって、必死にエリカさんの元へと。

「……ん？」

　ようやくエリカさんが反応する……だけど、それは、泣きたいほどに遅くて。

「エリカさん!!」

「え？」

　エリカさんの反応は遅い。だからせめて、動ける自分が動かなければならない。

　相手が接近して来る、その進路に飛び出す。いざとなれば、体当たりをしてでもそれを止めようと、そう決意して躍り出た。

　そうして人影と向かい合い。

　正面から相手を見て、その異様な姿に、息を呑んだ。

　人影の瞳に宿るものは、驚くべきことに、何もなかった。

　普通の人間ならば、少しは浮かべるだろう感情の揺らぎがない。このような物騒な行動に出ているというのに、そこには何の感情も浮かべられていなかった。ガラス玉のような、無色透明の視線。

　しかし、その手の凶器は、本物だった。触れるだけで斬れそうな鋭いナイフを正面に構えながら、黒い人影は止まることなくこちらに向けて接近してくる。感情はなくても、その殺意は明白だった。

　怖い。そう、感じる。

　刺されれば命を奪われるだろう絶対の殺意を前にして、身体が竦すくむ。慣れない行為に、身体が震える。殺意を正面から向けられる経験なんてないのだから、それは当然のことかもしれない。

　それでも、こうしないといけない。そう、心と身体が訴えている。

　いつか、彼女に誓ちかった思いが。

　僕を、ここに立たせている。

　迫り来る殺意。

　向かい合う決意。

　そうして、黒い人影と自分との距きよ離りが、ゼロに近づいていき……。




「ダメっ!!」

　その直前で、いきなり背後から突き飛ばされた。

「……え!?」

　自分の身体が横に向けて倒れていく中、突き飛ばした相手の方を見る。

　僕を突き飛ばしたのは、エリカさんだった。

　僕を薙なぎ払はらうように、強引に横へと弾はじき飛とばしたらしい。

　崩れる姿勢の中、彼女の顔に垣かい間ま見みえたのは、必死という意志。僕と位置を交換するようにして、エリカさんはそこに立っている。

　そして、当然の結果として。

　僕が立っている筈だった位置に、今の彼女がいるのなら。

　鈍にぶい、音がした。




「…………あ、ぐ」

　ナイフを持った黒い人影と、エリカさんが縺もつれ合あっている。

　聞こえてくるのは、低い呻うめき声ごえ。人影とぶつかった衝しよう撃げきだけで、そうなっているとはとても思えない。もっと大変な、致命的な事態が起こっていると理解する。

「エリカさん!!」

　弾き飛ばされた体勢から、慌あわてて起き上がり、今なおエリカさんを押さえ付けている黒い人影を、精一杯の勢いを付けて殴なぐり飛とばした。

　技も、能力もあったものではない、ただ思い切り殴りつけただけの一撃。それでも衝撃はそれなりにあったようで、人影はぐらりと横に倒れる。

　そして、そのまま地面に叩たたき付つけられる、その直前に。

　人影が、消えた。

　霧きりが散るように、あっという間に、消えてしまった。

「なっ!?」

　まるで最初から、何もいなかったというように。一切の痕こん跡せきを残すことなく、人影はその姿を消していた。

　背筋を這はう悪お寒かん。これは明らかに、人知の及ぶ存在ではない。それは、恐らくエリカさん達と同じく、人間を遙はるかに凌りよう駕がするもの。英雄と同じ位階にありながら、しかし悪意によって行動する、悪あしきもの。

　しかし、今はそんなことを気にしている場合ではない。危険は去ったのだ、もう形なり振ふり構っている場合ではない。すぐさま、エリカさんに駆け寄る。

「エリカさん！　大丈夫ですか!!」

「う、あ」

　苦しそうに呻いている彼女をなるべく刺激しないよう、そっと身体に触れてみれば、その身体は激しい熱を帯びていた。エリカさんは汗を流し、歯を食いしばって何かに耐えている。

　その苦しみの元凶。

　ゆっくりと、何かを隠すように腹部を押さえていた腕を、動かす。

「……なっ!?」

　そうして、絶望した。

　エリカさんの脇腹に、鋭いナイフが一直線に突き立っているのだ。

「……何で、こんな」

　血は流れていないようだけど、しかしそれをはっきり確かめることは出来ない。下手に身体を動かしてしまっては、もっと酷いことになるかもしれない。しかし、何もしない訳にはいかない。焦るな、と必死に自分に言い聞かせて、考える。

　今、僕がするべきことを。

　エリカさんが刺されたというこの状況、するべきは治ち療りように決まっている。

　しかし。

「ここじゃ、ダメだ……！」

　怪け我がをしているのだから、すぐに治療をする必要があるけれど。

　しかし彼女を、この町の病院に連れていく訳にはいかない。超常の存在である勇者の身体を、そして同じく超常の存在によるものだろう負傷を、普通の病院でどうにか出来るとは思えないからだ。

　そんな彼女を、何とか出来る可能性のある場所は、一つ。

「フダラク荘に、戻らないと」

　果たしてフダラク荘でエリカさんの治療が出来るのかどうか、定かではない。それでも、唯一可能性が残されているとしたら、あの場所しかない。神様の用意した、英雄の休息地である、フダラク荘しかない。

　そうと決まれば、あとは動く。

　エリカさんを必要以上に刺激しないよう、そっと抱え上げて背負う。僕よりも少しだけ背の高いエリカさんだけど、その身体は思っていたよりも軽かった。揺らさないように、出来る限りの速度で駆け出した。

　ここまでずっと二人で来た街並みを、急いで戻る。

　幸いなことに、人通りは少ない。これなら見み咎とがめられることなく、フダラク荘まで辿たどり着つけるだろう。

　そうして、ひたすらに、無人の街を駆ける。

　事前に地図を頭に叩き込んでおいて良かった。こんな所でもたもたしてなんかいられない。一切迷うことなく、フダラク荘に向かう最短距離を、駆け抜けて。ただ、脇目も振らずに駆け抜けて。

「……え？」

　そのことに、気付いた。




　気付いたからといって、立ち止まることは出来ない。だから走り続けるまま、辺りの様子を窺う。ずっと変わらず、静かな風景だけが、後方へと流れていく。

　それが、おかしい。

　静かなことが、静かでいられることが、おかしい。

　こうして道路の真ん中を、誰に憚はばかることなく疾走しているのに、誰ともすれ違わないということが、明らかにおかしい。

　人が、いない。

　それどころか、更に異常な事態が進行していることに、ようやく気が付いた。

　最初は、景色が歪ゆがんでいるのかと思った。ただ、自分の目がおかしくなって、変なものを見ているのだと思っていた。

　しかし実際には、変わっているのは景色そのものだった。

　世界が、剝はがれ落おちていく。

　空間そのものにヒビが入って、見えている景色が、次々と崩ほう壊かいしていく。

　まるでガラスを乱暴に砕いたかのように、バラバラと、自分の周囲の全ての景色が粉々に砕け散っていく。

　そうして現れるのは、土気色の景色。

　先程まで見ていた、様々な色を冠かんした街の姿とは、似ても似つかないもの。

「何だ、これ……！」

　明らかな異常事態。

　走りながら、ポケットに手を突っ込み、デバイスを取り出す。歩きデバイスはいけないと分かってはいるけれど、今は非常事態だ。デバイスに何か情報が来ていないかと、画面を見て。

「……っ!?」

　絶句した。

　いつも画面の中央に、現在時刻と並んで表示されている、カウントダウン。常に気にして、ことあるごとに確認していた、真っ赤な数字が。

　凄まじい勢いで、動いている。

　ゼロに向かって段々と減っていく筈だった数列は、既にその意味を失っていた。ランダムな数字が、ただ高速で明滅し、何かの時を刻んでいく。行く先に何があるのか、全く分からない。

　何か、僕の予想を遙かに超えた何かが、起こっている。

「くっ!!」

　それが恐ろしくて、認めたくなくて、

　真まっ直すぐに、走った。

　走ることで、全てから逃れられると信じて。それでもなお、崩れ去る周囲の景色と、そして背に負う重みが、容易な逃とう避ひを許してはくれない。




　やがて、フダラク荘の建物が見えて来た。

　ようやく目的地に辿り着いた安あん堵どで、気が緩ゆるみ、立ち止まる。

　そこで初めて、周囲を見回して。

「…………あ」

　致命的な事態が起こっていることを、ようやく自分の目で確認した。

　何もない。

　本当に、何もない。

　目の前にあるフダラク荘以外に、何もなかった。視界に映っているのは、ただ風だけが吹ふき荒すさぶ一面の荒野。植物もまばらにしか生えておらず、ただ岩と土とが無限に広がっている、異様な光景。

　背中に感じていたエリカさんの熱も、一瞬だけ忘れて、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。

　これは、つまり。

　さっきまでそこにあった、元紘町の街は、どこにもなくなっていて。

　これは、今起こっている状況は。

　僕が必死に回避しようとして、しかし脳裏には最悪の想像として常にあったもの。

　思えば、魔王という存在がいることで、逆に安心していたのかもしれない。魔王が現れるから世界が危ない、という事実を曲解して、魔王が来ない限りは世界は大丈夫だ、というように考えていたのかもしれない。

　しかし今、現実は、そんな僕の甘い考えをあっさりと裏切って、ここにある。

　あまりにもあっけなく、こうして、ここに現れている。

「まさか」

　滅亡。

　終わり。

「世界が……滅んだ？」

　口にした言葉も、風に攫さらわれて。

　後には何も、残らない。




【ごしゅ……じ………………】




【災厄が訪れるまで　あと　＠日　∋時間　分　ω秒】










「いや、世界滅ほろんでないわよ」

「あれぇ!?」

　急いでフダラク荘の中に駆け込み、今起こっている事態を、すぐそこにいた諒りよう子こさんに告げたところ、返ってきた答えがそれだった。

「滅んでいましたよ!?」

「だから、滅んでいないって」

「諒子さんも外を見てくれば分かりますよ！　何にも！　どこにも！　なくなっているんですから!!」

「それは私も見たから、重々承知の上よ。その上で言うんだけど、世界は、別に滅んだりしていないわ」

「何で分かるんですか!!」

「だって。本当に滅んだ世界は、こんなものではないもの」

　冷えた声に、口を噤つぐむ。諒子さんの口調に、一切ふざけた様子はない。それどころか、酷ひどく冷たい、硬質のものへと変わっている。自分の正しさを確信している声。恐らくは、本当の世界の滅びというものを、知っている声だ。それはきっと、諒子さんの本性、魔法少女としての経験から来るもので。

「ま、それはともかく」

　しかし次の瞬間には、いつもの諒子さんの口調へと戻っていた。いつも通りの、からかうような口調で。

「まず先にするべきなのは、エリカの治ち療りようじゃないの？」

「そ、そうでした!!」

　そう、世界が滅んだっぽいことはどうでも……良くはないけれど、今は怪け我がをしたエリカさんのことが先決だ。リビングのソファの上に、そっと彼女の身体からだを横たえる。エリカさんはなおも、荒い息を吐き、明らかに苦しんでいる。

「……エリカさん、大丈夫ですよね？」

「まあ、私の魔法にどーんと任せておきなさい、って話よ」

「諒子さん、治療の魔法なんて使えるんですか」

「使えないわよ」

「おい」

　敬意とか忘れて思わず普通にツッコんでしまったじゃないですか。

「真ま面じ目めにやって下さい！　エリカさんが大変なんですよ!!」

「まあ、あれこれ言うより、実際に見てみるのが一番早いわね。ほら」

「何を……って、うわぁ!!」

　諒子さんは、器用な動きでエリカさんの腹部、ジャージの下へともぐり込むと、そのままジャージの裾すそをまくり上げた。当然、エリカさんの肌が露ろ出しゆつする。

「ちょ、ちょっと!?」

「ほら、見てみなさいって」

「そ、そんなはしたないことは出来ません……！」

「いいじゃない、減るもんじゃなし。ほらほらほらほら」

「そ、そんな」

　露あらわになっているエリカさんの腹部。非常事態とはいえ、そんなことをして良いのだろうか。せめてもの礼れい儀ぎとして手で目を覆おおい、そっと指の隙すき間まから覗のぞいてみれば。

「あ、あれ……？」

　そこには、何もなかった。

　傷だけではない。先程まで深々と刺さっていた黒いナイフも存在しない。あるのはエリカさんの、うっすらと筋肉の付いた綺き麗れいなお腹だけで。

「傷がない……そんな、まさか」

「ほら、何ともないでしょ。触って確かめてみなさいよ」

　諒子さんの言葉に従って、ナイフが突き刺されていた辺りをそっと撫なでてみる。しかし、やはり傷跡らしきものは全く見当たらない。

「何よその触り方。君、腹筋フェチだったの？」

「ちっ、違いますよ!!」

　慌あわてて手を離す。

「エロスね」

「って、諒子さんが触れって言ったんじゃないですか!!」

「言い訳は署しよの方で聞くわよ」

「そんな左さ文もん字じさんみたいなことを言われても……」

「呼んだか、少年」

　突然、アパートの奥から、左文字さんが顔を出した。

「って左文字さん!?　いつ戻られたんですか!?」

「ふむ、ついさっきだ少年。俺の誠心誠意を込めた説得に、彼らも心を動かしてくれたらしい。子供を愛する心を持つ者同士、話し合えば分かり合えるからな！」

「……単純に勾こう留りゆう期限が過ぎたとか、そういうことなんじゃないんですか？　子供を愛する部分については、どんなに話しても分かり合えていないと思うんですけど」

「何を言う少年。俺は子供の笑顔を見るのが好きなだけだ！」

「思わず盗とう撮さつしちゃうくらいですか」

「ああ、勿もち論ろんだ！」

　拳こぶしを握り、力説する左文字さんだが、今はこの人の相手をしている場合ではない。再びエリカさんの様子を窺うかがう。

　すると、左文字さんも僕の後ろから覗いてくる。

「しかし、戻って来てみたら、エリカ君がこんなことになっているとはな。傷は治っているようだが、大事を取って、この薬を使おうじゃないか」

　そう言って左文字さんは、ポケットの中から、ドリンク剤のような小こ瓶びんを何本か取り出すと、傷があった部分に向けて、中身をドバドバと掛ける。

「って左文字さん、『エリキシル剤』『ソーマ』『変若水おちみず』って、そんな貴重な薬をどうして持ってるんですか？」

「安心したまえ少年、こんなもの、ここのアパートに備え付けのドリンクバーからいくらでも出る」

「ドリンクバーから出るものなんですか!?」

　この世界のドリンクバー、どんな飲み物でも出てくる魔法の箱だという話は聞いていたけど、そんな貴重な薬まで出てくるのか。凄すごいな。

「まあ本来、エリカの、勇者の身体は、ちょっとした傷くらいならすぐに治ってしまうのよね」

「それは、勇者としての能力ということですか」

「能力っていうか、体質っていうか。いずれにせよ、勇者ってものは、そう簡単に傷付くものではないし、傷付いたとしてもすぐに治るものなのよ。そういう風に、生まれついているの。普通の人間とはまるで違うのよ」

　確かに、今のエリカさんには全く傷が残っていない。諒子さんの言葉を信じるに、完治していると言えるだろう。

「では、何な故ぜ目覚めないんでしょうか？」

「それが分からないのよね。いつもなら傷さえ治れば、すぐに起き上がるのに……ねえ、確か黒いナイフで刺されたって言ってたわよね」

「はい」

「傷が治るのと同時に、そのナイフも消えたのね？」

　そう、おかしなことはもう一つある。エリカさんを刺した黒いナイフが、いつの間にか消えていたのだ。

「……ふーん、じゃあそのナイフが怪しいわね。そのナイフ自体に、何か魔法的な効果が付ふ与よされていたのか。もしくは、呪のろいでも込められていたのか」

「そんな……」

「いまのところ、妙な魔力は感知出来ないわね。ナイフの実物を調べるか、刺した奴を問い詰めるのが一番早いんだけど。そいつも、すぐにいなくなっちゃったのよね？」

「はい……」

　エリカさんの傷を治す為ためには、刺した本人に会うしかない。しかしそいつは、霧きりのように消えてしまった。そして今、世界は滅亡の憂うき目めに遭あっている。

　結局、僕は何も出来なかった。

　この結末を変える為に、必死になって。それでも、何もかもが、無駄に終わった。

　世界の滅亡も、エリカさんがこうなったのも、僕が何も出来なかったから。

　絶望に、心の全てが塗ぬり潰つぶされそうになる。

「全部、僕のせいで……」

「違うな、少年」

　しかし、肩に置かれた手の力強さが、沈んでいた僕の心を繫つなぎ留とめた。

「まず、世界は滅んでなどいない」

　左文字さんは、そう断言した。その言葉には、力があり、自信がある。しかし、世界が滅んでいく様子を、僕はこの目で見ているのだ。

「諒子さんも言っていましたけど。どうして、そう言い切れるんですか」

「経験、だな」

　経験……左文字さんや、諒子さんにとっての経験。それはつまり、英雄としての戦いの歴史である。

「悪の組織の怪人によって、俺は悪あしき異空間に囚とらわれることが何度もあった。今回の状況は、それに似ているような気がするんだ」

「私もそう思っていたのよ。饅まん頭じゆうの皮の感覚で分かったわ。恐らく、異世界転移ってやつね。世界が滅んだんじゃなくて、世界ごと入れ替わってしまったのよ」

「……異世界転移!?」

「そうとも、何かがあってこんな荒れ果てた世界になってしまったのではなく、こんな荒れ果てた世界にこのアパートが転移してしまった。そう考えるのが、自然ではないだろうか」

「じゃあ、世界は滅んでいないっていうことですか!?」

　僕の叫びに、しかし左文字さんは渋面を作って首を振る。

「いや、君に使命を下したあのヒゲの彼が、滅びを予言しているのだろう？　神の予言というものは、そう簡単に覆くつがえせるものではない。それならば、君の言う滅びは、確実に起こることだと考えるべきだ」

「そんな!?」

「だが、それは今じゃない」

　はっとして顔を上げると、レモン八百個分の爽さわやかな笑顔がそこにあった。

「まだ滅んでいないということは、足あ搔がく余地があるということだ。まだ、出来ることがあるということだ。ならば、我々がやるべきこととは、何だ!?」

「えっと、それは、世界が滅びないように……」

「声が小さい!!」

「はい!!　滅亡を回かい避ひする為に、努力することです!!」

「まだまだ小さい!!」

「はい！！！　何とかなるように、何とかします！！！」

「その通りだ！！！」

　満足そうに頷うなずく左文字さん。その自信に溢あふれた顔を見ていると、僕の胸の中に湧わき上あがってくるものがある。それはきっと、勇気という名の力。

「ならば行くぞ、少年。この身体が動く限り、終わりは来ない。この荒れ果てた世界に、俺達の希望を灯ともすんだ!!」

「はい!!」

　もう、何も怖くはない。

　だから、一歩を踏ふみ出だすことが出来る。僕一人ではきっと、諦あきらめたままで終わってしまっていた。それが、左文字さんの言葉によって救われた。根こん拠きよなき自信だと、笑うなら笑えばいい。それでも、ここで立ち止まっていたら、何も変わらないから。

　左文字さんと一緒に、意気揚よう々ようと玄げん関かんに向かえば。

　そこに、待っている影があった。

「全く、男衆ったら、すっかり盛り上がっちゃって。でも、そういうのって、嫌いじゃないわよ」

「諒子さん……」

「ほら、クロさんもそう言っているわ」

「Yeah」

「はい……そうですね!!」

　諒子さんも、クロさんも、立ち上がってくれた。

　フダラク荘の玄関先に並んだ、英雄達。

　変身ヒーロー。魔法少女。ドラゴン。

「ならば、やることは決まっているな、皆」

　左文字さんの言葉に、皆が頷く。

「この見知らぬ世界で、俺達のやるべきことを見み出いだし、全力で行動する。今までも、そうやってきた。だから、これからも、そうするんだ!!」

　力強い言葉と、態度。

　その背中に付いて行けば安心だと、そう思わせてくれる、頼りになる存在。

　やっぱり、彼らは英雄だ。

　僕が信じて憧あこがれた、これが英雄達の姿なんだ。




　そうして、僕達はフダラク荘の外に出た。

　改めて見る、外の世界。土と岩だけが延々と広がる、無機質な世界。

　この光景を見て、一度は絶望に打ちひしがれた。だけど今は、そうじゃない。

　こうなってしまった原因を探る為に、全力で抗あらがおうとする勇気。そして、同じ目的に向かって手伝ってくれる、頼もしい英雄達が隣にいる。

　だから、きっと、大丈夫だ。

　今、目の前の道は見えなくて。

　それでも、進むべき未来は、確かに見えている。

「それじゃあ、行きましょう!!」

「「「おう!!」」」

　唱和する声。

　頼もしい声に背中を押されるようにして、荒野に一歩目を踏み出す。




「じゃあ、俺はこっちに行くから」

「あ、それなら私はこっちね」

「Go ahead!」

「え？」

　あの。

　どうして皆さん、進む方向が別々なんですか。




「ちょっ、ちょっと待って下さい！　皆さん、どちらに行かれるんですか!?」

　足並みを揃そろえて出発したのに、どうして全く別の方角に進んでいくのか。

　去り行く背中に、慌てて声を投げかける。

「あの、左文字さん？」

「ああ、俺の第六感が告げている！　こちらの方角に、幼気いたいけな子供の気配がするんだ！　ならば今すぐ向かうとも。この俺の存在に懸かけて、誰にも手出しはさせない！」

　そう言い残して、ダッシュで去っていく左文字さん。どんな速度で走っているのか、あっという間にその背中は見えなくなってしまった。

　別の方向を向けば、荒野に向けてぴょんぴょんと跳ねている姿があった。

「あの、諒子さん？」

「あらあら、こんなどうしようもない世界でも、甘い匂においは隠せないわね。未体験の異世界の甘味、さぞかし美味でしょう。餡あんが鳴るわ!!」

　そう言い残して、いきなり浮き上がり、そのまま飛んで行ってしまう。饅頭が飛んでいる姿ってとんでもなくシュールですよね。

　また別の方向を向けば、普段とは違う素早い動きの爬は虫ちゆう類るいがいた。

「あの、クロさん？」

「Sake smell!!」

　そう言い残して、土煙が出る程の速度で走って行ってしまった。そんな速さが出せるんだったら、普段からそうしていればいいじゃないですか。

　そんな感じで。

　言いたいことだけ言って、それぞれ全く別の方角へと駆け出していった英雄達。

　そして取り残される、僕一人。

　荒野に一人、他には誰も、いない。

「……そんな、まさか」

　汗が、頰ほおを伝う。

　熱い照り返しを受けているからではない。嫌な確信に思い至ったからだ。

　全員が、やる気になっていたのは、この世界の謎なぞを解き明かす為ではなく、ましてや、エリカさんを助ける為でもなく。

　まさか、それぞれ個人的にやりたいことがあったから。そのやりたいことだけを目指すって、そういうことなんですか？

　使命感からでもなく。正義感からでもなく。

　ただ、自分のやりたいようにやりたいから、荒野に飛び出していったってことなんですか？　こうして異世界に転移してもなお、自分の欲望だけを最優先した、と。

　それは。

　それは、何て。

　何で、ダメな人達なんだろう。

　叫ぶ。その背に届くことはなくても、叫ぶしかない。

　心の叫びを、思い切り。

「こ、この、ダメ人間!!」

　叫んだ言葉は、空むなしくも風に消えた。




「……もういいです」

　荒野に取り残されて、ひとしきり悪あく態たいをついて。

　それでも、自分のやるべきことは変わらないと、そう思い出した。

　あのダメ人間達……もう英雄とはあんまり言いたくない……が何を勝手にやろうとも、自分のやることは変わらない筈はずだ。むしろ、あんなのがいるからこそ、自分だけはちゃんとしなくては。

　そう、たとえ誰も手伝ってくれなかったとしても。頼りにしていた英雄達が、揃いも揃って個人的欲望を優先するようなダメ人間であっても。僕自身がやるべきことは、何も変わらない。

　エリカさんを救う。世界の滅亡を回避する為に魔王をどうにかする。そのことを、ちゃんと覚えている。自分さえ忘れていなければ、きっと大丈夫だ、希望はある。

「だから、とりあえず、進んでみましょう」

　地面に落ちていたメモ書きを、もう一度読み直す。それはどうやら、諒子さんが去り際に書き残してくれたものらしい。『あっちの方に何かある』と、ひどく曖あい昧まいなことが書いてあるだけのメモだけど、今はこれが唯一の手がかりだった。

【……………………】

　普段は喧やかましいほどに意思を主張してくるデバイスも、今は沈黙している。

　この荒野の世界に転移した時から、使用不可能になってしまっているのだ。恐らく、世界が変わったことで、神様から供給されていたエネルギーが途絶えてしまったのが原因だろう。直すあては、今のところない。

　とにかく、今頼れるのは、自分自身だけということ。

　だから頑張ろう。頑張って、何とかしよう。

　最初に、そう誓ちかったじゃないか。




　荒野を、ひたすら真まっ直すぐに歩く。

　とにかく一直線に進めば迷うことはない……そう思って歩き始めてから、どれくらい経たっただろうか。既にフダラク荘は、地平線の向こう側へと消えてしまっている。

　荒野を歩き続けるうちに、気付いたことがある。

　建物の痕こん跡せきが、あちこちに残っているのだ。

　風化し、土に埋もれるのを待つばかりの残ざん骸がいだけど、あちこちに建物の名残なごりが残っている。それは、打ち捨てられて相当長い時間が経ったかのような、徹てつ底てい的てきな朽くち果はて方だった。

　やっぱり世界は滅んでしまったのか……そんな不安を、すぐに打ち消す。

　ここは、別の世界。既に滅んでしまった世界。

　僕が守るべき世界は、まだ大丈夫だ。

　それだけを信じながら、歩を進める。

「……それにしても」

　荒れ果てた建物を見ていて、不意に蘇よみがえる記憶があった。

　思い出すのは、過去のこと。こうして点在している廃はい墟きよの建物の形は、僕の故郷のものによく似ている。フダラク荘のある世界のような、立りつ派ぱなものではなくて。もっと前時代的な、頼りない建物の記憶。

　だけどそれは、僕にとっては大切な故郷だ。

　そんな故郷はある日、終わりのない戦火に巻き込まれて、はっきりとした滅びの危機にさらされて。だけど、救われた。

　他でもない、あの人に。

　勇者エリカ・アシュローズ。

　あの貴き光に、助けられた。

　それは、勇者様の物語においては、ありふれたエピソードの一つに過ぎないのかもしれない。魔王を倒す途中で行った、何でもない人助けなのかもしれない。

　だけど僕にとって、それは全てだった。

　自分と、自分の大切な人達を襲おそった、恐るべき理不尽を、何でもないことのように叩たたき伏ふせて、救い上げてくれたその姿を、覚えている。

　襲い掛かる悪意を撥はね除のけて、自らの存在を誇こ示じする姿。誰よりも勇気に溢れて、誰よりも強く気高い姿。はっきりと、脳裏に焼き付いている。

　だから、憧れた。

　こうなりたいと、願い続けた。

　あの背中に、追いつく為に、必死で走った。

　そして、修練と、努力と、願いと、ほんの少しの奇跡の結果、僕は神様の使者となり、フダラク荘に辿たどり着ついた。

　世界を救う英雄達を導みちびくという使命を神様から与えられた時は、本当に嬉うれしかった。あの記憶の中の勇者様に、少しでも近づけたのだと、そう思ったから。だから、全力で、その使命を全うしようと決めて、フダラク荘を訪れて。

　その結果が、アレだった。

　ええ、アレですよ。いきなり滅びろとか言われましたし。

　他の英雄達も、のきなみダメ人間でしたし。

　英雄たるもの、その心の奥には熱いものを秘めている筈だって、そう信じたいけれど。世界の平和を守る為に、いつかはきっと本気で戦う筈だって、そう願っているけれど。

　信じたいのに、信じられなくなりそうです。というか、たった今、派は手でに裏切られたばかりなので、もう信用度は底値ですけど。

　だけど、エリカさんは違う。

　僕を守ってくれた。襲い掛かってきた謎の人影から、あの日のように守ってくれた。

　守られるのは、二度目。

　もうこれ以上、守られるだけで終わるのは、嫌だから。

　そうやって、僕を守って倒れたエリカさんの為にも。少しだけでもいいから、この世界の謎を解き明かす。自分に何の力もないことは分かっているけれど、それが諦めの理由にはならないから。今は、進む。

「行こう」

　一歩ずつ、着実に。

　そうして、右足を荒野に踏み出して。

「……え？」

　その足が。

　真っ黒に染まっているのを、見た。

「な、何だ!?」

　違う。染まったのは、自分の足ではない。踏みしめた地面……僕を中心とした辺り一帯の地面が、真っ黒に染まっているのだ。それは自然界には存在することのない、無明の黒色。触れるもの全てを呑のみ込もうとする、純粋な黒で。

　僕の足が、ずぶりと沈んだ。重力よりもなお強く引ひき摺ずり込こむ、粘着質の罠わな。その黒色に呑み込まれるように、足を囚われていく。

「な、何だこれ、何!?」

　沈み込む動きは、やがて僕の身体をも巻き込んでいく。まるで蟻あり地じ獄ごくに放ほうり込こまれたように、全身が黒色の中へと沈んでいく。

　その突然の事態に、僕は抵抗することも出来ず。

　そのまま、頭まで黒の中に沈んでいって。

「……あは」

　最後に、そんな密ひそやかな声を聴いたかと思うと。

　やがて、何も見えなくなった。





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






「……ん」

　目を醒さますと、そこはまた暗くら闇やみだった。

　闇に呑まれて闇の中……なんて、本当に暗い人生だと思います。

　そこは、暗い場所だった。それに、妙にじめじめとしている。どこかの建物の地下だろうか。そんな良く分からない場所に、僕は寝かされているらしい。全身に伝わってくるのは、冷たく硬い感触。

　ゆっくりと起き上がる。全身が筋肉痛になったように重い。

　起き上がって確かめてみれば、自分が寝ていたのは、石いし畳だたみの上だった。正方形の石を敷き詰めたその石畳には、隙間など一つもない。

　目が慣れるに従って、周囲の様子が分かってくる。

　僕がいるのは、どうやら周りを壁かべに囲まれた狭い空間らしい。そのうち三方向にあるのは、床と同じような石で積み上げられた壁。そして残る一方にあるのは、縦に等とう間かん隔かくで並べられた、冷たい鉄の棒。

「まさか僕が、こんな所に入ることになるなんて」

　ここが、罪人を閉じ込めておく場所だという知識はある。警けい察さつに連行されていった左文字さんのことを、今はもう笑えなくなってしまった。

　つまりここは、牢ろう獄ごくで。

　僕は、捕まってしまったと、そういうことらしい。




「……さて」

　牢獄の真ん中に座って、考える。

　何が起こっているかは分からないけれど、それでも考えを止めてはいけないってことだけは分かる。

　こういう時一番大切なのは、落ち着くこと。『面接三分前に読む本』に、『困った時は落ち着け。具体的には自分の心しん臓ぞうを握って落ち着け』と書いてあった。それは無理だけど、とにかく落ち着いてから考えるのが一番大事だ。

　記憶は、どうやらしっかりしている。僕を襲った闇のことも覚えている。

　ポケットに触れてみると、デバイスはなくなっていた。壊れていたとはいえ、いつも持ち歩いているものを手放すと、妙に落ち着かない。

「……牢獄ということは、人の手が入っている、ということですね」

　この強固な石畳は、かなりの技術がないと作れないもの。鉄格子にしても、つるつるとした一つ一つの鉄棒に、継ぎ目はない。それは、途中の廃墟で見たような、木や土を使う建築様式とはかなり隔へだたっている。

　だからこの牢獄は、この世界本来のものではなく、別の出自を持つもの。

　例えば僕達のように、他の世界から来ているものでもなければ、こんなものは作れないのではないのか。

　そこまで考えが至ったところで、カツカツと石畳をこちらに向かってくる足音がした。

　灯あかりを持ちながら歩いてきた足音の主は、鉄格子の前で立ち止まると、暗闇の中から顔を覗かせた。

　暗闇においてなお、怪しく光を放つ、その瞳ひとみ。吸い込まれてしまいそうなその視線も、今、このような怪しげな場所で見れば、禍まが々まがしいものだとしか思えない。

　そいつは、こちらを見下しながら、言葉を発する。

「ああ、バカみたいに寝ていたけど。ようやく起きたんだ、人間」

　高く可か愛わいらしい声。そして、こんな場所には似つかわしくない、少女の笑み……そう感じたのは、一瞬だけのことだった。

　唐突に理解させられた。それが、人間のものではないこと……それどころか、まともな存在でもないことを。周囲を闇に囲まれていてもなお感じる、異常なまでの不吉さ。あの謎の人影と同じ。闇そのものを固めて人型に押し込んだような、そいつの姿。

「お前は、何者だ？」

　震えながら発せられた僕の質問に、そいつは愉快そうに笑みを深めて。

「魔王」

　そう、簡潔に答えた。

　それだけで、全ての説明になると、そう誇示するかのように。












　世界滅亡の要因。

　最も悪しき存在。

　魔王が今、僕の目の前にいる。




「それにしても、こんなに簡単に事が進むなんて、ね」

　魔王は、僕を見下ろしながら、愉ゆ快かいそうに笑う。

　こうして牢獄に放り込んでいる時点で、少なくとも今すぐに殺されることはないのだと分かる。そう分かっていても、怖いものは怖い。気持ちで負けまいと抗っても、身体の震えだけはどうしても止まらない。

　それを隠すように、声を上げる。

「どういうことだ。お前は、何なんだ」

「だから、魔王だって言ったでしょう？　頭が悪いの？　それとも、怯おびえているの？」

　楽しそうに笑う魔王。僕の怯えが、見透かされている。

「ワタシが、貴様達を呼んだのよ。この、ワタシの支配下にある世界に、ね」

「お前の世界、だって……？」

「そう、貴様達がいた世界は、忌いま々いましい結界に守られているから、迂う闊かつには手を出せなかった。どうにかしてその結界を破壊してやろうと、そう思っていた」

「結界、って」

「そうしたら、その結界が消えていたじゃない。全く、幸運なこともあるものね。この時ばかりは、思わずあのクソ忌々しい神に感謝しそうになったわ。魔王には過ぎたる幸運をありがとう、ってね」

「…………」

　それ、勇者様がやったんですよ。しかも、特に破壊しようとしていた訳でもないのに、偶然壊れちゃったんですよ。

　そんなことはとても言えないので、黙っている。

　そうして黙っている僕のことをどう解釈したのか、魔王は嗤わらう。

「あっはは、貴様達にとっては、不運だっただろうけどね。とにかく、おかげでそっちの世界に干渉することが出来た。ついでに、もう一つの幸運もあったことだし」

「もう一つの、幸運、だって」

「そうよ。誰よりも恨うらめしいアイツが、目の前にのこのこと出てきたこと」

　そう語る魔王の瞳には、これまでとは違う色が宿っている。嘲あざけっているような色はどこにもなく、怒りという感情が満ちている。

「あの勇者が、ね」

「……勇者」

　その言葉にまず浮かんだのは、結界をぶっ壊しているエリカさんの姿、しかしすぐに、ナイフに刺され、苦しんでいる姿へと変わる。

「まさか、エリカさんを襲ったのは、お前の仕業か!!」

「ええそうよ。そういえば貴様も、そこに居合わせたんだったわね。神の使者と勇者、両方始末するつもりだったけど、まあ勇者だけでも仕留められたのだから問題ない。ワタシの呪いを存分に込めた一撃、ちゃんと受け取ってもらえて良かったわ」

「お前……!!」

　嘲りの言葉に、浮かんでくるのは怒り。エリカさんがあんなことになってしまった原因が、今、目の前にいる。出来ることなら、今すぐ締め上げたい。この怒りを、思い切りぶつけたい。

　しかし、今の僕は虜りよ囚しゆうの身で。

　それが分かっているというように、魔王の声。

「そんな顔をしたって無駄よ。貴様の運命は、このワタシの手の中にあるんだから、どう足搔いたって未来はないわ」

「くっ……!!」

「まあ、貴様の処しよ遇ぐうなんてものは、二の次よ。肝心なのは、ワタシの敵たりうる連中のこと。といっても、そちらだってどうにでもなることよ。その為にわざわざ、この世界に呼び寄せたんだし」

「何だって？」

「結界がなければ、もうこちらのもの。クソ忌々しい神の造った住処すみかごと、この世界で滅ぼし尽くしてやるのよ。このワタシの、魔王の手によって」

「じゃあ、お前が、フダラク荘を転移させたってことか……!?」

　フダラク荘の転移は、魔王の策略だった。ということは。

「英雄達を……狙ねらっているのか」

「ええ、そうよ。世界なんて、そんなもの、ワタシの力があればいくらでも滅ぼせる。だけど、あのアパートの中にいる連中は、違う。あいつらを倒すには、こっちだって、無策じゃいられないのよ」

　大変だ。このことを、すぐさまフダラク荘の英雄達に伝えないと、大変なことになる。いや、よく考えたら、エリカさん以外の全員が外出しているので、伝えられないような気もするけれど、そういうことじゃない。ダメだ、混乱している、落ち着け。

　機き嫌げんが良いのか、魔王はこちらの質問に答えてくれている。

　しかし、それがただの気まぐれであることは明白だ。何の力もない僕にすら感じられるほどの、圧倒的な魔王の力。僕なんか、指先一つ動かす程度の力で、たちまちのうちに排除されてしまうだろう。

　しかし、今のところ、そんな気配はない。

　ということは、魔王の側でも、僕に何か用があるということか……考えを巡らせながら、魔王との会話を続ける。

「それなら、どうして僕を捕まえたんだ。僕は、英雄じゃないし、戦う力も持っていない。何でもない、ただの人間だ」

「でも、神の使いじゃないの」

　魔王は、こちらを指差す。

「あのクソ忌々しい神がわざわざ任命した使者。選んだ人間。その顔を、こうして近くで見てみたいって、そう思ったのよね」

「……それだけの理由で、か」

「まさか。神の使いってことは、こっちにも利用価値があるってことだもの。神に選ばれるということは、何かしらの意味があるってことじゃない。もしかしたら、とんでもない力を秘めているとか、ね」

「そんなものは、ない」

「そうね、ただの人間にしか見えない……脆ぜい弱じやくで愚おろかな、ただの人間にしか。だけど、それはそれで、面白いじゃない」

　そこで、魔王は大きく身を乗り出した。

　鉄格子に顔を近づけて、こちらをじっと見つめて。

「ねえ、ワタシのものにならない？」

　不意に放たれた、その言葉に。

「嫌だ」

　反射的に、応こたえていた。

　思うよりも早く、言葉が口をついていた。

　それはきっと、魔王の望む答えではなくて。だから、魔王に殺されてしまうかもしれなくて。それでも、それでもなお、僕の答えは最初から決まっていた。

　魔王の甘言。人智を超えた、悪魔の取引。

　力が欲しいと、そう思うことはある。勇者様の背中に追いつきたいと、そう思うことだってある。だけどそれは、正しい道を歩いて至るべきもの。ズルをしてまで手に入れるものじゃないと、そう思うから。

　魔王に仕えるなんてことは、決してない。

　それだけは、絶対に越えてはいけない境界線だった。




「……ふうん」

　魔王は、鉄格子から離れるとくすくすと笑う。

「まあ、そのくらいの気き概がいがないと、面白くないものね。だけど人間、貴様の信じている英雄達は、どうなのかしらね？」

「……何だって？」

「貴様が想おもっているように、貴様も想われているとは、限らないってことよ。貴様さえ押さえてしまえば、それでもう、ワタシの計画は成功したも同じ。神の使いという不確定要素さえなければ、ね」

「どういうことだ。何を言っている……？」

「それを今から、見せてあげる」

　言って、魔王は指を鳴らした。

　瞬間、牢獄に光が灯ったかと思うと、牢獄の壁に映像が映される。どんな魔法を使ったのか、ここではないどこかの景色が、壁に投影されている。

　それは、茂みに覆われた古い建物。年代物に見えているけれど、その内実は神の手が加えられた、一級の休息地。

　ここ数日で、僕もすっかり見慣れた場所。

「フダラク荘……!?」

　英雄達の住まう、アパートの姿だった。

　それが壁に映っていることに、混乱する。

「何で、フダラク荘が……!?」

「どこまで頭の巡りが悪いのよ。この世界は、ワタシの手の中。だから、どこにいようとも、貴様らの行動は筒抜けということよ」

「そ、そんな」

「建物の中だって、ほら、こうして手に取るように分かるもの」

　再び魔王が指を鳴らすと、映像が切り替わる。

　それは、フダラク荘の内部の様子と。

　リビングでソファに腰を下ろしている、エリカさんの姿だった。




「良かった……！」

　どうやら、無事に意識を取り戻したらしい。あれだけ苦しそうにしていたのに、今のエリカさんは、すっかり落ち着いている。本当に、良かった。

　良かった、けれど。

　問題は、エリカさんの態度だった。

　何しろ、大きく手を広げてソファにもたれ掛かり、ポテトチップスをかじりながら、テレビを見ているのだ。完全に、お昼下がりの休きゆう憩けいタイムといった感じ。

「えええ……」

　超くつろいでいらっしゃいますよね。

　超それどころじゃないんですけど、こっちは。

　思わず自分の置かれている状況を忘れて、ツッコミを入れそうになった。いや、どうしてそんなに、穏やかでいらっしゃるんですか。魔王がどうこうは置いておくにしても、フダラク荘が建物ごと異世界に飛ばされたことについては、反応してもいいんじゃないでしょうか。

　どういう仕組みなのか、魔王の用意した映像からは、向こう側の声までもが聞こえている。それは、随ずい分ぶんと久し振りに聞いたような気がするエリカさんの声で。

「あれ、そういえば窓の外の雰ふん囲い気きが変わっているような気がするんだけど、ひょっとして世界滅んだりしたの？」

　そんなことを、同じくリビングの中にいる英雄達に向けて話し始めたのだった。




「え、噓うそ、ずるい。私まだ滅ぼしてないのに！　誰が勝手に滅ぼしたの？　横取りするなんて酷いよ、あんまりだよ。そんな世界、滅べばいいのに！」

「ちょっとエリカ、滅びてないから安心しなさい。元の世界から転移してきただけよ」

「本当!?」

「本当よ。その証しよう拠こにこのお饅頭を見なさい。この世界、お饅頭レベルに関しては、元の世界よりも上かもしれないわね。まさか、チーズの酸味とミントの爽やかさをミックスするなんて、考えもしなかったわ」

「なあ、俺の大事なメモリーカードが見当たらないんだが知らないか？　あのメモリーカードには、世界の宝のデータが沢山詰まっているんだ」

「Woops」

「あら、クロさんも、見たことのないお酒に浸つかって随分ご満まん悦えつのようね」

「あ、眠っていたせいで、晩ご飯を食べ逃したよ。こんな世界、滅べば良いのに！」




　そんな風に交わされる何でもないやり取りと。

「…………」

　それを無言で見つめるしか出来ない僕です。

　いや、どうして、何でもないやり取りをしているんですか。何でもなくない出来事が起こっているんだから、何でもなくないやり取りをしたらどうでしょうか。自分の言っていることの意味が分かりませんけども。

　というか、左文字さんも諒子さんもクロさんもフダラク荘に戻っていて、普通に会話に参加しているのはどういうことなんでしょうか。一緒に外に出た僕がいなくなっているんだから、ちょっとくらい心配してくれてもいいんですよ。いや本当に。

「あ」

　と、エリカさんが何かに気付いたように、手を叩いた。これはまさか、僕のことに言及する流れですか。

「私、何かを忘れているような気がするんだけどなー」

「何だエリカ君、君が忘れっぽいのはいつものことではないか」

「そんなことないよー」

「順を追って思い出していったらどうだ。俺は奴らの手の内にいたから、詳しくは知らないが。君は、あの少年と一緒に、どこかに行っていたのではなかったか？」

　左文字さんナイスアシストです。

　しかし言われた側のエリカさんは、きょとんとした顔で。

「少年って誰？」

　あっさりと、そう言った。




「………………………………えっ」




　聞いて欲しい。

　僕の話題が出たと思ったら忘れられていた。

　もうショック過ぎて、それ以上特に言うことはないです。

　そのまま、石畳を見つめるだけの機械となってしまった僕に掛けられるのは、魔王の蔑さげすむような声……ではなく。

「……ちょっとは元気を出したら？」

　割と優しげな声だった。

　結構本気で心配しているような声音だった。

　あの、どうして英雄サイドより、魔王の方が優しく接してくれるんですか。そして魔王に心配されるって、どれだけ僕は落ち込んでいるんですか。

「ほら、ワタシは貴様の名前をちゃんと覚えていてあげるから」

「うるさい」

「こうやって、ちゃんと捕まえているし、ちゃんと処刑してあげるから」

「うるさい」

「えっと、名刺が入っていたけど、これが名前よね？　鹿かの屋や……総そう一いち。うん、しっかりと覚えたから、総一。ワタシが殺す相手の名前」

「……そうです」

　いや、若干情にほだされそうになっていますけど、相手は魔王だ。決して心を許してはいけない相手。って、そんな魔王に心配される今の僕は本当に何なんですか。

「って、そんなに心配してくれるなら、僕を処刑しないで欲しいんですけど」

「それは無理。殺す」

「……そうですか」

　殺すそうです。




　その後も、フダラク荘の様子が次々と壁に映されていった。

　諒子さんは、饅頭を貪むさぼり食くっていた。どこで買ってきたんですかそれ。まさかこの世界に和菓子屋さんがあったとでもいうつもりですか。そして、僕のことを気にしている様子はない。

　クロさんは、コップに入って、縁側に放置されている。どうやらそのコップには、この世界で手に入れたお酒が注がれているらしく、気持ちよさそうに微睡まどろんでいる。やはり、僕のことを気にしている様子はない。

　左文字さんは、何やら写真を眺めて爽やかに微笑ほほえんでいる。映像がそこまで近寄らないので何が映っているかは分からないけれど、多分見つかったらポリスがやって来る類たぐいの写真のような気がします。勿論、僕のことを気にしている様子はない。

　その後、魔王は引ひき籠こもりの人の部屋を映像に映そうとしていたけれど、『Sound only』の文字が出るだけで、失敗していた。何でも、魔王の力をもってしても見通せない真なる闇が拡ひろがっているとのこと。どうしてそんな物ぶつ騒そうなものが部屋に満ち溢れているんですか。当たり前だけど、僕のことを気にしている様子はない。

　エリカさんは、ぼんやりテレビを見つめている。僕のことを気にしている様子はない。

　僕のことを気にしている様子は、一切、ない。

　フダラク荘の英雄達、誰一人として僕のことを覚えていない問題が発生。

　どうしよう、涙が出てきましたよ。




　映像が消え、牢獄に再び闇が戻ってきた。

　残されたのは、何も言えなくなっている僕だった。

　僕がいなくなったことで、英雄達が何か行動を起こしてくれるのかと、少しくらいは期待していたのに。

　しかし実際にお届けされたのは、フダラク荘の日常風景だった。

　僕がいないままで、何も問題なく回っている、ただの日常。

　異世界に来ても、変わることはなく。

　僕を抜きにして、勝手に回っていくフダラク荘。元々、関係のないものだったのだから、仕方がないのかもしれない。ただの人間である僕が、英雄達に関かかわっていこうだなんて、無謀な考えだったのかもしれない。

　そんな僕に対して、果たしてどんな感情を抱いているのか。

　去り際に、魔王は告げる。

「これで、貴様を殺してしまえば問題ないって言葉の意味、分かったんじゃない？　どうせ自じ堕だ落らくに生きているような連中なのよ、英雄って奴は。そんなダメな奴らのことは忘れて、貴様も好きに生きた方が良かったんじゃないの？　もう遅いけど」

「…………」

「同情はするけれど、容よう赦しやはしないわ。ワタシが差し出した手も拒絶したのだから、覚悟は決まっているのよね？」

「…………」

「最後の夜。どうせ明日までの命、精々悔いのないように過ごしなさい。それじゃあ、お休みなさい、総一。また明日、会いましょう」

　そう言い残して、魔王は去って行った。

　暗い牢獄に、一人取り残される。

　何かをしようという気力もなく、その場に倒れ込んだ。冷たく遠い天てん井じようを眺める。月の光さえ射さし込こむことのない、完全な闇。まるで、今の自分が置かれている状況のよう。

　思い出すのは、この一週間のこと。それは、僕がこれまで生きてきた中でも、最高に密度の濃いものだった。

　本当に、色々なことがあった。

　大切な使命を抱えて、フダラク荘を訪れて。

　そこで出会った住人達は、ダメ人間で。

　それでも、憧れの勇者様に助けを求めて。

　ミッションを必死に頑張ろうとして、出来なくて。

　でも、外に出られて喜んでいた姿は、本当に眩まぶしくて。

　しかし勇者様は倒され、アパートは異世界に飛ばされて。

　全ての元凶である魔王に捕まって。

　そして勇者様から忘れられました。

「……はあ」

　最後の一つが一番ショックなのは、どうしてなんだろう。

　勇者エリカ・アシュローズ。

　あの人のことを、何とかしたいと、いつかそう思った。

　世界を呪い、恨み続けるその姿。しかし、それとは裏腹に、外の世界に出たことを喜んでもいた。記憶の中の勇者様よりも、ずっと怖くて、おかしくて、どうかしていると思えて……だけど、とても魅力的だと、そう思った。

　そんな彼女の助けになりたい。

　世界全てを逆恨みするばかりで、終わって欲しくはない。

　世界の美しさを、本当の素晴らしさを、伝えたい。

　そんなことを、願って。

　だけど僕のせいで、エリカさんは無惨にも襲われ、意識を失うことになって。

　目を醒ませば、僕のことをすっかり忘れていました。

「…………はあ」

　本当にショックだったんだな、僕は。

　想っている相手に忘れられることが、こんなにも辛つらいなんて。

　いや、ひょっとしたら、魔王に負わされた怪我が原因で、僕のことを忘れてしまったのかもしれない。そうだとしたら、何て酷いことをしたんだ魔王は！　絶対に許さねぇぞ魔王!!

　まあ、その魔王と、さっきまで一対一で対面していて。魔王は、僕のことを心配してくれていましたけどね。唯一優しくしてくれたのが魔王って、もう僕の中の善悪の基準がどうにかなりそうです。

　優しくしてくれたけど、僕のことを明日処刑すると言っています。

　やっぱり魔王じゃないか！

「……………………はあ」

　自分が何を言っているのかすら分からない。

　もう色々とダメじゃないですか。

　こうなってしまった以上、僕に出来ることはもうない。希望があるとしたら、僕がこうして捕まっていることを察知したエリカさん達が助けに来てくれる展開だけど、そもそも僕のことが忘れられているという事実があまりにも重い。

　だから、終わり。

　この後、フダラク荘の英雄達がどうなるのかは、僕には知る由もない。

　魔王の言うように、あっさりと倒されてしまうのか。それとも、その圧倒的な力を振るって魔王を退けるのか。どちらもあり得ることだとは思う。

　だけどそれは、僕とは無関係に始まって終わる物語。

　明日死ぬ僕にとっては、何の意味もない話だ。

　この僕の抱いた想いも、使命も、覚悟も、誓いも、何もかも。

　ここで終わって、後には何も残らない。




【…………………………】










　いよいよ、最期の時間がやってきた。

　魔王の部下らしき黒ずくめの影に連れられて引き出されたのは、大きく開けた広場のような場所。振り返って見れば、そこにあったのは巨大な黒い城じよう郭かく。その地ち下か牢ろうに、僕は閉じ込められていたようだ。

　その広場……黒い城の中庭には、多くの影が並んでいる。

　エリカさんを襲ったのと同じ影が、身じろぎ一つすることなく、整然と揃そろっている。まるで人形のように、生気が感じられない。ただ、それが数百、数千という数で整列しているところには、言いようのない威圧感がある。

　僕が連れていかれるのは、そんな軍勢の前、木で組まれた櫓やぐらの上だった。上る為ための階段、その一段一段が、処刑場へと至る十三階段ということか。僕に拒否する権利は与えられていないので、半ば諦あきらめに近い気持ちで、その階段を進んでいく。

　そうして、辿たどり着ついた場所。

　中庭を見下ろす、高い位置にある処刑場。

　そこが、僕が死ぬべき場所である。

「来たわね、総そう一いち」

　処刑場の上では、魔王が待ち構えていた。

　手に持っているのは、巨大な鎌かま。エリカさんが持っていた凶器に似た、禍まが々まがしい形状をした武器だ。それで、僕の首を切り落とすのだろう。きっと、果実でも刈り取るような、容易たやすいことに違いない。

「良く眠れた？」

「ああ、おかげさまで」

「そう、それは良かった。それにしても、これから殺されるっていうのに、随ずい分ぶんと落ち着いているのね。覚悟は決まったみたいじゃない」

「そんな覚悟、決める訳ないだろう」

「あはは、その態度、どこまで保てるのか、見み物ものね。もうどうにもならないと知った時、人間は、どんな顔をするのかしら。きっと絶望に染まった、酷ひどい顔になるわよね」

「僕が苦しむのを見て、楽しむ気か。お前、本当に趣味が悪いな」

「いや、一いち撃げきで殺すわよ」

「えっ」

「絶望に染まる顔は見たい気もするけど、だからといってぎゃあぎゃあ泣なき喚わめかれるのも嫌だから、さっさと片付けるわ」

「……そう、ですか」

　わーい、一撃で殺してくれるんですって。何の慰なぐさめにもならない情報ですね！　僕、もう死ぬからって変にハイになっていますね!!

「ほらっ」

「うっ!?」

　魔王によって膝ひざを突かされると、すぐに魔王の鎌が、僕の首元に突き付けられる。本当に、さっさと僕のことを処刑するつもりらしい。

　自分が終わるまでの工程を、そこまで淡々とこなされると、もう抵抗する気力も尽きてしまう。ただ黙って、目の前の、自分が最期に見るだろう光景を見つめる。

　眼下に広がる、魔王の城の中庭。

　そこをびっしりと埋める、魔王の部下の影達。

　さらに遠くを見れば、見渡す限りの荒野が、城の周囲に拡ひろがっている。

　何の華もない、殺風景なものだった。自分が最期に見るのが、こんな乾いた光景だなんて、泣き出したくなるけれど。

　それでも、泣きたくはなかった。泣いてしまえば、色々なものが溢あふれ出だしてしまうような、そんな気がしたから。必死で歯を食いしばり、涙が出ないように振る舞う。

　そんな僕の姿は、魔王の目には、どんな風に映っているのか。頭上から降ってくる魔王の声は、冷たい。

「それじゃあ、これで終わるわ」

「……そうか」

「最後に一応、聞いておくけど。ここで必死に泣いて頼むというのなら、生かしてあげても構わないのよ。一生、ワタシの下僕として過ごすと、そう言うのなら」

「それは出来ない相談だ。絶対に、何があっても」

　魔王なりの慈悲。それに縋すがれば、まだ生き残れるのかもしれない。だけどそれは、自分のこれまでの生き方を否定し、憧あこがれたものに泥を掛けるような行為。だから、どうしても、認められない。きっと、それは、死ぬことよりも耐え難いことで。

　だから、最後に伸ばされた手を、拒絶する。

　そんな僕は、生きてはいられない。

「……そう。じゃあ、死になさい」

　言葉の通りに。

　鎌の刃が、角度を変える。

　そのまま、僕の首を斬きり落おとす為に、引かれていく。




　死ぬまでの数瞬。

　長く引き伸ばされた体感時間の中で、様々な思いが、渦を巻いては消えていく。

　死ぬ寸前になって脳裏を過よぎるのは、ただ後悔。自分が何も出来なかったことに対しての、後悔だった。

　神様の使命を全う出来なくて、本当にごめんなさい。神様、僕に期待を掛けてくれたのに、それを裏切るような真ま似ねをしてしまって、申し訳ありませんでした。次は、僕よりも上う手まく出来る使者を派は遣けんして下さい。

　フダラク荘の英雄達にとっては、突然現れて色々とわめき散らして、それで突然消えるという、良く分からない存在として映ったことだろう。中途半端に引っかき回すだけになってしまったけど。出来ることなら、そのダメ人間的な生活から脱却して下さい。無理かもしれませんけど。

　そして、最後に浮かぶ、一つの笑顔。

　守ると誓ちかった、その勇ましくも美しい姿に、謝る。

　ごめんなさい。

　そして、ありがとう。

　最初に、その姿を見た時。未来というものに対して何の感情も抱いていなかった僕にとって、あの出会いこそが、奇跡だった。

　何でもないままで終わっていたかもしれない僕の物語に、目標と目的が出来た。灰色だった世界に、一輪咲いた花を見つけたような、価値観の変転。

　今まで読んできた沢山の書物の中で体験したことのあるそれは、きっと、一ひと目め惚ぼれと呼ばれるものだったのかもしれない。

　この人の為なら、自分の全すべてをなげうってもいいと、そう思った。

　そうして再会した相手は、何やら訳の分からない呪のろいを世界にぶつけていて、もう色々と迷めい惑わくを掛けていて、一つも思い通りに動くことはない、率直に言ってダメ人間へと変わっていた。

　最初から物ぶつ騒そうなことを言われたし、その後は何だか吊つるされていたし、良い所が見つからないレベルだった。どうしてここまでダメになっているんでしょうか。フダラク荘の他の英雄達のせいですか、いやアレは生来のものですよねきっと。

　何だか、最期の瞬間だっていうのに好き放題言っていますね、僕は。

　しかしそれも、ここまでの話だ。

　もう、これ以上何かを思うことはない。僕の知る、僕の憧れた勇者様は、ダメなままで、そして僕のことを忘れたままで、終わってしまう。

　僕の存在は、彼女の人生にとって、何でもないままで終わる。

　そのことが、悔しくて、腹立たしい。

　こんな所で終わりたくない。終わるなんて、本当に悔しい。

　どんな結末に辿り着くとしても、最後までしっかりと見届けたいと、そう願っていた。叶かなうなら、最後の最後まで、彼女と共に居たかった。

　しかし、そんな後悔の時間も、終わりを告げる。

「──ッ!?」

　迫り来る魔王の鎌が、僕の首を引き斬ろうと接近して。




　その直前。

　空を揺るがす程の轟ごう音おんが響いて。

　眼下にあった何もかもが、まとめて吹き飛ばされていた。




「え？」

「な、何が起こったの!?　報告しなさい!!」

　僕の疑問と、魔王の疑問。

　両者の疑問の理由……信じられない光景が、眼下の中庭で発生していた。

　それは、圧倒的な破壊。

　視界を埋めるように並んでいた魔王の部下達が、冗談のように宙を舞う。適当に摑つかんで放ほうり投なげたかのような、単純にして乱暴な結果。

　その結果の、原因。

　破壊をもたらしたもの。

　その姿は、遙はるか遠くにある。魔王の城の中庭、その面積はフダラク荘なんかよりも余程広くて遠く……だけど、その姿だけは、見間違えることはなかった。

　眼下で舞うように戦う姿。敵を倒して回る姿。過去の記憶と同じ輝きを持ったその姿を、決して見み紛まがうことはない。

「くっ……!!」

　魔王が、僕から凶器を離す。僕の処刑などしている場合ではないと、そう判断したらしい。櫓の端に立つと、眼下に詰めている部下に対して、指示を飛ばす。

「全軍……そいつらを、止めなさい!!」

「……そいつ、ら？」

　魔王の言葉に、疑問を持ったのと同時。

　別の方角からも、破壊の音が聞こえてくる。

「まさか……!!」

　拘こう束そくなどはされていなかったようで、身体からだは自由に動く。逃げようなんて気すらなかったから、そんなことにも気が付かなかった……そう苦笑しながら振り返って。

「…………あ」

　そこに、巨体を見た。

　空を自由に飛び回り、魔王の城を砕く、あまりにも大きな影を見た。

　何の武器も技も使うことなく、自由に飛び回っているだけのその巨きよ軀く。それだけで魔王の城は砕かれ、敵は翻ほん弄ろうされて吹き飛ばされる。

　緑色をした鱗うろこが、蒼そう天てんに輝いている。

　それこそは、ドラゴン。

　天空の覇は者しやにして、偉い大だいなる生物。

　並み居る敵をものともしない、神話の再現がそこにあった。

　あれ程並んでいた魔王の部下の数が、何の問題にもならない。何しろ、一人一人がドラゴンの爪つめよりも小さいのだ。そんな小さなものがいくら集まったところで、天空を駆けるドラゴンに勝てる道理などない。

　そうやって、雄大に飛んでいるその巨体が、不意にこちらを向いたような気がした。その瞳ひとみに浮かんでいるのは、自らが起こしている暴ぼう虐ぎやくとは不釣り合いな、優しい色。どこかの玄関で見たことのあるものだった。

　僕が気付いたことに、あちらも気付いたのか。

　ドラゴンは、なおも無む造ぞう作さな破壊を行いながら、処刑台へと凄すさまじい勢いで突っ込んで来る。まさかこのまま処刑台を破壊するつもりじゃないだろうか……しかし、ぶつかる直前で制動を掛けると、巨体を大きく回転させる。

　ドラゴンの首が、後ろを向いて。

　代わりにこちらに飛んで来るのは、長い尻尾しつぽ。

　しなりながら、高速で叩たたき込こまれた尾は、それ自体が武器となり。

「なぁっ!?」

　抵抗する間もなく、処刑台の上の魔王を、軽く吹き飛ばした。




　まるで弾丸のような勢いで処刑台から叩き出されて、中庭に一直線に墜つい落らくする魔王。

　しかし。

「こんなんじゃやられないのよ!!」

　やはり魔王も只ただ者ものではなかった。すぐさま立ち上がり、天のドラゴンを睨にらみつけると、部下に指示を飛ばす。

「何をしている!!　届かないなら、矢を放ちなさい!!」

　魔王の言葉に反応して、部下の一部がその姿を変えた。

　全身が泥のように一瞬溶けたかと思うと、次の瞬間には、弓矢を手にした形へと変わっている。

　弓を手にした影達が揃いのモーションで、空を駆けるドラゴンに向けて矢を放つ。結果、数千にも及ぼうとする矢が、空を覆おおい尽つくした。逃げ場がない程に空を埋める、数による飽ほう和わ攻撃。

　しかし。

　その全てが、急激に軌道を変えた。空中で、強引にその向きを変えられたのだ。

　そうして下向きの軌道となった矢の雨は、当然ながら矢を放った魔王の部下達自身の元へと降り注ぐ。処刑台の上にも当然ながら飛んで来るものの、しかし何かに遮さえぎられたかのように、僕の所に届くことはなかった。

　だけど、敵は別だ。雨のように、平等に降り掛かる矢。自らの放った矢に射抜かれて、影達が次々と地面に倒れ伏していく。

「こんな、まるで魔法みたいな……」

「そうよ、これが、本当の魔法」

「え？」

　気付けば、すぐ隣に少女が立っていた。

　フリルとリボンに彩られた衣装に身を包み、ピンク色の髪かみの少女。彼女は、僕に向けてウインクをしながら、話しかけてくる。

「この私と、本当の魔法がある限り、負けることなんて決してないわよ。それが、私の力。魔法という、一つの奇跡なんだから」

　その少女を、過去にどこかで見たことがあるような気がする。しかし、どこで見たのかを思い出すよりも先に、その少女の声が引っかかった。見た目はともかく、声には聞き覚えがある。

　それは、いつもとぼけて、僕をからかっていた声。そもそも、どこから声を出しているのかさえ分からなかったのと、同じ声で……。

「ま、まさか、あなたは……」

「おっと、あの魔王、まだ諦めていないみたいね」

「えっ？」

　弾はじかれたように下を見れば、そこには魔王が憤ふん怒ぬの表情で立っていた。

　周りの影達は皆、矢の攻撃を受けて倒れているが、魔王だけは、飛んで来た矢を、腕の一振りだけで散らしている。流れ矢が影達に刺さったとしても、一切気にせず。

「好き放題、やってくれたじゃないのよ!!　だけど、あまりワタシを甘く見ないで欲しいものね！　これでも、食らいなさい!!」

　怒りを発散するかのように。

　魔王は、手にしていた鎌を、思い切り投げつけた。

　その細い身体からは想像し得ない程の、凄まじい膂りよ力りよく。そこから放たれた攻撃は、僕の認識を遙かに超えていた。

　回転しながらこちらに飛んで来る鎌。空間ごと断裁しようと轟とどろく、風切り音。それは、僕の座っている処刑台ごと、全てを両断しようと接近して。

　しかし、その直前で、堅い音が響いた。

　何者かによって、受け止められたのだ。

「……全く、危ないじゃないか」

　目に入ったのは、信じられない光景。

　伸ばされた足が、飛来した鎌を受け止めていた。

　あれ程の勢いで向かって来た鎌による一撃を、蹴けり一つで的確に止めたのだ。回転する鎌を正確に見切って受け止めるなんて、普通の人間にはまず不可能。

　それを成なし遂とげた人物。

　その人物は、一見して奇妙な格好をしていた。

　全身が、一体化したスーツで覆われ、頭部もまた、すっぽりと仮面のようなものに包まれている。目の部分だけが大きく、赤色に輝いている。

　その人物の表情を窺うかがい知しることは出来ないけれど……それでも僕は、その仮面の向こう側に、レモン千個分の爽さわやかな笑みを見たような気がした。

　その仮面の戦士は、受け止めていた鎌を軽く放り上げると、空中で思い切り蹴り飛ばした。

　鎌は、飛んで来た軌道をそのまま逆戻りして、魔王の足下に突き刺さる。

「……ッ!?」

　魔王の顔が、溢れ出しそうな怒りに染まった。今の反撃の速度が、見切れなかったのか。もしくは、その反撃は本来魔王を直撃させることだって出来たのに、あえて手て加か減げんされたことに気付いたのか。

　いずれにせよ、魔王の攻撃は止まり。

　そして、僕を守るようにして、三人の英雄が立ちはだかった。

　左手には、最強の魔法少女、アクセル☆ダウナー。

　右手には、最強の変身ヒーロー、仮面戦士プリズナー。

　そして背後に、滞空する最強のドラゴン、神竜クド＝ロンバルディア。

　魔王といえども攻撃することを躊躇ためらうような、鉄壁の布陣が今、ここに揃っていた。

「どうして、こんな……ッ!?」

　涙が溢れる。

　思わず視界が歪ゆがむ。

　だって、完全に諦めていた。

　このまま終わってしまうものだと、心が折れていた。魔王に見せられた映像は、それだけ僕にショックを与えていた。何もかも、放り出してしまえと思うくらいには。

　だけど、ここにいる。

　絶対の危地に踏ふみ込こんで。

　魔王の軍勢を踏み越えて。

　こうして、ここに来てくれた。

「諒りよう子こさん！　左さ文もん字じさん！　クロさん！」

　英雄は、ここにいる。




「き、貴様達、どうしてここに!!」

　魔王の叫び。

　そう、これは魔王にとって、あまりにも予想外のことに違いない。フダラク荘ごと異世界に引き込んだ魔王は、当然ながら英雄達を警けい戒かいしていて、監かん視しまでしていた。

　実際、僕に見せた映像の中でも、英雄達はすっかりだらけた様子で、僕の希望を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕いてくれた。

　そんな僕の打ちひしがれた姿を見て、魔王も安心したのだろう。英雄達は既に牙きばを抜かれて、何のやる気もなく、放っておいても問題のない存在だと、注意を逸そらしてしまったのだろう。それが、英雄達による演技だと気付くことなく。

　そう、演技だった。

　全ては、魔王を欺く為の芝しば居いだったのだ。

　英雄達が、どうやって魔王のことを知ったのかは分からないが、きっと英雄としての経験が、何かを感じ取ったのだろう。フダラク荘を出た時から、密ひそかに作戦は始まっていたのだ。

「どうして……！　貴様らは、完全に気を抜いていた筈はず！　戦いのことなんて忘れて、自らの欲望に没ぼつ頭とうしていた筈だ！　それが、どうして、ここにいる!?」

　魔王の叫びに、英雄達は事もなげに答える。それが、英雄としての責務だと、そう無言のうちに告げるように。

「それは、私達を甘く見過ぎているというものよ。私達は、今確かに戦いから離れているわ。だけど、いつだって、自らが殉じゆんじた正義を忘れたことなんてないのよ」

「そうとも、日常の中に埋もれ、牙を失なくしたとしても、この胸の奥に灯ともる正義の心が消えたことはない！　いつだって、俺の心は熱く燃えている!!」

「Yeah」

「お、おのれぇ……!!」

　目の前に揃った英雄達を見回し、しかし魔王は笑みを浮かべる。

「ふん、構わないわ。少し、ほんの少しだけ手間がかかるだけよ。貴様ら英雄ごときがワタシに敵かなうと思っているの？　ここからが本当の戦いよ。魔王の本当の恐ろしさ、見せつけてあげるんだから!!」

　魔王は、足下に突き刺さっていた大鎌を手に取ると、声高に宣言する。先程までとは段違いに禍々しいプレッシャーに、思わずその場から逃げ出したくなる。

　しかし。

「──ッ!?」

　瞬間、何かに反応するかのように、魔王は手にした鎌を背後に向けて薙なぎ払はらった。

　命を刈り取るには十分な程の、その鋭い攻撃は。

　しかし、高い金属音によって迎げい撃げきされた。

「なっ!?」

　魔王の背後にいた彼女が、まるで最初から魔王がそう攻撃してくることが分かっていたというように、手にした黒い剣によって平然と受け止めたのだ。

　その剣の持ち主を、僕は知っている。

　信じ、憧れて、時に疑って、ここまで来た。

　その背中を、追い続けていた。

　フダラク荘に揃う英雄達は、誰も彼もが一騎当千の存在。

　その中で、最も強く、最も鋭く、圧倒的な力を誇ほこるもの。

　そう、他の英雄達がここにいるのなら、彼女もまた、ここにいる。

　いつも通りの赤いジャージ姿に、不釣り合いな巨大な剣を携たずさえて。

　そんな彼女が、今。

　魔王の攻撃を受け止めて。

　そこに、立っている。

　その名前を、胸に刻まれたその名前を、知っている。




「エリカさん!!」




　伝説の勇者。最強の存在。人類の希望。

　あらゆる敵を薙ぎ倒し、あらゆる世界にその名を轟かせる、神話の担い手。

　誰よりも強く、誰よりも気高い。

　勇者エリカ・アシュローズが、そこに立っていた。












「わざわざ倒されに来たのね、勇者!!」

　自分の目の前に立っている相手の正体を認めたのか。魔王が、気勢を上げた。

　受け止められた鎌を押し込むようにして、大きく一歩を踏み込む。突き飛ばすようなその動きに、エリカさんが姿勢を崩くずした。その隙すきを、魔王は逃さない。

「もう一度、潰つぶしてやる!!」

　言って、空いている方の腕を空に掲かかげる。と、そこに、どこから現れたのか、もう一本の鎌が出現した。

　両手で扱うことすら難しいだろうその鎌を、魔王は片手でそれぞれ操り、エリカさんを攻撃する。二本の鎌によって繰くり出だされる魔王の攻撃は、まるで嵐あらしのよう。

　エリカさんも、その猛攻を、ただ剣で受け止めることしか出来ない。そもそも、エリカさんはジャージにサンダルという、全く普段通りの格好なのだ。とても、戦いに臨のぞむような格好ではない。

　脳裏に蘇よみがえるのは、ナイフで刺されたエリカさんの姿。

　あの時、エリカさんは僕を庇かばった為に反応が遅れて、魔王の凶刃に倒れることとなった。その時の悲劇が、今再び目の前で起ころうとしている。

「……ッ!?」

　しかし、過去の再現とは、ならなかった。

　エリカさんは、魔王の攻撃を、平然とした表情で受け止め続けていたかと思うと。不意に、その剣を手放した。

「何……だと!?」

　これまで打ち合いをしていた剣を手放されたことで、今度は魔王が姿勢を崩した。その弾みで、両手の鎌を取り落としてしまう。互いに武器を失った状態で。

「まだだ!!」

　魔王の咆ほう哮こう。

　それに応こたえるようにして、空中に第三、第四の鎌が出現する。

　魔王は両手を伸ばし、それを手に取ろうとして。

　しかし、エリカさんの方が、速かった。

　そう。

　初対面の時も、そうだった。

　何もない所から武器を取り出しての攻撃方法を、エリカさんは知っている。他でもない、僕が食らったものだ。きっと彼女にとってもそれは、手慣れている行為で。

　だから、魔王の追撃よりも速く。

　エリカさんは、別の剣を既に構え。

　振り下ろす。

　必殺の攻撃は、違たがうことなく、魔王の身体を真っ二つに両断した。




「……ッ!?」

　言葉もなく。断だん末まつ魔まの叫びを上げる間もなく。

　その場に崩れ落ちる、魔王だったもの。

　斬られた身体は、すぐさま霧きりのように解ほどけて、大気の中に溶けていく。悪あしきものの最期として、あっけない終わり。

　いや、それも、魔王を討とう伐ばつしたエリカさんの技量によるものか。

　たった一撃。

　それだけで、魔王の存在はこの世から消滅していた。

　それを成し遂げたのは、他でもない。勇者エリカ・アシュローズ。恐らくは、魔王というものに対して、最も多くの戦闘経験を持つもの。そんな彼女からすれば、この結果も、当然のものだろう。

　見れば、周囲にいた魔王の部下の影達も、魔王が消滅したことで力を失ったかのようにばたばたと倒れていく。そうして、魔王の城は、静せい寂じやくを取り戻した。

　戦いは、終わったのだ。




　見渡す限りの、瓦が礫れきの山。

　敵の姿は、どこにもない。

　そうと分かれば、もう落ち着いてはいられなかった。

「……ッ!!」

　立ち上がり、処刑台の階段を、急いで駆け下りていく。上る時は何も考えていなかったけれど、今は階段の長さが恨めしい。

　そうして、転びそうになりながらも、辿り着く。

　エリカさんの、その前へと。

　僕を救ってくれた、その人の元へと。

「エリカさん!!」

「あ、ソーイチだ」

「はい、総一です……って、え？」

　あっけなく返ってきた、その言葉に戸と惑まどう。

「僕のこと、忘れたんじゃなかったんですか？」

「え？　別にそんなことはないよ？」

「だって、左文字さんに、質問されていて、それで」

「あれ、どうしてソーイチがそれを知っているの？　少年って言われたから、あの時はピンと来なかっただけ。だってソーイチはソーイチだもんね。ちゃんと言ってくれないと分からなかったよ」

「じゃあ、僕のこと、覚えてくれているんですね!?」

「うん、覚えているよ、ソーイチのこと、忘れるわけないじゃない」

「はい！」

「いきなり私を押し倒して、下着の色を聞いてきたんだよね、よく覚えているよ」

「あれぇ!?」

　よりにもよってその覚え方ですか!?

　いや、覚えてくれていたことは本当に、泣きたいくらいに嬉うれしいんですけど。その発端がよりにもよってそれというのは、ちょっと。

「そもそも、あれは勝手にエリカさんが答えただけですよね!?」

「巧たくみな誘導で私に自ら下着の色を話すようにしたんだよね。だから、私の頭の中ではソーイチ＝下着という印象なんだよ」

「消して下さい！　今すぐに!!」

「ちなみに今日の色はね」

「答えなくていいです！　いいですから!!」

「そっか、実際に見たいってことかな」

「違います！　だから脱がないで下さい!!」

　そんなやり取りは、フダラク荘で繰り広げられたものと同じ。さっきまで、あれ程激しい戦いを繰り広げていたとはとても思えないような態度で。

　だから、嬉しい。

　こうして覚えてくれていたことが、本当に嬉しい。

　いつも通りのやり取りを出来ることが、何よりも。

　と、落ち着いたところで、気になるのはエリカさんのことだった。他の英雄達の態度は演技だったとしても、エリカさんが刺されたのは本当のことだ。

「怪け我がは……大丈夫なんですか？」

「大丈夫だよ、ほら」

「うわぁ!!」

　エリカさんは、何の躊躇いもなく、ジャージの前部分を大きくめくり上げた。その瑞みず々みずしい肌が露あらわになり、思わず目を逸らしてしまう。

「だだだだから、見せる必要はないんですって!!」

「あれ、見たくないのかな。年頃の男の子は、誰でも女の子の肌を見たがるものだって、そう思っていたけど」

「だ、誰でもってことはないんじゃないでしょうか。きっと」

「じゃあソーイチは、私のは見たくないんだね」

「いや、あの、見たくないというか」

「見たいのか、見たくないのか、どっちかにして欲しいな」

「それは……見たいですけど」

「スケベ」

「こうなりますよね!!　分かっていましたよ!!」

　しかし、横目でそっと確かめたエリカさんの腹部は、確かに何ともなかった。フダラク荘で見た時と同様、傷一つ残っていない。

「でも、どうして」

「それはほら、この首輪『デモンズシール』だっけ？　その効果がなくなっちゃったからだと思うな」

「首輪、ですか？　そういえばエリカさん、今も首輪をしているんですよね。それなのに、あんなに強かったですけど」

　エリカさんの首輪は、装そう着ちやく者しやの力を抑え込むもの。その効果は、フダラク荘の外にいる限り続く。だから、こうして外に出ているエリカさんが、魔王を倒す程の力を発はつ揮きしているのは、良く考えたらおかしい。

「もともと、この変な世界に来てから、首輪は働いていなかったんじゃないかな」

「この世界って……魔王がフダラク荘を呼び寄せた、この世界ですか」

「そうそう、こっちの世界に転移した時から、首輪の効果は失われていたんだよ」

「それって……」

　魔王によって呼ばれたこの世界で、首輪は働いていないという。

　つまり、あの首輪は、フダラク荘そのものと連動していたのではなく、フダラク荘の存在するあの世界と連動していたということだ。あの世界においては、エリカさんは首輪によって力を抑え込まれてしまい、従ってナイフの傷も治ることはなかった。

　しかし、魔王がこちらの世界にフダラク荘を転移させたことで、首輪の連動が解除されたのだろう。その結果として、首輪の封印は消え、ナイフの傷もすぐに治った。

　回復したエリカさんが外に出て、魔王を倒した。

　つまり、魔王の行為が、魔王の消滅を招いたのだ。何という自じ業ごう自じ得とくだろうか。

「……いや」

　自業自得だろうが何だろうが、魔王が何をしようとも、英雄達がいなければ、こんなことにはならなかった。

　確かに僕が出会った英雄達は、ちょっとダメ人間っぽかった。

　ちょっとというか、かなりダメ人間だった。

　しかしそれは、あくまでも外面の話。その内面、心の中において、英雄はいつまでも英雄だった。かつての、正義に溢れた心を、失ってはいなかった。

　そんなことも分からず、ただのダメ人間だとばかり思い込んでいた自分が、本当に恥ずかしい。神様の使者失格である。

　いや、反省は後にしよう。今はただ、目の前にある結果を喜びたい。

　訪れる災厄、世界の滅びの元凶となる魔王は倒された。

　つまり。

「世界は救われたんだ!!」

　そう、高らかに宣言する。

「皆さんのおかげで、世界は、世界は救われました！」

　英雄達の活躍で世界は救われたのだ！

　流石さすが英雄！　英雄最高！

　喜びと感謝と達成感の入り交じった感情が、身体の底から湧わき上あがる。

　この感情を、傍そばにいるエリカさんと分かち合おうとして。

　瞬間、耳に届く言葉があった。




「何言ってるの。世界は、救われてなんかいないよ？」

「……え？」




　エリカさんが、呟つぶやく。

　その声に驚おどろき、横顔を見れば、エリカさんもまた笑顔でこちらを見返していた。しかし、その笑顔には、世界を救ったことに対する喜びは見られない。

　エリカさんの顔に浮かんでいるのは、いつもとはどこか違う、少しだけ歪んだ笑顔。

　確かに、世界を救うという大仕事を為し得たばかりなのだから、いつもと違うのも仕方がないかもしれないけど、いつだって楽しそうな笑顔を浮かべているエリカさんらしくない。こんなエリカさんは、初めて見る。

「……いや」

　違う、初めてではない。この顔を、前にもどこかで見たことがある。

　笑顔でありながら、別の感情を兼ね備えているかのような表情。むしろ、笑顔であることによって、たった一つの感情が爆発寸前になっているかのような、奇妙な笑顔。

　そんな笑顔を、僕はどこで見たというのか。

「世界は、救われてないって……？」

　その記憶を思い出せないことが引っ掛かりながらも、エリカさんに話しかける。そんなことより、今はエリカさんの言葉の方が気になったから。

「そ、それは、まだ魔王は死んでいないとか、そういうことですか？」

「ううん、完かん膚ぷなきまでに叩き潰した筈だよ」

「じゃ、じゃあ、魔王は倒しても、人の心の中に悪意がある限り、争いはなくならないのだ……みたいな感じのやつですか」

「そういうの、私はあんまり好きじゃないんだよね」

「じゃあ、魔王が倒れ、そこから人々によって復興がなされ、皆の顔に笑みが浮かばない限り、世界は救われたことにはならない、とかそういうことですか」

「少し深く考え過ぎなんじゃないかな」

「……え、でも」

「ねえ、ソーイチ。私が、何の為にここまで来たと思う？」

　エリカさんの問いかけ、その表情は変わらず笑顔のままで。僕はその場から動けず、ただ答えることしか出来ない。

「え、それは、魔王を倒す為、ですよね？」

「うん、半分正解」

「は、半分？」

「残りの半分、分かるかな？」

「え、えーと……」

　考える。エリカさんの問いかけの意味を。果たして、魔王を倒す以外に、どんな理由があるというのか。

「ま、まさか、僕を助けに来てくれた、とか？」

「あー、そうか、それもあったね。じゃあ、四分の一正解かな」

「微妙ですね!?」

　どうしよう。超恥ずかしい。完全に調子に乗ってしまっていた。顔が思い切り熱を持っているのを感じる。何を期待しているんですか、何を。

「でも、じゃあ、一体どうして？」

「ねえソーイチ、気が付いてないのかな」

「は、はい、何をですか？」

「私、あのヒゲの封印の掛かったアパートから、外に出られてるんだよね」

　エリカさんの瞳が、真正面から僕を見据える。その瞳に浮かぶのは、自らの意思を定めたかのような強固な決意の色で。

「それに、この首輪の封印も。この世界では、効かないんだよね？　あの魔王とやらのおかげで、さ」

「……あっ」

　そこで僕は、気付いてしまった。

　エリカさんが、何を言わんとしているかを。

　そして、その笑顔の意味を。

「ということは、さ」

「あ、あの、ちょっと待って下さい。どうか落ち着いて。話し合いましょう」

「話し合うって、一体何を？」

「こ、今後について、色々なことを……」

「ううんソーイチ、話し合う必要はないよ」

　更に強まる、エリカさんの笑顔。

　その歪んだ笑顔を、どこで見たのかを、思い出した。

　あれは、僕がフダラク荘で、ロープに吊るされたエリカさんに話しかけた時のこと。あの時、エリカさんは、ロープに縛られながら、今と同じく、目だけは全く笑っていない歪んだ笑みを浮かべながら、この世界に対する呪じゆ詛そを唱え続けていたのだ。

　そう。

　滅びろ、と。

「だって、私を邪じや魔まする封印は何もないってことは……」

　エリカさんは、この日一番の笑顔を浮かべると。

「それはつまり、私、この世界を滅ぼしても良いってことだよね？」

　そう、大きく手を広げながら、世界中に伝えるように宣言したのだった。

「という訳で、世界を滅ぼします」












「いやダメに決まっていますよね!?」

　負けじと僕も叫ぶ。そう、今のエリカさんは、全ての封印から解き放たれた状況にいる。あらゆるものに対して逆さか恨うらみをして、隙あらば世界を滅ぼそうとしているエリカさんが、自由になっている。

　すると、どうなってしまうのか。分かり切ったことだ。もう、分かりたくないのに、分かってしまう。要するに、これからとんでもないことが起きる。

　一いち縷るの望みを賭かけて、エリカさんに頼もうとするけれど。

「あ、あの、どうか」

「あんなヘナチョコ魔王なんかよりも何百倍も強い私が、世界を滅ぼそうとしているんだから。世界が救われた訳ないよね」

　エリカさんは、本気だった。本気で、世界を滅ぼそうとしている。

　もう我が慢まんする必要もないと思ったのだろうか。先程までの歪んだ笑みは既になく、世界を滅ぼすという目的に向け、満面の笑みをその顔に浮かべている。

　腕をぐるぐると回して、すっかりやる気だ。周囲を値踏みするように確認したかと思うと、いきなり遠くを指差して。

「まずはそう、魔王の城の門！　さっき入って来る時に、ちょっと小指の先をぶつけちゃったから、もう万死に値あたいするよね？　という訳で、ていっ!!」

　軽い掛け声と共に、エリカさんが剣を振るう。

　と、遠くにあった魔王の城の門が音を立てて、あっさりと崩壊した。

「うん、成功！」

「いやぁぁぁぁぁぁ」

「次はそうだね、あっちの、魔王の城の壁！　何かもう、私の前に立たち塞ふさがっていることがイラッとしたから、こりゃダメだね、もう生かしてはおけないね。という訳で、うりゃあっ!!」

　またもや軽い掛け声と共に、エリカさんが剣を横薙ぎに振るう。

　それだけで、周囲を取り囲んでいた城壁が、中程から真っ二つに切断されて、がらがらと端から崩れ去っていく。全長、実に数キロメートルはあるだろう城壁が、ケーキのようにスパッと斬れたのだ。

「見事なものだね。さすが私」

「ぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　そんな、破壊の権化の大暴れを前にして、僕は、悲鳴を上げるしかない。

　その後も、エリカさんが良く分からない恨みごとを述べる度に、何かが簡単に崩壊していく。今はまだ、魔王の城に破壊が集中しているから助かっているものの、その恨みが他の場所に向かうのは時間の問題だ。

　あ、これ、世界、滅ぶかもしれないですよ。

　少なくとも、魔王よりも余程、世界を滅ぼしそうになっていることは確かです。

　自分を倒した勇者が世界を滅ぼす……これが魔王の作戦の内だとしたら、実に上手いことやったと思いますよ？　そんなことはないと思うけど!!

　もう、こうなってしまうと、僕の力ではどうにもならない。もしエリカさんを止められるとしたら、同じく強大な力を持つ英雄達だけだ。

　幸さいわいなことに、この場には英雄が揃っている。彼らの力を結集すれば、いくらエリカさんといえどもひとたまりもないでしょう。何で悪の首領みたいなことを言っているんですか僕は。

「皆さん！　エリカさんを止め…………って、あれ？」

　早速、そこにいる英雄達に、声を掛けようとして。

　しかし、英雄達は、何な故ぜか背を向けて、この場を去ろうとしていた。今ここで滅びをもたらそうとしているエリカさんを、一切顧かえりみることなく。

　その様子に、嫌な汗をかきながら。

　それでも、その背中に追い付いて、声を上げる。

「……あの。皆さん、どこに行くつもりなんですか」

「止めないでくれないか少年。俺には大事な使命が待っている。それを果たすまで、立ち止まってはいられないのだ」

「ええ、今の私には、何よりも優先すべきことがあるの。とても大事で、決して見逃せないことが」

「Me too」

「今まさに、エリカさんによる世界滅亡ショーが始まろうとしているんですけど、それよりも大事なことだっていうんですか。滅ぶんですよ、世界が。お願いです。どうかエリカさんを止めて下さい!!」

　僕の懇願。しかし、英雄達は真ま面じ目めな顔で。

「ええい、止めるな少年！　この通路の先に、俺が来るのを待ち望んでいる子供達の写真が眠っているのだ。それを手に入れずして、どうしてヒーローを名乗ることが出来ようか!!」

「そうよ、この魔王城の地下には、何でも宇宙三大饅まん頭じゆう職人であるゴメスさんの作った饅頭のレシピが眠っている筈なのよ！　その為に、わざわざ元の姿に戻ってまでして来たんだから!!」

「Sake! Sake!! Sake!!!」

　そう、自らの欲望を殊こと更さらに叫ぶ。

「あ、そういえば、さっき魔王がこれ落としてたわよ。君のデバイスよね、はい」

「む、まずいぞ皆。エリカ君がこの世界を滅ぼす前に行かなくては」

「そう、もう猶ゆう予よはないってことね」

「Yeah」

「という訳で、少年」

「まあ、エリカのことは任せたわ」

「Good Bye」

　それだけ、言い残して、英雄の皆さんは去っていってしまった。

　というか、そもそも。

　彼らがここに来たのは、僕を助けに来たとか、そういう理由ではなくて。

　それぞれの個人的な目的の為にこの魔王城に来た結果、そこにたまたま僕が捕まっていただけだったというのか。通り道に邪魔なのがいたから排除しただけで、別に、僕を助けるなんて意図はなかったというのか。

　目め眩まいがする。

「……こ」

　自分のことを最優先して、目の前のピンチを無視して。

　何もかも他人に押し付けて、自分勝手に行動する。

　それは、何て。

「こ、こ……」

　去り行く背中に、あらん限りの怒りを乗せて。

「この、ダメ人間！！！！！」

　叫んだ。

　精一杯の声で。

　去っていったダメ人間達には響かないことは到底分かっていても、それでも、叫ばずにはいられなかった。

　前方には、自分勝手に行動する英雄。

　背後には、世界を滅ぼそうとする英雄。

　残された僕には、何の力もない。諒子さんから渡されたデバイスも未いまだに、機能を停止したまま。僕の味方は、どこにもいない。

　そのまま、滅びに至る世界を、絶望的な思いで見つめる。

　ここは、僕とは関係のない世界。魔王がフダラク荘を招き入れる為に用意した、荒野ばかりの世界だ。

　だからといって、この世界が滅びていくのを、見届けるだけなんてことは出来ない。ましてこの世界が滅びたら、次は別の世界がやられるかもしれないのだから。

　だから、止めるしかない。

　この、何の力も持っていない僕が。

　思えば最初から、世界の滅亡を止めるのが僕の使命だった。ならば、こうして滅びの原因、その目の前に立っているのも、まさに使命通りということだろうか。いや、まさか憧れの勇者様が、その相手だなんて聞いていませんでしたけどね！　実にドラマチックな展開だと思いますよ、決して勝てないという点を除けば!!

　でも、自分がどうなっても、やるしかない。

　今も適当に難なん癖くせをつけては、周囲に破壊を撒まき散ちらしているエリカさんの方に向かって歩き出す。

　もう、自分の身を挺ていして止める以外に、方法が見つからない。それで止まる保証は全くありませんし、犬死にの可能性も相当に高いですけど、それでももう、僕は自分の身体を差し出すしかない。

　前に出す足が震える。

　それでも、瓦礫を乗り越えて、一歩ずつ進もうとして。

「……何だ？」

　踏み出した一歩の下、地面から伝わる震動に違い和わ感かんを覚えた。まるで何かが、地面の奥で蠢うごめいているかのような揺れ。その原因を考えるよりも早く、それは現れた。

　瓦礫を突き破って。

　滅びに抗あらがう、一つの影が。

「……どうして」

　疑問の声が、口をついて出る。それ程に、信じられない光景だった。

　だって、そいつは、完全に消滅した筈だ。勇者の無慈悲な一撃を食らって、確かにやられた、その筈だったのに。しかし今、そこに立っていて、自分を倒した勇者のことを睨みつけている。その瞳に、戦意は衰えていない。

「待ちなさいよ!!」

　その名は、魔王。

　倒されてもなお立ち上がり、戦う為に。

　さっきやられた筈の魔王が、そこに立っていた。




「ていっ」

「ひぎゃぁぁぁぁ！！！」

　まあ、復活したその瞬間にエリカさんに斬られて、即座にブチ倒されましたけど。何の為に復活したんですか、アレ。

　とにかく、魔王の出現＆退場によって、エリカさんは気が削そがれたらしく、破壊活動を止やめていた。その隙を突いて、そっとエリカさんへ近寄る。

　エリカさんは、不ふ思し議ぎそうな顔をして剣を見つめている。

「うーん、何かうるさいのがのこのこと出てきたから反射的に斬ったけど」

「確かめないで斬ったんですか!?」

「とにかく！　もう私の邪魔をする相手はいない。それじゃあ満を持して、この世界ごとドカンと滅ぼしてあげるよ!!」

「や、止めて下さい！」

「もうそれは聞き飽きたよ！　私を止めようっていうのなら、もっと違うものを用意してくれないとダメなんだからね!!」

「ち、違うもの!?」

「例えばソーイチが、爆笑間違いなしの一発ギャグを繰り出してくれたりしたら、私も考えを改めるかもしれないね」

「本当ですか！　信じますよ!?」

　本当だったら、これは大きなチャンスだ。

　しかし僕は生まれてこのかた、ギャグなんて言ったことがない。だから相当に難易度の高い話ではあるけれど、やらないと世界が滅ぶ。僕のギャグに、世界の命運が懸かかっているんだ!!

「じゃ、じゃあ、行きますよ」

「うん、ドンと来いだよ！」

「え、えっと」

「うんうん」

「……………………布団ふとんが、ふっと」

　エリカさんが無言で地面を踏みつけると、周囲がえぐれて陥かん没ぼつした。

「どうして！　これ爆笑間違いなしって書いてあったのに!!」

「センスが古過ぎるんだよ。おかげで昔のことを思い出して、更にイライラが加速したよ。ああ、ソーイチのせいで世界の滅びが加速したよ。あーあー、いーけないんだー」

「僕のせいですか!?　僕のせいなんですか!?」

「いーけないんだー、いけないんだー、せーかーいー、滅ぼしたー」

「そんな子供の囃はやし方かたみたいに言われても困りますよ!!」

　しかしエリカさんは止まらない。僕のギャグが失敗してしまったからだ。おかしい、デバイスに勧められて読んだ『ベストヒット・親父おやじギャグ』に載っていた大爆笑ネタを披ひ露ろうした筈なのに、どうしてこうなった!!

　まさか、僕のギャグが滑ったせいで、世界は終わってしまうのか。

　こりゃ笑える話ですね。一切笑えませんけど!!

　今まさに世界を滅ぼそうとするエリカさんの足元、地面に膝を突いて考える。何か他に、エリカさんを止める手段はないのか。

　必死に考える、僕の耳に。

「待てい!!」

　そんな声が、届いた。

　瓦礫を踏みしめて、現れた人影。

　それは、エリカさんをビシッと指差すと、宣戦布告の言葉を紡つむぐ。

「今度こそ、貴様の命運は尽きたのよ！　さあ、ワタシの手に掛かって、大人しくやられなさい!!」

　魔王が、三み度たび、そこに立っていた。




「やあっ」

「ぎゃあぁぁぁぁぁぁ!!」

　三度、魔王はエリカさんに斬られてぶっ倒れましたけど。

　だから魔王、どうしてすぐ復活して、すぐにやられちゃうんですか。エリカさんの破壊を止めるのに、何の役にも立っていない。何しろ、一撃でやられるのだから。

　しかし今度は、様子が違った。

　エリカさんの手によって、一撃で斬り捨てられた筈の魔王の身体が、消滅していない。これまでは、霧となって消えていたのに、未だに身体が残っている。そして、僕の目の前で立ち上がる。

「まだ、まだなのよ……！」

「……魔王」

　その身体は震えていて、今にも崩れ落ちそうな程に弱っている。無理もない、二度もエリカさんの剣を受けて消滅したのだ。いくら悪名高き魔王といえども、それは限界を超えた動きに違いない。

　しかし、魔王は立ち上がる。

　まだ、その意志は死んでいないと、そう叫ぶように。

　恐るべき、不屈の精神力で、再びエリカさんに躍おどり掛かかって。

「とおっ」

「んぎゃぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

　同じようにやられるのだった。

　えっと、やっぱり、無理しない方が良いんじゃないですか？




　その後も、魔王は何度も復活しエリカさんに挑んでは、即やられる、を繰り返した。

　何度やられても諦めずに挑んでいくその姿には、正直、感心する。

　はっきり言って、両者の実力には、大きな隔へだたりがある。勇者と魔王、互いに物語に名を残すような存在であっても、今は勇者が大きく勝っている。普通の物語だったらそれでいいのだけど、今回はそういう訳にもいかない。何しろ、勇者であるエリカさんが勝ってしまったら、そのまま世界を滅ぼそうとするだろうから。

　つまり、魔王が、エリカさんの暴虐を止める最後の防波堤だ。他の英雄達は、すっかりダメ人間だし。

　だけど、相手は魔王。決して、相あい容いれる訳には……。

「お前に、世界を滅ぼされる訳にはいかないってのよ!!」

「へえ、そんなにボロボロの身体で、随分と立りつ派ぱなことを言うんだね」

「どれだけワタシが傷ついても、勇者、貴様だけは絶対に倒す!!　世界を、滅ぼさせない為に!!」

「だったら、精々頑がん張ばって止めてみなよ!!」

　えっと。

　これ、どっちが味方なんですか？

　僕の使命は、世界を滅亡から救うこと。

　エリカさんは、世界を滅ぼそうとしていて。

　魔王は、世界を滅ぼさせまいとしている。

　じゃあ、魔王の方が味方じゃないですか。もうこれ、魔王を応援した方が良いのではないでしょうか。

「いつかワタシが支配する世界を、こんな所で滅ぼされたら堪たまらないって言っているのよ！　だから勇者、貴様の滅びなんて認めないの！　滅びは、この魔王であるワタシがもたらすべきもの、なのよ!!」

「…………うーん」

　訂正。どっちも敵ですね、これ。




　勇者と魔王の戦いは、どれほど続いただろうか。

　エリカさんによる一方的な攻撃の結果、魔王が何度目かのダウン。どうにか立ち上がろうとするも、しかし身体が言うことを聞かないらしく、その場にうずくまったままだった。そんな魔王に、エリカさんが声を掛ける。それは、勝者が敗者に浴びせるもの。絶対優位から発せられる、憐あわれみの言葉。

「もう諦めたら？」

「……そうはいかないのよ。勇者に屈したなんて話は、魔王の名折れ。ワタシに後を託して消えていった他の魔王の為にも、ここで負ける訳には、いかないの!!」

「他の魔王、ね。それは、私が前に倒した奴かな」

「そうだ！　勇者エリカによって倒された同胞の無念！　ワタシが必ず、今、ここで！　晴らしてみせる!!」

「それは凄すごいね、感動的だよ、だけど無意味だね!!」

　エリカさんが、間合いを取ったままで剣を振るう。その風圧だけで、魔王の身体が揺らぐ。もう、その程度の攻撃にすら耐えられないのだ。そのまま、崩れそうになって。

　しかし魔王は、踏ふみ留とどまった。

　その瞳に、不退転の意志を宿して、勇者に挑む。

「ワタシの本気を、ここで見せるわ」

　言葉と共に、魔王は吠ほえる。

「我が名において我が身に命ず……脈動せよ、『孤群万魔デイクタトール』!!」

　魔王の叫びに従って、変化が訪れた。

　周囲を覆う空気が、一変したのだ。

「こ、これは……！」

　エリカさんや、他の英雄達によって倒された筈の、魔王の部下。周囲に倒れていた黒い影達が、蘇ったように起き上がった。

　魔王の手によって復活したのかと思ったが、そうではなかった。黒い影達は、一瞬だけ立ち上がるも、すぐにその身体が溶け落ちた。全身が、液体に変わっている。黒い、泥のような液体へと。

　その液状化は、黒い影達だけに留まらなかった。今僕達がいる広場、遙か遠くで崩れている城壁や城門。それもまた、液体へと変わっていた。辺り一帯が、黒い沼地に変わってしまったような有様で。

　そんな液体が、一つの流れを持ち始めた。渦を巻くように、一点へと集中していく。その中心部に居るのは、魔王。

　周囲から汲くみ上あげられた液体を、その身に吸いながら。

　魔王は、高らかに宣告する。

「これが、ワタシの能力、『孤群万魔』。ワタシは、自分自身の存在を分割することで、あらゆるものを作り出すことが出来る。部下でも、武器でも、城でさえも。そう、これこそ、一人にして万軍に匹敵する、ワタシの能力よ!!」

　まるで水を飲み干すように、かつて部下だったもの、建物だったものを、何もかも吸い込んでいく。

「そして今、ワタシは、他に分け与えていたものを全て取り戻したの。つまりはこれが、ワタシの本当の力。全てを我が身に宿した、最強の形態ってことなのよ!!」

　全てのものが吸い尽くされ。

　ただの荒野へと戻った世界の、真ん中で、魔王が、その真なる姿を現した。

　吸収した液体、その吸い切れなかった分が、魔王の周囲で渦巻いている。

　それはあたかも、闇やみ色のドレスを纏まとったかのよう。雰ふん囲い気きも、先程とは明らかに一変している。

　つまりはこれが、魔王の真の姿。これまでとは違う、本当の実力。勇者と並び語られるべき魔王、その本領なのか。

「行くわ、勇者エリカ・アシュローズ。貴様は、ここで終わりよ!!」

　魔王による、全力の進軍。

　一人にして万軍に値するその進軍が、始まる。




「たあっ」

「にょほぉぉぉぉぉぉぉぉぉお！！！」

　まあ、やっぱり一撃でやられるんですけどね。

　ここまでもったいぶったのに、どうしてやられるんだろう。もうちょっと粘って、もうちょっとエリカさんを止められなかったんでしょうか。せめてエリカさんに傷を付けるくらいのことはして欲しかったですよ。

「何か今、ソーイチが魔王の肩を持ったような気がしたよ」

「ごめんなさい!!」

　即土ど下げ座ざである。地面に頭を付ければ、すぐ傍で倒れている魔王と目が合った。完全に意識を失ってしまっている。もう復活することはなさそうだ。

　つまり、エリカさんを止めるものは、もういない。

　慌あわてて起き上がると、そこにはそれぞれの目的を果たしたのか、さっき去って行った英雄、いやダメ人間達が戻って来ていた。もうこいつら……じゃなくてこの人達に、死んででも止めてもらわないと!!

「エリカさんを止めて下さい!!　早く!!」

「しかし、そう言ってもだな。今ここでエリカ君と拳こぶしを交えれば、折せつ角かく手に入れたメモリーカードが破損するやもしれん、迂う闊かつに動く訳にはいかないな」

「そうそう、折角ゴメスさんの究極レシピを手に入れたんだから。下手に戦って、傷つける訳にはいかないのよ」

「Let's drink it」

「クロさんも、折角手に入れた酒さか瓶びんが割れるからいやだ、って言っているわ」

「でも！　ここでエリカさんを何とかしないと、世界が大変なことになるんですよ!?　それでも構わないんですか!?」

「そうは言っても」

「ねえ」

「Yeah」

「ああもう!!」

　このダメ人間達に頼んでもダメだ。やっぱり、僕が何とかしないと！

　次のターゲットを見定めるように視線を飛ばしているエリカさんに駆け寄る。途中で何かを踏んで『んぎゅ』みたいな悲鳴が聞こえたけれど、構うもんですか。エリカさんに詰め寄り、必死で制する。

「お願いします！　世界を滅ぼさないで下さい!!」

「それは無理だよ。今も私の中で、世界を壊せと内なる衝しよう動どうが叫んでいるんだから。私はただ、それに従って世界を滅ぼすだけだよ」

「勇者じゃなかったんですか!?」

「勇者の前に、私は一人の女の子だから。嫌なことに対しては、抵抗するしかないんだもん。だから世界を滅ぼすよ。これ以上、私が嫌な思いをしないように」

「他の人が嫌な思いをするんですよ!!」

「でも、私が苦しんでいる時に、誰も助けてくれなかったもん。私が勇者だから、自分で何とか出来るからって、手伝ってくれなかったもん」

「……エリカさん」

　それは、勇者故の孤独。

　僕が、彼女を勇者であると見ていたように。

　そうとしか見られなかった彼女の、自己は何ど処こに行くのか。

　エリカさんは、そっと頰ほおを撫なでながら。

「そう、私が勇者饅頭の食べ過ぎで虫歯になって苦しんでいた時も!!」

「それ自業自得ですよね!?」

「私が勇者ガムの嚙かみ過すぎで、顎あごがだるくなった時も!!」

「だからそれもご自分のせいですよね!?　誰かのせいにしないで下さい!!」

「ソーイチまでそういうことを言うんだ」

「だって、勇者なのに、変なことばかり言うから!!」

「そう、じゃあ、勇者じゃなくても良いよ」

「………………え？」

　エリカさんの言葉に、僕の中で、何かが止まったのを感じた。




　僕の中の、一番大事な歯車が止まってしまったかのような感覚に、思わず言葉が出なくなる。

「うん、良く考えたら、別に勇者にこだわる必要はないよね。確かに私は勇者だけど、いつまでも勇者でい続けなくても良いんだもん。何で気付かなかったんだろう」

「…………」

「あー、でも、いきなり何者でもなくなるってのは、ちょっと不安かな。何か適当なものがあれば良いんだけど」

「…………」

「そうだ、丁度良いのがそこにいるじゃない！　しかも、私に相応ふさわしい感じのやつが！　そうそう、最初っからこうしていれば、もっとスッキリ出来たかもしれないよね。うん、だから、そういうことで」

「…………」

「私、魔王になる!!」

　その言葉を、エリカさんは言う。

　言って、しまった。

　そこが、もう、限界だった。

　ここまで築き上げてきたもの。尊敬だとか、憧しよう憬けいだとか、信頼だとか。そういった、僕が必死に積み上げてきたものが、がらがらと音を立てて崩れ去っていくのが分かった。そうなってしまえば、もうお終しまいだ。

　正の感情が、全て消え去ってしまったとなれば。

　そうなれば。

　遠えん慮りよも、ない。

「魔王エリカ……うん、こっちの方がしっくり来るよ。何せ、世界を滅ぼそうっていうんだから、魔王を名乗った方が適切だよね。という訳で、今日から私は魔王ってことになったから、ソーイチもそう呼んでくれると」

「座れ」

「……え？」

　エリカさんの、戸惑ったような声。

　もう、そこに何の感情も抱けない。

「え、誰に言っているのかな？　この私を、誰だと思っているのかな？　私は今日誕生した、最新の魔王。勇者を経て魔王に至る、いわば勇魔王とも言える存在だよ？　超強いし、超ヤバい感じだよ？　そんな私に、そんな口の利き方をしていいのかな？」

「座れ」

「え、ちょっと、どうしたのかなソーイチ、様子が変だよ。いつものソーイチじゃないみたい……っていうか確実に違うよね。何かこう、迫力が違うし、雰囲気も違うし、とにかく変だから、少し落ち着いて……」

「す　わ　れ」

「はい!!」

　エリカさんは、慌ててその場に腰を落とす。そう、最初からそうやって素直に話を聞いてくれていれば、何も問題はありませんでしたね。

　もう、遅いですけど。

　地面に座り込んで僕のことを見上げているエリカさんの顔は、怯おびえという表情に変わっていた。何故エリカさんが、そんな顔をしているのかといえば、答えは単純で。

「あ、あの、ソーイチ？」

「何ですか」

「どうしてそんなに……怒っているの、かな」




　そう。

　僕は、怒っていた。




　目の前で繰り広げられる、ダメ人間達のダメ人間ショーに。

　いつまで経たっても反省しない、何も変わらないことに。

　しかも、挙あげ句くの果てに。勇者でありながら、魔王の敵でありながら。その名を捨て、魔王を名乗るなんて軽々しく言うような、そんなエリカさんに怒っていた。

　そんなダメ人間ズには、僕としても、それ相応の態度というものがある。神様からの使者として、それなりのやり方がある。

　だから、それを実行する。

　そうすると、ここで決めた。

　こちらで起こっている騒ぎに、気付いたのか。左文字さんと諒子さんとクロさんが、無警戒にこちらに近づいて来る。どいつもこいつも、自分のやっていることに対して何とも思っていない、そんな顔だった。

　その様子が、また癇かんに障さわる。

「おいおい、どうした少年。表情が硬いぞ？」

「そうよ。あ、美お味いしいお饅頭があるんだけど、食べる？」

「Yes」

　そうやって、のこのことやって来た英雄達に。

「座れ」

「む？」

「え？」

「What?」

「す　わ　れ」

「「「はい!!」」」

　同じように命令すると、まとめてその場に座り込んだ。

　誰もが、エリカさんと同じように、怯えと困こん惑わくの表情でこちらを見つめている。その様子を見て、優越感や征服感なんてものは、とても湧わいてこない。胸の中から湧き出すのは、純粋な怒り。

　このダメ人間達に。自分が英雄であることを忘れ、ただただ自分の欲望の為だけに邁まい進しんするようなダメ人間達には、きついお仕置きをしなくては。

「大体、何ですかあなた達は!!」

　そう、説教です。

「英雄として、人々の規範とならなくてはいけない存在だというのに！　あなた達はひたすら自分の欲望ばかりを最優先して、他を顧みることをしない！　いつまでもだらだらと、自分のやりたいように振る舞うばかり！　そんなことで、世界中の子供達の前で胸を張れるんですか!!　どうなんですか!!」

「いや少年、俺はただ使命を全うしているだけで」

「黙れ変質者」

「はい」

　左文字さんが黙った。話を続ける。

「あなた方はそれぞれ、素晴らしい偉業を達成して、英雄として祭り上げられるまでになったんですよね。つまり、昔はちゃんと英雄として振る舞うことが出来た。それなのに何ですか、今の体たらくは。かつての輝きは、どこに行ってしまったんですか。輝きを失ったのなら、それは英雄じゃなくて、単なるダメ人間です。何で新作の発売の度に、いつも和菓子屋さんに並んでるんですか。もっとやることあるでしょう!!」

「だって、お饅頭が私を呼んでいるんだもの」

「黙れスイーツ」

「はい」

　諒子さんが黙った。話を続ける。

「かつて英雄と呼ばれた者が、今はダメ人間になっているだなんて、恥ずかしくないんですか。人々の尊敬を集めていた筈なのに、今のあなた達に浴びせられるのは、精々が呆あきれの視線ですよね。ひょっとしたら蔑さげすみや憐れみも入ってくるかもしれない。そんな状況にあるのを、恥ずかしいと思わないんですか。そんなんだから、奥さんにも娘さんにも逃げられるんですよ!!」

「But……」

「でも仕方ないじゃない、酔いたいんだもの。と言っているわ」

「黙れ爬は虫ちゆう類るい」

「OK」

　クロさんが黙った。話を続ける。

「昔は立派だった英雄が、こんなことになっているのは、僕としても本当に悲しいです。本当にいたたまれません。だから、あなた達にはここから、立派な英雄としての姿を取り戻してもらいます。そうしないと、僕だけではなく、あなた達に憧れた全ての人々に対して申し訳が立ちません。きちんと更生してもらいます。勇者を辞めて魔王になるなんて、そんなゴミみたいなこと、二度と言わせませんから、覚悟して下さい」

「あの、ソーイチ、やっぱり落ち着いた方が」

「黙れジャージ」

「うん」

　エリカさんが黙った。話を続ける。

「さあ、そうと決まれば、こんな所には居られません。さっさとフダラク荘に戻って、これからの更生計画を練らないと。立派な英雄としての姿を取り戻す為の計画を！　人々の尊敬を集めて、世界平和の為に邁進し、心も清らかで笑顔も爽やか、そんな英雄になってもらわないと！　ほら、さっさと行きますよ、余計な時間なんてありません!!」

「いや、そもそもワタシは無関係じゃ」

「黙れ魔王」

「ひっ……」

　魔王が黙った。

　いつの間にか復活し、エリカさんを背後から襲おうとしていた魔王も、ついでに正座で説教中です。というか、そもそもこいつが余計なことをしたから、こうして荒野のど真ん中で説教をする羽は目めになったのだ。何もかも、この魔王が元凶じゃないか。

「……ところで、魔王さん」

「な、何よぉ」

「大体何なんですか魔王って。魔の王って、何なんですかそれは。邪とか悪とか闇とか虚とか、そういう漢字を使いたがりのお年頃なんですか。そういうのは早めに卒業しておいた方が良いですよ。というか、一体何歳なんですか」

「な、何か、ワタシだけ他の連中とは違くない？」

「黙れ魔王」

「だ、だから……」

「だ　ま　れ」

「ハイ」

「そんな風に、魔王だなんて恥ずかしい呼称を名乗る暇ひまがあったら、少しでも世の為人の為になることをして下さい。自分の行いを省かえりみて、迷惑ばっかりかけて恥ずかしくないんですか、他人に甘えるばかりで社会に寄与しない人間は、単なる寄生虫ですよ。大体、どうしてそんなに黒いんですか」

「だから、何でワタシだけ人格攻撃なのよ!?　存在全否定するのよ!!」

「黙れ」

「うぅ……」

　そして再び、魔王に説教しようとして。

「ちょっ、ちょっと待ってよソーイチ！」

　まるで、魔王を庇うようにして、勇者であるエリカさんが立ち上がった。不満という表情を、その顔に浮かべている。

「……何ですか、エリカさん」

「い、今のソーイチは何だか怖いけど！　でも、折角手に入れた自由を私は守る！　守る為に、戦うよ!!」

「ふーん」

「ひぃ!?」

　僕が何もしていないのに怯えるエリカさん。しかし、さすがは勇者といったところか、退こうとはしない。立ち上がり、ぐっと拳を握りしめて、高らかに宣言する。

「私は今、ソーイチに反逆する!!」

「そうですか」

「うう……やっぱり怖いし、説教されてテンションはだだ下がりだけど、でもここで頑張らないと、私の自由な破壊ライフは始まらないんだから！　だからそこの魔王、一緒にソーイチをやっつけるよ!!」

「え、ワタシを巻き込むの!?」

　魔王がえらい驚いた顔をした。

「な、何でワタシ、関係ないのに」

「ほら、早く手伝ってよ！　他の皆はすっかり心が折れて使い物にならなくなっているんだから！　手伝ってくれたら、滅ぼすのは最後にしてあげるから!!」

「そんなこと言われて手伝うとでも思っているの!?」

「それでも魔王と呼ばれた一族の末まつ裔えいなの!?」

「別に一族で魔王やっている訳じゃないのよ!?」

「何でも良いから、魔王らしいとこを見せてよ！　さもないと、今すぐにぶった切るよ。切られたくなかったら協力してって言ってるんだよ」

「もう何度もぶった切られたけど!?」

　そうやって、魔王を抱き込んで、なおも抵抗しようとするエリカさん。

　そっちがその気なら、こっちにも、考えがあります。

「……エリカさん」

「何かな、ソーイチ？　そこまで言うんなら相手になるよ!!」

　僕はポケットの中に手を突っ込み、その中で僅わずかに熱を持ち始めている手の平サイズのデバイスを取り出すと、その光る画面をエリカさんの方に向けて。

「そ、そんなの向けられたって驚かないんだから！　あのヒゲの力は、そこの魔王のおかげでこの世界に届かないって知ってるんだからね！」

　そう叫ぶエリカさんの手の中に、光が集まる。そうして再び現れるのは、巨大な剣。先程まで何度も、魔王を叩きのめしていた剣だ。

「私は戦うよっ！　自由と、世界を滅ぼす為にっ！」

　叫び、エリカさんは、初めて会った時と同じく、大きく剣を振りかぶると、僕に向けて振り下ろそうとし。

　次の瞬間、辺りを光が埋め尽くした。

「──ッ!?」

　巨大な閃せん光こう。その場にいる全員が、思わず目を伏せてしまう程の強い光。

　そして、その光が止んだ時。

「あ、あれ……？」

　エリカさんは、力を抜き取られたかのように、その場にへたり込んでいた。巨大な剣を足下に落とし、全身を地面に投げ出してしまっている。

「な、何で……？」

　そんなエリカさんを見下ろしながら、僕は手にしたデバイスの画面を見つめる。そこに表示されているのは、懐かしさすら感じてしまうほどの文字。




【オッスご主人様、調子はいかがですか？　シーちゃんは絶好調です。魔王によって行われていた妨害は、勇者エリカ・アシュローズが魔王をこてんぱんにしたことによりほぼ無力化。それにより、シーちゃんの通信機能及び、封印拘束具『デモンズシール』の機能が復活となります。今後とも、バンバンお使い下さいませ】




「……という訳で、再封印完了です。エリカさん」

「……え？」

　封印拘束具『デモンズシール』の機能、それを復活させる為に必要となるのは、こことは別の世界にいる神様からの力。

　デバイスの通信機能さえ復活してしまえば、後はデバイスを介して首輪に神様の力を伝えるだけ。そうすれば、首輪の力は無事復活となる。

　最強の破壊神と化したエリカさんを無力化するのも、容易たやすいということだ。

「え、じゃあ、私の自由は？」

「ないですよ、そんなの」

「えええええ」

　先程まで、世界を滅ぼそうとしていた、勇魔王エリカ・アシュローズはもう存在しない。今、僕の目の前にいるのは、赤いジャージに身を包んだ、世界を呪ったり逆恨んだりするのが大好きな勇者様だった。

「もう暴れることは出来ないんですから、大人しくしていて下さい」

「えええええええ」

　エリカさんが、目に涙を浮かべて、こちらに訴えかけるような視線を向けてくる。その視線は何というか、非常にいたたまれない感じですけど、でもここはびしっと決めないといけません。

「私のこの恨みは、どうしたらいいの!?」

「どうにもしないで下さい」

「何だか分からないけど、今の勇者は弱っているのね!?　だったら今がチャンス！　その命、貰もらった!!」

　弱体化したエリカさんを落ち着けようとして、しかし空気が読めないのが現れた。

「うるさい」

「んぎゃ!?」

　ぎゃあぎゃあとうるさいので、その魔王にもデバイスを向ける。すると、デバイスから出た光が実体化し、魔王の首に巻き付いた。首輪がなくても作動するインスタント封印拘束具『デモンズシール・ライト』の効果が発揮されたのだ。

　その効果は、即席とはいえ確実で。

　エリカさんと同じように、魔王もまた、その場にへたり込んだ。

「な、何よ、これは……」

「力を封印したんですよ」

「勝手にそんなことしていいと思っているの!?　ワタシは魔王なのよ!?　三千世界にその名を轟かせる、偉大なる魔王で」

「はぁ!?」

「だ、だから総一は、何でワタシにばっかりそんなに当たりがきついのよ……もっと優しくしてくれても良いじゃない。そこの勇者みたいに」

「何を言ってるんですか。魔王と勇者が同列だと、本気で思っているんですか」

「酷い！　待たい遇ぐうの改善を求めるわ！　魔王差別反対!!」

　涙を精一杯浮かべながら、右手を振り上げる魔王であった。




「……ん？」

　と、周囲の風景が、変わり始めていることに気が付いた。

　まるで上から絵の具を塗りつけているように、別の風景が混じり始めている。それは、こちらの世界に飛ばされて来た時と同じような展開で。

「これって……」

「あら、これはどうやら、あのヒゲの力ね。魔王の魔力が切れたから、ヒゲが私達を元の世界に戻そうとしてくれているみたい」

「そうですか、解説ありがとうございます。でも反省」

「……はーい」

　いつの間にか元の饅頭の姿に戻っていた諒子さんの言葉通り。

　気が付けば、そこにあるのは、見慣れた日本家屋風のアパートだった。

　雑草が茂り、色も落ちている看板には、不ふ名めい誉よな名前が書かれている。周囲の風景から明らかに浮いているそこは、しかし実際のところ、神様の用意した最新鋭の休息地。

　僕達は、フダラク荘に、戻って来たのだ。

「あー、ようやく戻って来たわね。うん、やっぱりお饅頭を味わうなら、自分の家が一番よね。向こうで手に入れてきたお饅頭のレシピ、早速試してみないと」

「Me too」

「うむ、俺も秘蔵のデータの整理をしないといけないからな、今日は徹てつ夜やだ」

「ふ、ふんだ。ソーイチのいじわる。もういいもん、ジャージの匂においも嗅かがせてあげないんだから！」

「えっ、ちょっと待って？　ここどこ？　ワタシの世界は？」

　見慣れた場所に戻って来たことで安心したのか、目の前に座っているダメ人間達の顔にも、安あん堵どの表情が浮かんでいる。若干一名ほどは、見知らぬ土地に飛ばされてきたせいか、ひどく戸惑っているけれど。

　元々の住人である英雄達は、やれやれといった様子で立ち上がろうとするが。

「皆さん、誰が立っても良いと言ったんですか」

「「「「「え？」」」」」

「だ　れ　が　これで終わりだなんて、言いましたか？」

「「「「「ヒィッ!?」」」」」

　全員の悲鳴がハモった。

「まだお説教は始まったばかりです。本番はここからですよ。皆さんにまともな英雄に戻ってもらう為にも、今日はまだまだお説教です。ほら、早くそこに一列に座って下さい、地面とか関係ないです。これから、時間はいくらでもあります。たっぷり、たっぷりと聞いて頂きますからね!!」

「「「「「ヒィィィィッ!?」」」」」

　英雄達の悲鳴を無視して。

　僕は大きく、息を吸う。

　こうして揃ったダメ人間達を、ちゃんと更生させる為に。















　フダラク荘に集った、英雄達。

　最強の変身ヒーローでありながら、事案ギリギリのロリコン。

　最強の魔法少女でありながら、人間の身体を捨てた饅頭。

　最強のドラゴンでありながら、アルコールに溺おぼれる酔いどれトカゲ。

　最強の勇者でありながら、逆恨みで世界を滅ぼそうとする赤ジャージ。

　ついでに、最強の魔王でありながら、すっかりへたれたポンコツ。

　この、一ひと癖くせどころか、千癖くらいはありそうで、およそ英雄とは呼び難い、英雄失格達を、元の立派な英雄に戻す為に、更生させること。

　それは、神様から与えられた使命ではなく。

　僕の、僕自身がやりたいと考えた、大きな目的。

　それこそが、何の力も持たない僕、鹿かの屋や総一が世界に対して出来ることなのだから。










　そうして、世界の滅亡を乗り越えて。

　それでも、僕のやるべきことは、まだ残っている。

「……はあ」

　ただ、溜ため息いきばかりが増えていく。

　僕はフダラク荘のリビングのソファに腰を下ろして、書類を書いていた。

　目の前にあるのは、神様に提出しなければいけない報告書の山。しかし、僕達が巻き込まれた事態のことを思えば、これだけの量も当然のことだった。何しろ、この一週間ほどで、様々なことが起こったのだから。その出来事、一つ一つを書き記しているうちに、色々な記憶が蘇よみがえってきて。

「…………はあ」

　溜め息と、頭痛。

　そんなものに襲おそわれる、僕だった。




　その原因と言えるもの。僕の後方で、騒いでいる声がする。

「ふむ、画像の方に問題はないな。後は、これをどこに隠しておくか。何しろ、連中に見つかったが最後、すぐさま没ぼつ収しゆうされるからな」

「このお饅まん頭じゆうは凄すごい！　異世界のお饅頭ってのも侮あなどれないものね!!」

「Yeah」

「しかし、最近は連中の監視も厳しくなっているからな……これは、通学路を監視する為のポイントを移動することも考えるべきだな」

「うんうん、クロさんも良い酒を手に入れてご満まん悦えつみたいだし、最高じゃない。今度、別の世界にも行ってみたいものね」

「Yes」

「………………はあ」

　くつろいでいる変身ヒーローと饅頭とトカゲ。

　あれだけ僕がお説教をみっちり行ったというのに、まるで懲こりた様子もなく、今まで通りにだらけている。この前はすっかり神妙な様子で説教を受けていたのに。

　本当に、根っからのダメ人間ということなんだろう。

　そんなダメ人間ズ、このフダラク荘の住人が、一人追加されたこともきちんと報告書に記しておかないといけない。

　僕を見つけると、ぎゃーぎゃー騒ぎ出したその少女。

「ちょっと総そう一いち！　ワタシの部屋に電気ついてないじゃないのよ！　偉大な魔王の部屋なのよ、さっさと直しなさい!!」

「…………はあ」

　これである。

　どうしてこれを、僕は住人として申しん請せいしてしまったんでしょうか。

　今現在は魔力を失っているとはいえ、その正体は魔王。

　悪逆の限りを尽くす、魔王だ。

　成り行き上、こっちの世界に連れてきてしまって。そのまま放ほうっておくわけにもいかず、監視の意味も込めて、こうしてフダラク荘に滞在させている。一応、デバイスで神様に連絡を取ってみたけれど、普通に居住の許可が出た。それでいいんでしょうか。

　とにかく、魔王も今では立りつ派ぱなフダラク荘の一員である。

　そんな彼女は、こちらを興味深そうに覗のぞき込こんでくる。

「何書いているのよ、総一」

「あなたの報告書ですよ、このダメ魔王」

「ダメ魔王ですって!?　その言いぐさは何よ！　数多あまたの世界を支配してきたこの魔王様に対して、ちょっと乱暴が過ぎるんじゃないの!?」

「ああもう、うるさいので、暇ひまならトイレの掃そう除じでもしてきて下さいますか」

「……はぁ？　だから、ワタシを誰だと」

「夕飯抜きになりたいんですか」

「はい」

　モップを抱えてそそくさと去って行く魔王……元、魔王。

　まあ、こうして素直に言うことを聞いてくれる辺り、他の住人よりかは扱いやすい気がします。魔王以下の英雄って、何なんですかね。




　さて、ある程度報告書に一区切りが付いたので、休きゆう憩けいすることにした。

　伸びを一つして、ソファから立ち上がる。外の空気でも吸おうと、玄げん関かんから外へ出ようとすると。

「ぬぎょー!!」

　妙な叫び声を上げている少女がいた。

　ジャージ姿にサンダル、おまけに首輪という珍妙な格好で、玄関の引き戸に体当たりを繰くり返かえしている。僕よりも背が高いとはいえ、決して大柄ではない、一見普通の少女。

　しかしその実態は、世界を救い続けてきた存在。

　そして今は、世界を呪のろい滅ほろぼそうとしている。

　誰よりも強く、誰よりも気高く、誰よりも繊せん細さいで、誰よりも厄やつ介かいな。

　そんな、勇者様。

「エリカさん？」

「あ、ソーイチだ」

　勇者であるエリカさんが外に出ようと、必死で引き戸を破壊しようとしていた。何というか、これも見慣れた光景ですね。

「一体、何をやっているんですか」

「見れば分かるよね？　ソーイチが、私の邪じや魔まをするから！　早く世界を滅ぼさないといけないんだよ!!」

「邪魔しなかったら、世界滅びますからね」

「その為ためには！　この扉を！　壊さないと!!」

「……あの、別に首輪の封印は今も働いているので、普通に出られる筈ですけど」

「あ、本当だ」

　あっさりと、玄関の引き戸は横に開いた。まあ、いくら体当たりをしても、引き戸が前に開くことはないですよね。

「やった！　これで外に出られるよ!!」

　言うや否や、凄い勢いで外に飛び出して行くエリカさん。

　その背中に、慌あわてて声を掛ける。

「あ、でも、封印状態とはいえ、今のエリカさんを自由に外に出す訳にはいかないので、制限はしてありますよ？　具体的には、玄関は出られますけど、フダラク荘の敷地からは出られないようになって」

「むぎゅ」

　すぐに外から、妙な声が聞こえてきた。どうやら、門の所にある結界にエリカさんが引っかかったらしい……僕の話をちゃんと聞いて欲しかったです。

「痛いよソーイチ！」

「話も聞かずに飛び出して行くからですよ」

「鼻が潰つぶれたから、ソーイチには賠ばい償しようを要求します」

「潰れてないですよね……？」

「ソーイチの鼻を、もぐ!!」

「もがないで!?」

　そんな感じで、玄関先に置かれているベンチに座り、鼻を押さえながら空を見つめるエリカさん。僕も、並んでベンチに座り、同じように空を見る。

「お仕事は、もう終わったの？」

「いえ、もうちょっと残っています。なかなか終わらなくて、息抜きをしようと」

「大変だねー」

「……いや、何でそんな他人事なんですか。むしろ仕事のメインが、エリカさん達の尻しり拭ぬぐいですから」

「成なる程ほど、つまり私のお尻に興味があるんだね」

「ありませんよ!?」

「え、じゃあ私のくるぶしのラインに興味があるの？　そっか、そっち方面の趣味なんだ。さすがはソーイチ、常人の私には測り切れないよ」

「いえ、そういう変な趣味がある訳では」

「隠さなくても良いのに」

「隠してませんよ？　極めてノーマルな趣味だと思いますよ？」

　何を言い出したんでしょうか僕は。

　変にドギマギしてしまった僕に構うことなく、エリカさんは空をじっと見つめている。その瞳ひとみは、期待に満ちていて。

「でも、こんな風に空を見上げることなんて、久しぶりだよ」

「そうなんですか？」

「これまでは、ずっとアパートの中に居たからね。空がこんなに広いだなんて、こんなに青く澄んだものだなんて、忘れていたよ」

「エリカさん……」

　言葉の端に残る寂しさ。どんな言葉を掛ければいいのか、迷ってしまう。

　と、エリカさんは、いっそ清々しい笑みを浮かべて。

「これだけ澄んでいると、逆に汚したくなるよね」

「あれ、話が妙な方向に」

「私がこうして悩んでいるのに、あの無駄に広い空ってば、呑気のんきに青いってのはどういうことなんだろうね」

「別に、呑気でやっているんじゃないと思いますけど……」

「もう許せないから、ここから呪いの電波を送って、苦しめてあげるよ!!」

「…………まあ、実害がないから、それくらいは構いませんけど」

「ちなみに私の呪いを受けると、水以外のものが飲めなくなるし、しばらく食事も喉のどを通らなくなるから、気を付けてね」

「僕を呪っているんですか!?　止やめて下さいよ!!」

「ソーイチって何だか空っぽいから、つい」

「空っぽいとか言われたのは初めてですよ、僕」

「何かこう、青くて広い感じが」

「青くも広くもないですけど……」

　褒ほめられているんでしょうか。あんまり悪い気はしないけれど。

「でも、ね」

　エリカさんが、こちらを向いた。穏やかな表情で。

「私を外の世界に連れ出してくれたことは、本当に、感謝しているんだから。ありがとう。私に、外の世界を見せてくれて」

「そんな……エリカさん」

「ありがとう。世界を滅ぼす手伝いをしてくれて」

「いやしてません！　してませんよ!?」

「でも、外に出してくれたおかげで、私の恨みＰポイントは今期一番の高値を記録したよ」

「知らない間にとんでもないことに!?」

「でもさ、また別の世界にも、行ったりしたいよね」

「……エリカさん!?」

　意外な言葉だった。あれ程、世界を逆恨みし続けていたエリカさんが、まさか他の世界に興味を持ってくれるなんて。

「だってほら、別の世界に行けば大暴れ出来るんだもんね！」

「あの……今回は特別だったんですよ？　というか、やっぱり反省してませんよね？」

「ううん、反省してる！　反省してるよ！　勇者、超反省」

「……本当ですか？」

　凄い目が泳いでるんですけど。

「でもさ、ソーイチ。世界を救うのも良いんだけど、たまに、たまにで良いから、滅ぼしても問題のない世界とか探してくれると嬉うれしいな。そうすれば、私もストレスを溜めることなく、穏やかな日々を過ごせるから」

「滅ぼしていい世界なんて、ないですよ」

「じゃあ我が慢まんして、この世界でいいや」

「この世界も滅ぼしちゃダメですからね？」

「どうしても？」

「どうしても、です」

「半分で良いから」

「半分壊れたらもうお終しまいですよね!?」

「南半球だけで良いから！　赤道のこっち側は絶対やらないから！」

「地球を破壊って、宇宙から来た侵略者か何かですか!?」

「そう、私は勇者星人。勇者星が内乱によって崩壊したから、次はこの地球を壊しに来たんだよ」

「どこから来たんですかその設定!?」

　そんな風にして、世界に対する破は壊かい衝しよう動どうを語るエリカさん。

　しかし。この人がかつてどういう存在だったのか、僕は良く知っている。

　確かな英雄として、人々の為に戦っていたことを、ちゃんと知っている。

　だから、信じている。

　この人の中にある、勇者としての本領、英雄としての真価を、信じている。

　今、どんな風になろうとも。

「私が倒れても、いずれ第二、第三の勇者星人が現れて、世界に呪いを振ふり撒まこうとするんだから！　だから、精々この、束つかの間まの平和を楽しめばいいんだよ!!」

「…………うん」

　たとえ、こんな風になっていても、ええ、信じていますとも。もうその価値観が揺らいでばっかりなのが、ここ数日の出来事ですけどね。

「とにかく、僕がいる限り、エリカさんに世界を滅ぼさせるようなことは、絶対にしませんから。どんなことがあっても、僕が必ず、止めますから」

「それは楽しみだよ。いずれ決着を付ける時が来るってことだね！」

「いや、別に、そこまでのことでは」

　何で変なライバル認定をされているんですか。

「でも、これでソーイチも世界を一つ救った訳だし、私のライバルとしての資格は十分だよね！」

「世界を……救った、ですか。僕が？」

　何気なく言われた、エリカさんからの言葉。

「そうだよ、少なくともソーイチが頑張らなければ、この世界は滅ぼされてたんだからね！　ソーイチは世界を救った英雄だよ」

「僕が、英雄……」

　本物の英雄の言葉が、僕の心に落ちて、消えていく。

　ただ英雄に憧あこがれるだけの存在だった僕は、今、憧れた背中に近付けているのだろうか。これから、近付いていけるんだろうか。

　だったら、嬉しいなと、そう思った。

「まあ、ソーイチが救っても、私がその分壊すんだけどね!!」

「その分ってことはないでしょう!!」

「これから先も、ソーイチがもっと頑張らないと、途中で世界、滅ぼすからね!!」

「そんなことはさせません、絶対に止めてみせますから!!」




　そんな感じに、前途多難な雰ふん囲い気きに包まれて。

　まあ、でも。ここから始めると、そう誓ちかった訳ですから。

　だから、少しずつ、進んで行こう。

　道は遠く。目指している未来に、終わりはまだ見えない。

　だけど、自分自身で考え、決めたことがあるから、どこまでも行ける。

　胸に誓ったこの想おもいと、共にある大切な人を道標みちしるべにして、互いに進むことが出来る。

　滅びを乗り越えたという、そのことを支えにして。

　決して迷うことのないように、歩いて行こう。




「でも、世界を滅亡させる魔王は倒しちゃったから、ひょっとしてソーイチの使命ってもう終わりなの？　いなくなっちゃうの？」

「いえ、色々と事後処理もありますし、しばらくはお世せ話わになると思いますが、その後はどうなんでしょう。今のところ、神様からは何も連絡が来ていませんけど」

「閃ひらめいた！　私が世界を滅ぼそうとすれば、ソーイチがここに残る理由になるんじゃない？　よし滅ぼそう！　すぐ滅ぼそう！」

「無理矢理滅ぼそうとしないで下さいよ!!」

「無理してないよ。いつでも自然体で世界を滅ぼそうとしているんだから」

「もっと性た質ちが悪いですよね……」

「まあ、次の命令が来るまでは、ゆっくりしていればいいよね。ねえソーイチ、私、また街に出てみたいな！　ちゃんと首輪して、大人しくしているからさ」

「分かりました。今度は、落ち着いて回りましょうね」

「うん！」




　その時の僕達には、与あずかり知しらぬことだけど。

　デバイスに、新たなる数字が点灯していた。

　その血ち塗ぬられたような数字は、次なる滅亡を告げるカウントダウン。

　まだ何も終わっていないというように、数字を刻み続ける。

　粛しゆく々しゆくと。

　決して逃れられない、運命のように。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　23時間　59分　59秒】





つづく


















　　　あとがき






　初めましての方は初めまして。前作『犬とハサミは使いよう』に引き続き、お手に取って下さっている方はお久し振りです。ファミ通文庫のソドムとゴモラこと、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。

　一巻ということで、初めましての方もいるかと思いますので、軽く自己紹介をさせて頂きます。更伊俊介は、『更』と『伊』の二人組のライトノベル作家。ファミ通文庫様から『犬とハサミは使いよう』でデビューさせて頂いた後、なんやかんや四年半経たって今に至ります。あ、ソドムとゴモラは特に関係ありません。

　二人で書いていると話すと、『喧けん嘩かはしないんですか？』とか『揉もめた時はどうやって解決するんですか？』と聞かれることがあります。

　喧嘩はします。揉めることもしょっちゅう。電話口で無言になるどころか、面と向かってしばらく話をしなくなることだってあります。

　ではそんな時、どうするか。

　簡単です。殴なぐり合あいます。

　噓うそです。

　本当は、キャラクターやストーリーについてひたすら好き勝手に話します。真ま面じ目めなことからふざけたことまで好き勝手に。そうして話をしている内に、大体の揉め事は解決してしまいます。何な故ぜなら揉める時は、どちらかがキャラクターやストーリーに納なつ得とくが行っていないだけなのですから。

　そうやって生まれた総そう一いちとエリカ達による、ダメ人間達のバカ騒ぎ。『こいつら、バカだなぁ』と、好き勝手に笑って頂ければ嬉しいです。




　以下、世界を滅ぼさんばかりの勢いで謝しや辞じを述べさせて頂きます。

　担当編集のＡ様、イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様、デザイナーのＯ様、Ｈ様。『犬ハサ』に続き『英雄失格』でも、大変お世せ話わになります。何なに卒とぞ宜しくお願い致します。

　拙せつ作さくの製作・出版・流通等に関かかわって下さった全すべての皆様。サイン本や色紙を書かせて頂いた書店様。拙作を置いて頂いた全国の書店様。友人達。家族。そして何より、今この本をお手に取って頂いている読者の皆様。

　おかげさまで、また新しいバカ騒ぎを始めることが出来ました。一度始まってしまったからには、ダメ人間達のダメ度合いに負けることなく、書き続けて行きますので、願わくば、末永くお付き合い頂ければ幸さいわいです。

　それでは、全てのダメ人間と、ダメ人間を愛する人達に祝福があらんことを。









　　　あとがき２






　こんにちは、更伊俊介の『伊』です。

　前作『犬とハサミは使いよう』に続く新シリーズ、『英雄失格』をお届け致します。

　前のページまでで、あまり作品の内容について触れていなかったので、ここから少し書かせて頂きます。若干ネタバレらしきものもありますので、本編を読んだ後に読んで頂ければ幸いです。

　本作は、世界を襲おそう危機に対して、『凄すごい英雄が世界を救う！』というような話……ではなく。『凄い英雄が世界を救わない！』というようなお話となっております。救わないのかよ。世界は救わないけれど、力だけは有り余っている、かつて英雄だった者達。立りつ派ぱな経歴にもかかわらず、今では自分自身の欲望のままに行動し、世界に迷めい惑わくを掛けまくる。そんなどうしようもない連中と、一人の苦労人が、世界の危機を救わなかったりする、そんな話です。だから救わないのかよ。

　勿もち論ろん、世界が滅んだら終わってしまうので、一応は救う方向でなんやかんや頑がん張ばるのですが、果たしてそう簡単に行くのでしょうか。自らの欲望に忠実に動き回る、かつての英雄達を相手にして、主人公である鹿かの屋や総一は世界を守ることが出来るのか!?　時には世界を滅ぼそうとする英雄もいる中、無事に生きて帰れるのか!?

　とまあ、そんな感じでお送りします。

　前作『犬ハサ』においては、多種多様な奇人変人達が登場して、読者の皆様と、ついでに作者自身をも混乱に陥おとしいれましたが、今作『英雄失格』におきましては、多種多様なダメ人間達が登場して、主人公と作者達の胃を痛め付けるような形になっています。ダメ人間達が大暴れしたり大暴れしなかったりして、そしてどちらにしても主人公ばかりが苦労を背負うことになり、それでも自分自身の使命と覚悟と、かつて憧あこがれた英雄を信じて、必死に前に進んで行く、そんな話になれば良いなと思いながら書いています。

　前作が完結し、それからほぼ間を空けずに新作を始めることが出来たのも、読者の皆様の応援があってのことです。こうして始まった新シリーズですが、引き続き、頭のおかしな物語を全力投球して行くつもりですので、これからも宜しくお願いします。




　最後に次巻予告。

　総一とエリカの前に訪れた新たな災厄、そして、新たなダメ人間の正体とは（ヒント：引ひき籠こもり）。更に総一の胃が痛め付けられる『英雄失格２』は、今秋頃にお届けさせて頂く予定です。少しだけお待ち下さいませ。


二〇一五年六月某日　更伊俊介
















著者

更伊俊介
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